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(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Studien uber die Permeabilitat der normalen und der veranderten 

Darmschleimhaut fur Autigenstoff.

Von

Yoshio Sakai.

Eingegangen am 6. Februar 1934.

Verfasser studiete diese Frage mit aller Sorgfalt indirekt bei Tieren mittels Antigen 

und Antikorpernachweis im Blut und direkt mit isoliertem mittels Cholinreation nach 

Paraffth. 
Als Versuchstiere benutzte er Kaninchen und Huhner, insgesamt 500 Tiere, dennen 

gesunde gut gewachsene, junge, verhungerte, verdurstete, diarrhoische Tiere oder solche 
mit Avitaminose von B waren. Zuerst gab er per os Rinderserum nnd Coliemulsion dem 
Versuchstier forciert ein und untersuchte den Antigenubergang zertlich. Sodann prufte 

er bei jungen Tieren die Permeabilitatssteigerung. Drittens untersuchte er bei verhun-

gerte oder verdurstete Tieren (Huhn.) die Permerbilitatsveranderung. Zum Schluss 
kam er bei Avitaminose von B in Huhnern und Kaninchen nach langen Versuchen zum 

Ziel und konnte die Permeabilitatsanderung genau prufen. 
Die Resultate sind kurz folgende: 

1) Gibt man erwachsenen, gesunden Kaninchen und Huhnern grosze Mengen von 
Rinderserum (200cc in 3 Tagen) per os ein, so ist es moglich, durch die Pracipitinreak-

tionen die Antigene in der Blutbahn zu erkennen. In solchen Fallen ist es wohl 
moglich, dass the minimalen Antikoperbildung durch die perorale Immunitat unter-

sucht werden kann. Auch bei Colieingabe kann man durch Agglutininreaktionen in der 

gleichen Weise den Antigenubergang und die An ikorperbildung nachweisen.
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2) Diese perorale Immunisierung wird durch Zusatz von Rinderserum mehr oder 

weniger gesichert. 

3) Der Grad des Erwachsenseins der Tiere und der Mobilisation des Antigens 

scheinen in gegenseitiger Bez ehung zueivander zu stehen, d, h,: Je junger die Tiere 

sind, desto starker wird das Antigen mobilisiert. 

4) Hunger oder Durst verstarken bei gesunden Tieren die Mobilisierung des Anti-

gens in der Blutbahn, bei Erholung der Tiere geht diese wieder ihren gewohnlichen 
Gang. 

5) Bei Erkrankung der Tiere, insbesondere bei kunstlicher Storung von Magen-

und Darmkanal und Leber und Niere die Mobilisierung des Antigens verstarkt. 

6) Aus den Untersuchungen uber das Verhaltniss der Permeabilitat der Darm-

schleimhaut zum Mangel an Vitamin B ergibt sich, dass auch in dieser Zeit die 

Mobilisierung des Antigens verstakt wird. Dieser veranderte Zustand des Darms bei 

Avitaminose kann bei Ende der Versuches als maximal, aber bei Beginn des Versuches 

nicht nachgewissen werden. Durch Vitamineingabe erholen sich in dieser Zeit etwas. 

Verfasser hat auch bei einigen Fallen von Huhneravitaminose eine Steigerung des nor-

malen Agglutininwertes fur Coli beobachtet. 

7) Aus diesen Grunden bestimmte er nach der Methode von Paraffth die Per-

meabilitat der Darmschleimhaut in jedem einzelnen Falle, wie oben erwahnt, und 

gelangte zu Resultaten, die mit den serologischen Studien ubereinstimmen.

(Kurze Inhaltsangabe.)
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第1章 緒 言

元來 經 口的 ニ攝 取 セ ラ レタ ル異 種蛋 白體 ハ

消化 管 内 ニ於 テ,「 ペ プ シ ン」,「トリプ シン」,

「エ レプ シン」等 蛋 白分解 酵素 ニ ヨリ,「 ア ミ

ノ」酸 ニ迄 消化 分解 セ ラ レテ 後吸 收 セ ラル ル

ヲ以 テ生理 的現 象 トナ ス.

而 シテ蛋 白體 ノ分 解 産物 タル「ア ミノ」酸 ニ

ハ何 等 ノ抗 原性 ヲ有 スル コ トナ キハ,周 知 ノ

事實 ニテ,又 「ア ミノ」酸 ノ前 身「ペ プ トン」ニ

於 テモ純粋 ナル モ ノニハ抗原 性 ヲ有 セザル コ

ト,我 ガ教 室 ノ先 輩 白玖 氏1)ノ 實驗 ニ ヨ リ 明

カナ リ.

據 テ經 口的 ニ投 與 サ レタル異種 蛋 白體 ニ依

リテ經 口的免 疫體 ノ生成 ヲ證 明可 能 ナル爲 ニ

ハ「ペ プ トン」ニ分 解 セザル以 前 ニ腸 粘膜 ヲ通

過 セザ ルベ カ ラズ.之,特 ニ腸 粘膜 ノ通 過性

高 マ リタル場 合 ニ見 ラルル現象 ナ ラン.

1891年Ehrlich2)ハ 「リチ ン・ア ブ リン」ヲ

經 口的 ニ投 與 シ,其 ノ經 口的免疫 體 ノ生 成 ヲ

證 明 セ シ以來,經 口的 ニ投 與 サ レタ ル異種 蛋

白,細 菌 ノ生物 學的 特異 性状 ヲ失 ハズ ニ通 過

スル ヤ否 ヤ盛 ナ ル論 議 ヲ見 タ リ.而 シテ現 今

ニ至 リテ ハ經 口的 ニ攝 取 セ ラ レタ ル異種 蛋 白

ハ,腸 管透 過性 ノ増 大 セ シ時,分 解 サ ルル コ

トナ ク トモ腸 粘 膜 ヲ通 過 スル コ トハ多數 ノ學

者 ノ成績 一致 スル所 ナ ル モ,一 部 反對 意見 ア

リ.殊 ニ成熟 健 康動 物 ノ腸 粘 膜 ニ至 リテハ通

過 テ許 ス ヤ否 ヤ盛 ナル論議 ア リテ,通 過 ヲ許

ス ト説 ク人多 ケ レ ドモ學者 間 ノ成績 未 ダ完全

ニハ一致 セズ.

依 テ余 ハ種 々ナル家 兎,家 鷄 ヲ實驗 動物 ト

シ,血 清 學 的立 場 ヨ リ經 口的 ニ投 與 セ シ異 種

蛋 白,細 菌 ノ血 中移行 度 及 ビ其 ノ經 口的免 疫

現 象 ニ就 キ比較 研 究 シ,茲 ニ興 味 アル 成績 ヲ

得 タ リ.又Paraffth氏 腸管 透過 度 測定 法 ヲ用

ヒテ,前 述 ノ各 腸 管 ニ就 キ,透 過度 ヲ測 定 シ,

共 ニ併 セ報 告 セ ン トス.

第2章 文獻ノ梗概竝ニ本文ノ論旨

成 熟 健康 動物 ノ健常 腸粘 膜 ガ經 口的 ニ攝 取 サ レ

タル異 種蛋 白 及 ビ細菌 ヲ生 物 學的 特異 性 状 ヲ失 フ

コ トナ シニ通 過 ヲ許 スヤ 否ヤ ニ就 テ古 ヨ リ學 者間

ノ問題 ナ リ.

Ganghofner u. Langer3)ハ 牛 血清 ヲ大 量與 フル

事 ニ ヨ リ成熟 猫 ノ腸 粘膜 ヲ透 過 スル事 實 ヲ認 メ,

Ascoli5) Michaelis u. Oppenheimer7)等 モ抗 體 ノ

生 成 ヲ血 清學 的立 場 ヨ リ證 シタ リ.次 デRosenau

及 ビAnderson8)ハ 馬 血清馬 肉 ヲ海〓 ニ反 覆 經 口的

ニ投與 スル コ トニ ヨ リ過 敏症 ヲ 起 サシ メBorns-

tein12)ハ 牛水 晶體 實 質 ヲ家兎 ニ經 口的 ニ與 ヘ テ同

ジ ク過 敏症 ヲ 惹起 セ シ メ タ リ.又Laroche10),
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Richet u. St. girons, Kleinschmidt11)等 ハ牛乳

ヲ與 フル コ トニ ヨ リテ動 物 ヲ感 作 スル コ トヲ得 タ

リ.吾 國 ニ於 テ モ吉 田13)氏 ハ牛乳 ヲ用 ヒテ海〓 ヲ

感 作 ス ル コ トヲ得 タ リ ト報 ジ,又 宗26)氏 ハ血球 大

腸 菌卵 白 ラ與 フル コ ト ニヨ リ溶血 素,溶 菌 素,抗

卵 白 血清 ノ生 ゼル コ トヲ報告 シ タ リ.又 中村14)氏

ハ卵 白及 ビ牛乳 ヲ與 ヘテ 血中 移行 ヲ證 シ,青 木15)

氏 モ亦卵 白及 ビ馬 血清 ヲ用 ヒテ 中村 氏 ノ實驗 ヲ認

メタ リ.尚 ホ松 村16)氏,久 永17)氏,晋18)氏,前 田19)

氏,三 井20)氏 等 モ抗原 ノ血中 移行 或 ハ沈 降 素産 生

ヲ證 明 セ リ.又 最 近吾 ガ教室 ニ於 テ遠 藤21)氏 ハ 微

量 抗原 投 與 ノ意 味 ニ於 テ經 口的 免疫 現 象 ヲ檢 シ,

微 量抗 體 ノ生 成 ヲ來 ス コ トヲ説 ケ リ.

又細 菌 學的 立 場 ヨ リ1885年Ribbert21)ハ 健 常

ナル家 兎 ノ蟲 樣 突起 臚胞 中 ニ細 菌 ヲ認 メ,Malvoz

u. Klecki Sordoiletハ 腸 壁 ノ變 化 ナ ク シ テ 細 菌

ノ通過 ヲ許 ス ト説 キ,Nocard Porcher u. Deson-

bryハ 脂 肪 ニ富 ム 食 物 ヲ與 フル時 ハ 食 後3-4時

間 ニ門 脉血 中乳 糜 中 ニ之 ヲ認 メ,Nicolas u. Des.

cosハ 海 〓 ノ食 餌 中 ニ結 核 菌 ヲ投入 ス レバ,3時 間

ニテ乳 糜管 ニ結核菌 ヲ證 明 シ,Rogozinski23)ハ 脂

肪食 ニ際 シテハ腸 管膜 淋 巴腺 中 ニ細 菌 ノ存在 ヲ認

メ,靈 菌 ヲ 與 フ ル 時 腸 間膜淋 巴 腺中 ニ之 ヲ見,

Wrgozek24)ハ 細 菌 ヲ經 口的 ニ與 ヘテ,腸 粘膜 淋 巴

腺 氣管 枝淋 巴 腺肺 腎臟 ニ出現 シ來 ル ヲ見 タ リ.

然 レ ドモ又 之 ニ反 對 意 見 ナ キ ニ ア ラ ズ.Beh-

ring27)ハRomer9)ノ 實驗 ニ基 イテ經 口的 ニ攝 取 サ

レ タハ異種 蛋 白 ハ成 長兒 成人 ニ於 テハ 腸管 ヲ通 過

スル コ トナ ン トン,Hamburger u. Sperk28)ハ 少

量 ノ蛋 白投 與 ニア リテハ 胃 腸粘膜 透 過 ノ不 可能 ナ

ル ヲ實驗 シ,Uffenheimer30)モ 亦血 清 牛乳 ヲ與 フ

ル モ血中 移行 ハ 抗體 産生 ヲ認 メ ズ トシ只 卵 白 ニ於

テ ノ ミ之 ヲ認 ム ト説 ケ リ.又Herberth, Celler u.

Hamburgerハ 馬 血清 ヲ牛 乳 ト共 ニ與 フル場 合腸

管透 過 ス ル コ トナ シ ト報告 シ'石 川51)氏 ハ 内服 セ

ル卵白ニ對 シ腸壁ハ豫想以上 ノ抵抗ヲ示 スコ トヲ

述 ベ,尾 見 氏 モ同 種 血清 ハ良 ク腸壁 ヨ リ通 過 吸收

サ レルモ異 種 血清 ハ至 難 ナ リ トシ,Lust32)ハ 經 口

的 ニ馬 血清 ヲ與 フル モ下痢 ヲ惹 起 セザ ル モ ノ ニ於

テハ 血中 移行 ヲ證 明 シ得 ザ リシ トイ フ.松 井35)氏

ハ 犬 ニ於 テ開 腹術,又 ハ瘻 ヲ作 リテ馬 血 清 ヲ空 腸

及 ビ廻腸 ニ與 フル モ血 中移 行 ヲ證 明 シ得 ズ トシ.

又 飯 田36)氏 モ同 樣 ノ方 法 ニテ 血中 移行 ヲ證 明 シ得

ズ ト報告 シ タ リ.又 最 近大 鹿39)氏 ハ成 人 ニ卵 白 ヲ

連 續 投與 スル モ亦 血中 移行 殆 ド證 明 スル コ ト能 ハ

ズ ト發表 シ タ リ.

又 細菌 學 的立 場 ヨ リNeisserハ 動 物 ノ健 康 ナル

時 健常 腸粘 膜 ヲ通過 スル ヲ詔 メズ ト主張 シ,Apitz

ハ胸 管淋 巴 管 ニ就 テ 消化 吸收 ト共 ニ通過 スル コ ト

ナ シ トシ,Klimenko40)モ 亦 陰 性 ニ終 レ リ ト報 告

セ リ.

以上 ノ如 ク諸家 ノ實驗 ヲ綜合 スル ニ成熟 健康 動

物 ニ於 テ ハ經 口的 ニ攝取 セ ラレ タル異 種蛋 白,細

菌 ハ腸 粘膜 ノ通過 ヲ許 ス ト報 ズル人 多 キ モ亦認 メ

ザ ル 人少 カ ラズ.

次 ニ一般 ニ腸 管透 過性 増 大 セル モ ノ ト認 メ ラル

幼弱 動物 ニ於 テ經 口的 ニ投 與 サ レタル異 種蛋 白,

細 菌 ハ腸粘 膜 ヲ通 過 スルヤ 否 ヤ研 究 セル文 獻 ヲ尋

ネ ルニ一 般 ニ通過 ヲ認 メルモ ノ多 シ.即Behring

ハKomer u. Much9)ノ 實 驗 ニ基 キ 經 口的 ニ攝取

サ レタル 異種 蛋 白體 ハ3-4Wノ 幼兒 ニテハ 腸管

壁 ヲ通過 ス ル モ ノ ト シ,Ascoli5), Michaelis u.

Oppenheimer7)ハ 之 ヲ認 メタ リ.又Ganghofner

u. Langer3)ハ 生後1週 間以 内 ノ猫 ノ胃腸 壁 ハ卵 白

及 ビ血 清 ヲ著 明 ニ通過 スル モ ノナ ル コ トヲ報告 セ

リ.又Ascoli u. Vigano42), Bernard u, Debre43),

Mayerhofner u. Stein46), Posner49), Ficker45),

Hilgermann47), Laroche10), Richet et Girons,

Kleinschmidt11), Mayerhofner u. Pribram Sa-

lge48), Bornstein, Rosenau, Moro44), Anderson
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Schlossmann50)等 モ種 々 ノ動物 及 ビ方 法 ヲ用 ヒテ

之 ヲ承認 セ リ.又 吾 國 ニ 於 テ モ,中 村14)氏,青

木15)氏,前 田19)氏 等 モ幼弱 動物 ニ於 テハ經 口的 ニ

投 與 セ シ異種 蛋 白ハ 例外 ナ ク,腸 管透過 スル モ ノ

ナ ル コ ト ヲ 報告 シ タ リ.又 細菌 學 的 立 場 ヨ リ

Ficker45)ハ 哺乳 期 ニ於 ケル仔兎 ニ於 テハ 經 口的 ニ

與 ヘ シ細 菌 ハ例 外 ナ ク腸 壁 ヲ通 過 ス ル トイ ヒ,

Uffenheimer30)ハ 之 ヲ追 試 シテ其 ノ眞 ナル ヲ認 メ

タ リ.又 原田62)氏 ハ 幼弱 家 兎 ニ於 テ ハヨク腸粘 膜

ヲ通過 スル コ トヲ認 メ タ リ.

サ レ ドUhlenhuth4)ハ 幼 弱 ナル動 物 ノ消 化管 ニ

テモ只 卵 白 ヲ極 ク微 量 ニ通過 スル モ,血 清,牛 乳

ハ經 口的 ニ與 フルモ通 過 セ ズ ト述 ベ,又Hambur

ger u. Sperk28)ハ 幼 弱 ナ ル動物 ニ於 テ モ少 量 ノ卵

白投與 ニ於 テハ胃 腸 壁 ヲ通過 セ ズ ト報告 シタ リ.

又 細菌 ニ關 シテハAltane Giuseppeハ 動 物 ノ年

齢 ニ拘 ラズ健 康動 物 ノ腸 粘膜 ハ 細菌 ノ通過 ヲ許 サ

ズ ト實 驗 報告 セ リ.

以 上 ノ如 ク幼 弱 ナ ル モ ノニ於 テ モ極 少 數 ニ於 テ

透 過 ヲ認 メザ ル人 ア レ ド一 般 ニ腸管透 過 ヲ承認 セ

ル モ ノ ノ如 シ.

又 動物 ヲ種 々特種 ノ状 態 例 ヘ バ疲 勞,飢 餓,渇

等 ニ置 ク時經 口的 ニ與 ヘ タ異種 蛋 白ハ細 菌 ノ腸 管

透過 性 ニ如 何 ナル變 化 ヲ與 フルヤ 否ヤ興 味 ア ル事

柄 ナ リ.之 ニ關 シ文 獻 ヲ見 ル ニ飢餓 ニ關 シ少 數 者

ノ成績 ヲ見 ル ノ ミ.Ficker45)ハ 家 兎 ニ於 テ3-4

日乃至7日 ノ飢餓 ニ於 テ始 メテ細菌 腸管 壁 ヲ透 過

シ血行 中 ニ 移 行 スル ヲ 見,犬 ニ於 テ16日 ノ飢餓

ニ及 ビテ始 メテ腸 管壁 ヲ透 過 シ血中 ニ移行 スル ヲ

見 タ リ ト告 ゲ,中 村14)氏 ハ親 家兎 及 ビ仔 家兎 ニ於

テ飢 餓 時 ニ際 シ,異 種 蛋 白 ノ腸管 透過 性 ハ増大 シ

殊 ニ仔家 兎 ニ於 テ甚 ダ シキ モ ノナル コ トヲ報 ジ タ

リ.又 青 木15)氏,三 井20)氏 等 モ之 ヲ認 メ,石 川51)

氏 ハ尿 中 ニ移行 度 ヲ比 較研 究 シ,犬 ニ於 テ4-8日

ニテ モ透 過 性 ノ高 マル モ ノナ ル事 ヲ報 告 シ タ リ.

然 レ ドモ之等 ノ研 究 ニ於 テモ,不 備 ナ リ ト信 ズ ル

點 少 カラズ.

次 ニ動 物 ヲ人 工 的 ニ又ハ 自然 ニ病 的 ニ陷 ラ シム

ル時,其 ノ異種 蛋 白體 ノ腸 管透 過 血 中移行 ニ如 何

ニ働 クカ又考 フベ キ問題 ナ リ.

先 ヅ腸 管透 過 ト直 接 何等 カ ノ關 係 ア ルベ ク誰 シ

モ一 應考 ヘ ラ レル胃腸 管疾 患 ト腸 管透 過 血 中移行

トノ關係 ニ就 キ文獻 ヲ繰 ル ニ次 ノ如 シ.

即 チGanghofnerlu. Langer3)ハ 動 物 ニ「ヒマ シ」

油 ヲ與 ヘ下 痢 ヲ起 サ シム ル場 合,卵 白 ノ ヨク胃 腸

管壁 ヲ透 過 シテ血 中移行 スル ヲ認 メ,Kosowitz52)

ハ藥剤 ニ ヨ リテ狗 ノ仔 ヲ急 性 腸炎 ニ陷 ラ シメ タル

後,之 ヲ牛乳 ニ ヨ リ感 作 セ シム ル コ トヲ得 タ リ ト

報 告 セ リ.又Mayerhofner u. Pribram41)ハ 急 性

腸炎 ニ際 シ,透 過 困難 ナル異 種蛋 白 ニ於 テ モ透 過

性 高 マ レル事 實 ヲ證明 シ,Lust32)ハ 食 蝕 中毒 症乳

兒 ニ於 テ或 ハ 多量 ノ糖 ニ ヨ リテ下痢 ヲ惹起 セ シメ

タル幼弱家 兎 ニ於 テ透 過 性 ノ増大 セ ル ヲ認 メ タ

リ.又Moro44), Much9), Bauer53)等 ハ 消 耗 症 ニ

テ 斃 レタル乳兒 屍體 ノ血清 中 ニ牛乳 蛋 白 ノ存 在,

抗 牛乳 沈降 素 ノ形成 セ ラルル ヲ證 明 シ タ リ.又 我

國 ニ於 テ青 木15)氏.石 川51)氏,前 田19)氏,三 井20)

氏等 モ下 痢 ニ際 シ,抗 原 ノ血中 移行 ノ増大 ス ル ヲ

認 メタ リ.サ レ ド大 鹿39)氏 ハ成 人 ニ於 テ胃 腸管 ノ

種 々 ノ疾 患 ニ際 シ,血 中移行 度 ノ増 大 ヲ殆 ド證 明

サ レズ ト報告 シ,久 永 氏 モ胃 腸 管障碍 ニ際 シ,著

シ キ増大 ヲ認 メズ トセ リ.

又兒 科學 方 面 ノ立 場 ヨ リMoro44), Ascoli5),

Mayerhofner u. Pribram41), Kleinschmidt11),

Hayashi54), Lust32), Romer u. Levy55),吉 田13)

氏,中 村14)氏,原135)氏,青 木15)氏,石 川51)氏,内

田38)氏 等 ハ乳 兒中 毒症 殊 ニ乳兒 榮養 ノ中毒症 ノ原

因 ハ 此胃 腸管 壁 ノ著 明 ナル透 過 性増 加 ニ開係 深 シ

ト報 ジ タ リ.

次 ニ胃 腸 管 ト關 係 深 キ肝 臟 疾 患 ト腸 管透過 血中

263



2958 酒 井 美 雄

移 行 ニ際 シ,關 係 ア ルヤ 否ヤ ヲ文 獻 ニ尋 ネ ル ニ殆

ド見 ル ベ キモ ノナ シ.只,久 永17)氏 ハ肝 臟 ノ部分

的切 除術 ヲ施 セ ルモ ノニ於テ ハ其 ノ尿 及 ビ血清 ニ

多量 ノ異種 蛋 白體 ノ移 行 ヲ認 メ,大 鹿39)氏 ハ肝 臟

ノ種 々 ノ疾 患 ニ際 シ,尿 中及 ビ血 中 ニ卵 白 ノ移 行

度 ノ増 大 スルヤ 否 ヤ檢 シ.肝 臟疾 患 ニ於 テハ,成

人 ト雖 モ尿 中及 ビ血 中移 行 ス ル ヲ著 明 ニ 證 明 シ

得,明 カ ニ血 行 中 ニ移行 度 ノ増 大 ス ル ヲ認 メ タ リ

ト報 告 シ タ リ.

又 三井20)氏 ハ家兎 ヲ用 ヒテ人 工 的 ニ藥劑 ニ依 リ

テ肝 臟 機能 障碍 ヲ起 サ シメ,其 ノ血 中移行 度 ノ増

大 スル ヲ認 メ タ リ.サ レ ド荒 川163)氏 ハ却 テ減退 ス

ト報 告 セ リ.

次 ニ腎 臟疾 患 ト腸管透 過 血 中移 行度 トノ關 係 ニ

就 キ先 進諸大 家 ノ跡 ヲ尋 ネ ルニ,Hecker58)ハ 幼

兒 ニ於 ケル實驗 ニ於 テ腎臟 機 能 ヲ障碍 スル ガ如 キ

病的 關 係存 スル時,腸 細 胞 ノ機能 モ亦 障 碍 セ ラル

爲 メニ異種 蛋 白質 ニ對 シ異常透 過 性 ヲ獲 得 スル モ

ノナ リ トシ,久 永17)氏 ハ 腎炎 家 兎 ニテ ハ生卵 白,

卵 黄,牛 乳,鷄 肉 ヲ經 口的 ニ投與 ス レバ其 ノ尿 中

ニ少 量 宛長 時 間排 泄 シ又 ハ全 ク排 出 セザ ル モ ノア

ル ニ反 シ,血 清 中 ニハ長 時間 ニ亙 リ健康 動物 ヨ リ

モ容 易 ニ之 ヲ證 シ得.又 其 ノ尿 中 ニ排 出 セザ ル モ

ノハ 殊 ニ著 明 ナ ルガ如 シ ト述 ベ タ リ.

次 ニ腸 管 ニ直 接種 々 ノ刺 戟 ヲ與 フル時 腸管透 過

血 中 移行 ニ如 何 ナル影 響 アル ヤ又 興 味 アル問題 ナ

リ.

腸 管 ニ機械 的 刺戟 ヲ與 ヘテ其 ノ腸管 透過 血 中移

行 ニ如 何 ナル影 響 ヲ與 フル ヤ檢 シタル ニ,Kontz-

ler56)及 ビKlimenko60)ノ 實驗 ア リ.Kontzler56)

ハ腸 管 ニ破 傷 アル時,其 ノ血 中移 行増 大 ス ル ヲ認

メ.Klimenko60)ハ 犬,家 兎,海 〓 ニ就 キ破 傷 ハ

細 菌 ノ通 過 ヲ起 ス トセ リ.

又 藥剤 ヲ經 口的 ニ與 ヘ テ腸管 ニ化學 的刺 戟 ヲ與

ヘ テ檢 シタル ニ,次 ノ諸 氏 ノ實 驗 ア リ.内 田38)氏

ハ 家 兎竝 ニ犬 ニ於 テ,酸 類,「 アル カ リ」劑,膽 汁,

監 類 及 ビ含 水炭 素 ガ異 種蛋 白體 ノ透 過 性 ニ如 何 ナ

ル影 響 ヲ與 フル カ檢 シ,醋 酸,牛 膽 汁,含 水 炭素

中葡萄 糖,蔗 糖 ハ常 ニ透 過 性 ヲ嵩 メ タ リ トイ フ.

又石 川51)氏 ハ腸 管 ノ異種 蛋 白透 過 性 ニ對 ス ル硫化

水 素 竝 ニ「ヒマ シ」油 ノ影響 ヲ檢 シ,硫 化 水素 ハ 常

ニ著 明 ニ,「 ヒマ シ」油 モ亦 多 少透過 性 ヲ亢進 スル

事 實 ヲ證 明 セ リ.又 細 菌 學 的 立 場 ヨ リHorne-

mann61)ハ 海 〓 ニ食 餌 ト共 ニ弗 化 「ナ ト リウ ム」及

ビ大腸菌 培 養 寒天 斜 面 ヲ與 フル時 ハ 大腸菌 ノ吸 收

陽 性 ナ リ ト報 告 シ タ リ.サ レ ドApitzハ 動 物 ノ腸

粘膜 ニ機械 的 又ハ 化學 的障 碍 ヲ與 フル モ細菌 ノ透

過 ヲ來サ ズ ト述 ベ,Neisserモ 同 樣 ノ コ トヲ認 メ

タ リ.原 田62)氏 ハ又 弗化 「ナ ト リウム」 ニテ ハ陰

性,苛 性加 里 ニテハ 殆 ド陰 性,「 ヒマ シ」油 ニテハ

陽 性 ナ リ ト.

又 星野133)氏 ハ内 分泌 ニ 關 係 アル 藥 剤 「サ ボニ

ン」及 ビ 「イ ンシユ リン」ノ蛋 白透 過 ニ及 ボ ス影響

ヲ家 兎 ニ於 テ實驗 セル結 果,「 サ ボ ニ ン」ヲ經 口的

ニ與 ヘ テ後,卵 白及 ビ馬 血 清 ヲ與 フル時 ハ,容 易

ニ透過 シ得 ベ ク,「 イ ン シユ リ ン」ヲ皮 下 ニ注射 シ

テ後 馬血 清 ヲ經 口的 ニ投 與 スル モ亦 腸管透 過 性嵩

レ リ.

サ レ ド「サ ボ ニ ン」及 ビ「イ ン シユ リ ン」ヲ併用 ス

ル 時ハ透 過 性却 テ 低下 シ,且 時間 的 ニ モ透 過 遲延

セ リ ト.又 前 田19)氏 ハ藥剤 ニハ ア ラネ ド「〓」及 ビ

「夏蜜 柑 」ヲ卵 白及 ビ牛 血清 ト同時 ニ經 口的 ニ投與

ス レバ,〓 ハ腸 管透 過 血 中移 行 ニ 影響 ヲ 及 ボ サ

ズ.夏 蜜 柑 汁 モ亦卵 白 ノ腸管透 過 状 態 ニ影響 ヲ及

ボ サ ズ ト雖 モ牛 血 清 ノ腸 管透 過 ヲ抑制 セ シム ト述

ベ タ リ.

又 腸 管 ニ光學 的刺 戟 ヲ與 フル時 ハ其 ノ影響 如何

ヲ見 ル ニ,之 ガ血 清學 的研 究 ニ見 ル ベ キ モ ノ ナ

ク,只Warren A Whipple63),細 菌學 的 立場 ヨ リ

ノ研 究 ヲ見 ル ノ ミ.即 チ氏 ハX光 線 ニヨ リ腸上 皮
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細胞 ノ破壊 ヲ計ル時,細 菌 ノ腸管透過 ヲ認 メル ト

報告セ リ.

以上 腸 管透 過血 中移 行 ニ 關 ス ル 諸 大 家 ノ

種 々ナ ル實驗 ヲ見 ルニ,其 ノ成績 殆 ド一致 セ

ル モ ノ アル モ,又 一致 セザ ル モ ノ ア リ.又 實

驗 成績 ノ余 ノ不 足 ト信 ズル所 モ ア リ.依 テ余

ハ先 ヅ血清 學 的立 場 ヨリ,以 上 ノ各 状態 ニ於

ケル移 行 度 ヲ次 ニ述 ベ ル方 法 ニテ精密 ニ比 較

研 究 シ,更 ニ今 マデ寥 々タル研 究業績 シカ認

メ ラ レナ イ經 口的免 疫現 象 ヲ各 状 態 ニ於 テ比

較 研 究 セ ン トス.尚 ホ之 ト共 ニ今 マ デ ニ殆 ド

見 ル ベ キモ ノナ キ「ヴイタ ミン」B缺 乏症 ナル

一種 ノ榮 養障 碍 ト異種 蛋 白 ノ腸 管透 過血 中移

行 ニ關 シ,精 細 ナ ル 血 清學 的研 究 ヲ 施 シ タ

リ.

又 最後 ニParaffth65)氏 腸管 透過 度 測定 法

ヲ用 ヒテ腸 管透 過度 ヲ計測 シ,血 清 學上 ノ成

績 ト一致 スル ヤ否 ヤ檢 シタ リ.

第3章 實驗材料及ビ實驗方法

第1節 試 驗 動 物

主 トシテ體重2000gノ 強壮ナ ル雄性家兎 ヲ選

ビタリ.又 必要ニ於 テ幼弱又ハ種々 ノ病的家兎 ヲ

用 ヒタリ.又 實驗 ニ依 リテハ家鷄 ノ便利ナルヲ以

テ主 トシテ家鷄 ヲ用 ヒタルモ ノア リ.

第2節 經 口的投 與 材料

腸管透過血中移行度 ヲ測定 スル爲 メニ異種蛋白

ノ代表 トシテ牛血清ヲ選ビ,細 菌 ノ代表 トシテ大

腸菌 ヲ用 ヒタリ.血 清 ヲ選 ビタル理 由ハ過去諸家

ノ實驗ニ於テ卵白ハ殆 ド腸管透過血中移行 ヲ認ム

ルモ,血 清ニハ相當多數 ノ反對者存 スル爲 メニ此

ヲ明カニセン爲 メ ト,殊 ニ牛血清 トシタルハ過去

ニ於 ケル實驗ハ主 トシテ馬血清ヲ用ヒ,牛 血清 ヲ

用 ヒタルモノ少數ナル爲 メナ リ.又 大腸菌 ヲ用 ヒ

タルノハ材料 ノ簡單 ニ得 ラレルノ ト普通實驗室 ニ

テ實驗行 ヒタル爲メ危險率 ノ少イモノヲ選バザル

ヲ得ザル爲 メナ リ.

第3節 抗原 投與 方 法

先ヅ抗原 ヲ投與スルニ尤 モ便利ナル液状 ノモノ

トナス.牛 血清ハ牛血液 中凝固セザルモ ノノミ遠

心沈澱 シ,沈 澱物 ヲ除キ透 明ナル液状 トシテ製 ス

ル ヲ得,大 腸菌 ハ18時 間寒天培養 ノ大腸菌3白

金耳 ヲ生理的食監水10ccノ 中ニ極 メテ平等ニ浮

游 セ シ メテ作 ル.

之 ヲ家 兎 ニ投與 スル際 ハ 先 ヅ家兎 ヲ固定 板 ニ固

定 シ中央 ヲ圓形 ニ ク リヌイ タ細長 キ板切 ヲ兎 ノ口

中 ニ咬 マ シ,其 ノ中央 ノ圓形 ヨ リ充 分胃 ニ迄 達 ス

ル如 ク「ネラ トンカテ ーテ ル」ヲ投 入 シ,上 端 ニ注

射 器 ノ針 ヲ除 キ タル大 ナ ル モ ノニテ 徐々 ニ抗 原 ヲ

一定 量 マ デ投與 ス.家 鷄 ニ於 テハ其 ノ操 作 簡 單 ニ

シテ助 手 ヲ シテ兩 手 ヲモ チテ家 鷄 ノ口 ヲ充 分開 カ

シ メ,之 ニ一定 量 ヲ徐 々 ニ毛細 管「ビペ ツ ト」ヲ用

ヒテ投與 ス.コ ノ際 注意 スル コ トハ多 量一 時 ニ投

與 スル爲 メニ鼻其 ノ他 ヨ リ吐 キ出 ス コ トア レバ,

投與 ハ極 メテ徐 々 ニ,又 時 々休止 期 ヲ設 ケテ與 フ

ル ヲ可 トス.

投 與 量及 ビ投 與 囘數 ハ必 要 ニ應 ジ,適 宜 ニ種 々

用 ヒ タ リ.

第4節 血 中移 行 度 測 定 材 料

牛 血清 ノ腸 管透 過 血 中移行 度 ヲ測 定 スル ニ抗 牛

血清免 疫 血清 ヲ用 フ.

其 ノ作 リ方次 ノ如 シ.

免 疫 動物 トシテUhlenhuth, Wedanz u. We-

demann64)等 ノ推 奨 セル 家兎 ヲ選 ビ タ リ.次 ニ抗

原 トシテ ノ牛血 清 ニ就 テハ,田 口66)氏ハ陳 舊 ナ ル

血 清 程 抗原性 大 ナ リ トシ,小 南,草 刈67)兩 氏 ハ血
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清 ヲ乾燥粉末 ニシタルモ ノノ浸出液 ヲ注射 シテ良

好ナル成績 ヲ擧ゲ タル トイフ報告ア リ.

余ハ只牛血清 ヲ分離 シ,氷 室 ニ保存 シ,必 要ニ

應ジ生 ノママ注射スルコ トトセリ.免 疫方法ハ家

兎耳静脉 ヨ リ0.5ccヅ ツ4, 5囘,3日 目毎ニ注射

シタリ.注 射 中止後,7日 目位ヨ リ毎 日耳静脉 ヨ

リ採血 シ,U.氏 沈降素價 ヲ測定シ,5萬 ニ及ブ時

頸動脉 ヨリ採血シ,其 ノ全血清ヲ腐敗 ナキ樣注意

シテ,氷 室 ニ保存 シタ リ.

第5節 血 中移 行度 測定 方法

竝 ニ比較 研 究方 法

先ヅ家兎ニ於 ケル實驗ニテハ牛血清投與前及ビ

投與後30分,1時 間,2時 間,3時 間,4時 間,5

時間.24時 間,48時 間 ノ如 ク時間的 ニ耳静脉 ヨ

リ採血 シ,其 ノ分離 シタル血清 ヲ前述 ノ抗牛血清

家兎免疫血清 ヲ沈降反應檢査用小試驗管中ニ 「ピ

ペ ツト」 ヲモ ツテ管壁 ニツカザ ル樣入 レタルモ ノ

ノ上 ニ,静 カニ毛細管「ピペツ ト」ヲ用 ヒテ徐々ニ

流シ落 シ,後 述 ノU.氏 沈降反應檢査方法 ヲ用 ヒ

テ檢 シタリ.

家鷄 ニ於テハ,牛 血清投與前及 ビ投與後3時 間

及ビ5時 間ニ翼下静脉 ヨリ採血シ,家 兎 ノ場合 ト

同樣 ノ方法 ニテ檢シタ リ.探 血囘數ノ少イノハ家

鷄ニ於 テハ家兎ニ比 シ,其 ノ困難 ナル ニヨ ル ベ

シ.

次 ニ之 ヲ比較研究 スルニハU.氏 沈降素 〓ヲ 對

比ス.此 際比較スル目的以外 ノ各々條件 ヲ出來 ル

限 リ同一 ナラシムル コ トニ多分 ノ努力 ヲ費 シタル

ハ勿論 ナ リ.

第6節 經 口的免 疫現 象實 驗 方法

竝 ニ比 較研 究 方法

經 口的ニ牛血清及ビ大腸菌浮游液投與後,一 定

ノ時期 ノ後静脉 ヨリ採血シ,種 々ノ状態 ニ際 シテ

ノ免疫體産生 ノ有無,及 ビ其 ノ免疫價 ヲ後述 ノ沈

降反應,補 體結合反應,凝 集反應 ヲ用 ヒテ檢 シタ

リ.尚 ホ經 口的免疫現象 ヲ比較研究スルニ當 リ重

要 ナルコ トハ,ナ ルベク多 クノ動物ヲ用 ヒ經 口的

免疫現象 ヲ比較スルニ當 リ,其 ノ一般免疫現象 ト

比較研究 スルコ トニア リ.

余ハ此事實 ニ注 目シテ經 口的免疫現象 ヲ比較研

究 スルニ當 リ,ナ ルベク一般免疫現象 ヲモ比較研

究 シタリ.一 般免疫現象 ヲ檢 セル爲 ニ主 トシテ静

脉注射免疫方法ヲ用 ヒタ リ.

第7節 檢 査 方 法

血清學的立場ヨ リ次ノ方法 ヲ用 ヒテ檢 シタリ.

第1項 沈 降 反 應

沈降反應 ニハU.氏 法及 ビ緒方氏抗體稀釋法 ヲ

用 ヒタ リ.

Uhlenhuth氏 原法ニヨル沈降反應 ハ單 ニ抗原

ヲ生理的食鹽水ヲ以テ種々ノ濃度 ニ稀釋シ,之 ヲ

原免疫血清 ニ重層 シテ檢 シ,緒 方氏抗體稀釋法ハ

抗原 ノ外 ニ 免疫血清 ヲモ10%海 〓 血清又ハ1%

精製「ア ラビヤゴム」液 ヲ以 テ遞降的ニ稀釋 シ,U.

氏原法ニヨル免疫血清 ノ抗抗原價 ヲ知 ル ト共 ニ免

疫血清清 ニ於ケル抗體 ヲ量的ニ知 ラントスルモノ

ナ リ.即 チ抗原 ノアル稀釋度ニ於テ其 ノ免疫血清

ガ最 モ高稀釋度 ニ反應 スルコ トヲ認 メ,コ ノ際 ノ

抗原稀釋度 ヲ結合帶 ト稱シ,結 合帶 ニ於ケル免疫

血清 ノ陽性最高稀釋度ヲ結合帶沈降素價 トイヒ,

U.氏 原法 ニヨル抗抗原價 ノ如何 ヨリモ コノ結合

帶沈降素價 ノ高キモ ノ程高價 ナル免疫體 ト知ルモ

ノナ リ.余 ハ本反應 ヲ15分,30分,1時 間,2時

間 ノ4囘 ニ於 テ檢 シ之ヲ各々++++,+++,+++,+ノ 記

號 ヲ以テ表示 シタリ.

尚ホ余ハ抗原 ノ血中移行度 ヲ檢 スル場合 ニハ

U.氏 法 ヲ用 ヒ,經 口免疫現象 ノ如 キ 抗體 ヲ量的

ニモ知 ラン トスル如キ場合ニハ抗體稀釋法 ヲ主 ト

シテ用 ヒ,之 ニ併 セU.氏 法 モ用 ヒタリ.
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第2項 補 體結 合 反應

沈降反應ニ於 ケル縮方氏稀釋反應 ニ準據 シテ,

專 ラ抗體抗原共ニ生理的食鹽水 ヲ以テ稀釋シテ實

驗 シ,結 合帶,結 合帶補體結合價 ヲ求 メテ抗體 ヲ

量的 ニ知 ラントセ リ.溶 血素 ノ2倍 ト2.5%山 羊

赤血球竝 ニ抗山羊溶血素 ヲ用 ヒテ補體價ヲ測定 シ

其 ノ1,2倍 ヲ使用 セ リ.

實驗ハ嚴重 ナル對照併置 ノ上 ニ行 ヒ,陽 性反應

判然 タルモノニ+ヲ 附 シ,多 少溶解 セルモ不溶解

ノ部分ア リテ疑ハ シキモ ノヲ± トセ リ.

第3項 細 菌 凝 集 反 應

大腸 菌 ニ就 テ述 ベ ンニ,18時 間培 養 セ シ大菌 腸

3白 金耳 ヲ 生理 的 食鹽 水10ccノ 中 ニ 極 メテ 平 等

ニ浮游 セ シメ,60℃ ノ重 湯煎 中 ニ入 レテ2時 間 加

温 殺菌 シ,該 菌 液4滴 ヅ ツヲ血清 ノ遞 降 的 稀釋液

ヲ盛 レル試 驗 管 ニ滴加 シ.37℃ 孵 卵 器中 ニ入 レ置

ク コ ト2時 間 ノ後取 出 シ翌 朝迄 室 温 ニ放 置 シ,然

ル後 「ア グル チ ノス コープ」ヲ以 テ檢 シ,ヨ ク對照

ト併 置 シ,比 較 シ以 テ其 ノ成績 ヲ判定 セ リ.菌 ノ

濃度 ハ常 ニ注意 シテ全試 驗 ヲ通 ジテ一 定 ナ ラ シム

ル コ トニ務 メタルハ 勿論 ナ リ.

第4章 健康動物ニ於ケル異種蛋白,細 菌ノ腸管透過性ニ就テ

健 康動 物 ニ就 テ,異 種蛋 白細 菌 ノ腸 管透過 血 中

移 行度 ヲ檢 スル ニ當 リ,先 ヅ成熟 健康 家兎 及 ビ家

鷄 ヲ用 ヒテ,成 熟 健康 動物 ノ血中移 行度 ニ精 密 ナ

ル 實驗 ヲ行 ヒ,併 セ其 ノ經 口的 免疫 現象 ニモ及 ビ

タ リ.次 デ成 熟 健康 動 物 ヲ對照 トシ,動 物 ノ成 熟

度 ト血中 移行 度 トニ關 シ,充 分 ナ リ ト信 ズ ル實驗

ヲ施 シ,又 動 物 ノ飢 餓渇 等 ト何 等 カ ノ關 聯 ナキ カ

ヲ檢 シ,又 同 時 ニ經 口的 免疫 現 象 ニ就 キ各時 ニ際

シ,比 較研 究 シタ リ.

第1節 成 熟 健 康 動 物 ノ腸 管

透 過 性 ニ就 テ

第1項 血 中 移 行 度 測 定

先 進諸 家 ニ於 ケル異種 蛋 白,細 菌 ノ成 熟健 康 動

物 ノ腸管透 過 血 中移行 ニ開 スル業 績 ヲ見 ルニ,同

ジ血清 ナル異種 蛋 白 ヲ用 ヒテ 實驗 スル ニGangho-

fner u. Lauger3),青 木15)氏 等 ノ 移行 ヲ認 メ居 ル

ニ反 シ,Lust32), Uffenheimer30)等 ハ認 メナイ ト

イ フ.

茲 ニ於 テ,余 ハ斯 ク ノ如 キ成績 ノ差 ヲ生 ゼ シニ

ハ量 的關 係 ノ與 リ居 ラ ン ト想像 シ,種 々 ノ量 ノ牛

血 清 ヲ經 口的 ニ投 與 シ,其 ノ投 與 ス ル量的 關係 ニ

ヨ リ,血 行 移行 ヲ證 明 シ得 ル場 合 ト然 ラザ ル場 合

ノ生 ゼ ンコ トヲ思 ヒ,次 ノ如 ク實驗 ヲ施 シ タ リ.

實 驗動 物 ニハ家兎 及 ビ家鷄 ヲ用 ヒ タ リ.

之 ヲ毎 日投與 スル 牛血清 ノ量 ニ ヨ リ4群 ニ分 チ

第1群 1日10cc投 與

第2群 1日30cc投 與

第3群 1日70cc投 與

第4群 1日100cc投 與

投 與 囘數 ハ1日1囘3日 間 夫々 ノ一 定量 宛投 與

シ,投 與 前.投 與 後,30分,1時 間,2時 間,3

時 間,4時 間,5時 間,24時 間,48時 間 目 ニ 耳 静

脉 ヨ リ採 血 シ,抗 牛血清 家 兎免疫 血清上 ニ重疊 シ

テ,沈 降 反應 ヲ用 ヒテ檢 ス.家 鷄 ノ場合 採 血 囘數

ノ少 キハ前 述 ノ如 シ.

1) 家 兎 及 ビ家 鷄 ニ於 テ,動 物 ガ成 熟健 康 ナ ル

時,1日10cc以 内宛3日 間 牛血清 ヲ 經 口的 ニ 投

與 スルモ,血 中移 行 ヲ何 レ ノ例 ニ於 テ モ證 明 スル

能 ハ ズ.(第1群 ハ 略 ス)

2) 又1日30cc内 外 ヲ3日 間投 與 ス ルモ 證 シ

得 ザ ル コ ト多 シ.家 兎 ニ於 テハ3例 中,僅1例,

家鷄2例 中1例,極 少 量 ノ移 行 ヲ證 シ得 タ リ.

3) 又1日70cc内 外 ヲ3日 間 投與 スル時 ハ,家
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第1表 成熟健康家兎ニ於ケル經 口的ニ種々ノ量ノ牛血清投與

ニヨル血中移行度測定
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第2表 成熟健康家鷄ニ於ケル經 口的ニ種々ノ量 ノ牛血清投與

ニヨル血中移行度測定表

兎,家 鷄 トモ,少 量移 行 ヲ證 シ タ リ.

4) 1日100cc内 外 ノ牛血 清3日 間投與 ニ於 テ

モ少 量 ノ移 行 ヲ證 スル コ トヲ得.

以 上 ヲ總 括 シテ見 ルニ,牛 血清 ハ毎 日10-30cc

内外 ノ少 量投 與 ニ於 テハ3日 間 ニテ,血 中移行 證

明困 難 ニ シテ沈 降反 應 ニ ヨ リ陰 性 ナ ル コ ト多 シ.

サ レ ド70-100ccノ 如 キ大 量 ヲ3日 間投 與 スル ト

キハ確 實 ニ少 量 ナ リ トハイ ヘ,血 中 移行 ヲ證 シ得

ル モ ノノ如 シ.但 シ證 明可能 トハ イヘ,第3日 目

ニ於 テ 始 メテ認 メラ レル モ ノ多 ク,而 モ其 ノU.

氏 沈 降素 價 ハ2, 4迄 ニ シテ8ニ 及 ブ モ ノ稀 ナ

リ.

第2項 經 口的 免 疫 現 象

次 ニ經 口的免 疫 現象 ニ就 キ,成 熟健 康家 兎 ヲ用

ヒテ檢 セ ン トス.

抑 々經 口免疫 ニ關 シテハ,昔 「ロー マ」 ノ敵 國

Pontusノ 王 ハMithridatesノ 毒茸 ノ中毒 死 ヲ豫

防 セ ン爲 ニ,致 死量 以 下 ノ茸 ヲ食 シテ,中 毒 死 ヲ

免 レ タリ トイ フ史實 ヲ見 ル如 ク,民 間 ニ自 ラカ カ

ル方 法 ニテ 經 口的免 疫體 ヲ作 リタルナ ラン.之 ガ

學 術 的研 究 ハ1891年Ehrlichニ 依 リテ,「 リチ ン

ア ブ リン」 ヲ經 口的 ニ與 ヘ,免 疫體 ヲ生 成 セ リ ト

報告 シタル ヲ見,其 ノ後 之 ニ關 スル 業績 續 々表 ハ

レ,今 ヤ之 ガ研 究 ヲ實驗 ヨ リ實 地 ニ移 サ ン ト種 々

企 テ 居 ラ レル ハ周 知 ノ事 實 ナ リ.サ レ ド今尚 ホ カ

カ ル現象 ハ認 メズ ト主張 ス ル人 アル ハ文 獻 ノ章 ニ

述 ベ タルガ如 シ.

依 テ余 ハ之 ガ經 口的 免 疫現 象 ヲ檢 ス ル ニ當 リ,

先 ヅ 牛 血清 ヲ用 ヒテ 經 口免疫 現 象 ヲ檢 セ ン トシ,

前 述 ノ血 中移 行度 ヲ測 定 セ シ家兎 ヲ用 ヒテ,投 與

269



2964 酒 井 美 雄

中止後翌 日ヨ リ日々家兎耳静脉 ヨリ採血 シ,U.氏

及 ビ抗體稀釋沈降反應,補 體結合反應 ヲ用 ヒテ免

疫體産生 ノ有無 ヲ檢 シタ リ(第3表).

其 ノ内代表的 ノモノヲ經過圖示スレバ次圖 ノ如

シ(第1圖).

第3表 成熟健康家兎ニ種々ノ量ノ牛血清投與ニヨル經口的

免疫現象比較表(投 與中止後10日 目)

第1圖 成熟健康家兎ノ經 口的免疫現象經過的觀察

次 ニ大腸 菌 浮游液70ccヲ3日 間經 口的 ニ與 ヘ,ヲ 用 ヒテ免疫 體産 生 ノ有 無 ヲ見 タ リ.

投 與 中止後10日 目ニ耳 静脉 ヨ リ採 血 シ,凝 集反 應
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第4表 大腸菌浮游液ヲ經 口的投與ニ際シ經口免的現象

以 上 ノ實驗 ヲ見 ル ニ

1) 經 口的 ニ投 與 サ レタル牛 血清 ノ腸 管透 過 血

中 移行 ヲ證 シ得 タル家 兎 ニ於 テ ハ經 口的免 疫體 ノ

生 成 ヲ證 明 シ得 ル コ トア リ.

2) 牛 血清 多量 投與 ノ場合,抗 體 ヲ證 明 シ得 ル

コ トアル モ,少 量投與 ニ際 シテ ハ,不 可能 ナ ル モ

ノ ノ如 シ.

3) 又大 腸菌 浮游 液 ハ多 量用 フ レバ抗體 ノ證 明

可能 ナル モ ノノ如 シ.

4) 次 ニ免 疫 體 ノ生成 及 ビ消失 ノ經過 ヲ觀 察 セ

ル ニ5-7日 ニ シテ免疫 體 ノ生 成 ヲ證 シ得:生 成後

7日-15日 位繼 續 ス ル モ ノ多 キ樣 子 ナ リ.而 シテ

最 高位 ニ達 スルハ10日 目-15日 目 前 後 ニ多 ク見

ラル.

茲 ニ注意 スベ キハ遠 藤 氏 ノ所 謂 微量 免疫 體 ノ形

ニテ,成 熟 健康 動 物 ニ於 テハ表 ハ レル モ ノ多 キ ハ

注 目 スベ キ コ トナ リ.又 微量 免疫 體 ノ特異 ノ形 ハ

トラザ ル モ ノニ於 テ モ,其 ノ沈降 反應 型 式 ヲ見 ル

ニ,共 ノ出現状況ハU.氏 沈降反應ニ於テ15分 以

内ニ緒方氏抗體稀釋沈降反應 ノ結合帶 ヲ中心 トシ

テ先 ヅ表ハ レ,30分,1時 間 ト四方 ニ及ブ傾向ヲ

示スモノモ相當多數發見 セ リ.之 等ハ皆所謂緒方

氏稀釋沈降反應 ニ結合帶 トイヘルモノヲ設 ケタル

意義深キヲ説明スルモノナラン.

而 シテ 免疫體ハ比較的U.氏 沈降素價 及ビ結合

帶高 キニ其 ノ稀 釋 沈降 素 價 低キハ一考スベキニ

テ,U.氏 沈降素價高キヲ以テ免疫體 ノ高價 ナ リト

斷 ズルノ早計ハ之 ヲ以テ見テモ明カナ リ.

以上 ニ於 テ又經口的免疫現象ヲ檢 スルニ當 リ,

大腸菌 ヲ選 ビタルハ故 ナキニアラズ.近 時經口的

免疫現象 ノ實地 ニ應用 セラルルニ當 リテ,問 題 ト

ナルハ主 トシテ「チフス」,赤痢 ノ如 キ細菌 ニ關ス

ル コトナ リ.而 シテ文獻ヲ尋ネルニ細菌ニ於テハ

腸粘膜ハ異常ナル抵抗 ヲ示 シ,卵 白及 ビ血清 ノ如

キ ト比スベクモア ラズ トスル人少カラズ.茲 ニ於

テ余モ細菌 ノ血中移行度及 ビ經 口的免疫現象 ヲ檢
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セ ン トシ,先 ヅ 抗大 腸菌 免疫 血 清,U.氏 沈降 素價

ノ高 キ モ ノ ヲ作 ラ ン トシ,種 々試 ミタルモ不 成功

ニ終 リシタ メ之 ヲ止 メ,只 管經 口的免 疫 現 象 ヲ檢

シタ リ.而 シテ實 驗 ノ結果 大 腸菌 ニ於 テハ 牛血清

ニ比 シ,其 ノ抗體 ノ證 明 困難 ナ ルモ,不 可能 ナ リ

トイ フコ トナ シ.

第3項 膽 汁 添 加 ノ經 口 的 免 疫 現 象

ニ及 ボ ス影 響

第1. 概 説

近時Besredkaハ 經 口的 免疫 ニ於 テ,膽 汁添 加

ヲ行 ヒ,好 成 績 ヲ得 タ リ トイ フ報告 シ タ リ.爾 來

經 口的 免疫 生 成 ヲ補 助 スル 意味 ニテ膽 汁 ノ使用 ハ

周 ク行 ハ レ,今 ヤ赤痢,「 チ フス」 ノ經 口的 「ワク

チ ン」使 用 ニ缺 ク ベカ ラザ ル モ ノ ノ如 キ感 ヲ呈 セ

リ.

然 ル ニ膽 汁 添加 ニ依 リ,直 接 牛血 清 ノ經 口的 免

疫體 生 成 ニ及 ボ ス影響 ニ關 シ,特 ニ抗體 量 ニ就 キ

檢 シタル モ ノ比較 的寥 々 タ リ.

只 膽 汁 添加 ニヨ リ身 體 ニ及 ボ ス影 響 ヲ檢 シ,其

ノ血行 中 ニ多 量 ノ抗原 ノ移行 スル コ トヲ證 明 シ竝

ニ其 ノ理 由 ヲ尋 ネ,間 接 的 ニ經 口的 免疫 現 象 ニ就

キ研 究 シタル數 氏 ノ實 驗 ア リテ,種 々考 究 セ ラ レ

ル所 ナ リ.即 チHajosハ 海〓 ニ於 テ,膽 汁 ハ腸 管

透過 性 ヲ亢進 セ シ メ,又 或 種 ノ肝臟 機 能 ニ モ影響

セ シメ,以 テ抗原 ノ血行 中 移行 ヲ大 ナ ラ シム トシ

タ リ

又小 川34)氏 ハ膽 汁 添加 ナキ時 ハ,殆 ド(十 數例

中1例 ヲ除 キテ)經 口的 ニ與 ヘ シ卵 白 ノ血 中移 行

ヲ證 明 不可 能 ナ レ ドモ.之 ニ膽 汁添 加 スル 時ハ,

例外 ナ ク血 中移 行 ヲ證 スル コ トヲ得 ト.又 同 時 ニ

氏 ハ副交 感神 經 緊張 亢進 ノ結果,肝 臟 機能 ノ變化

ニ ヨ リテ増張 スル モ ノ トセ リ.

扨テ余 ハ前 項 ニ於 テ,經 口的 免疫 現 象 ニ就 キ テ

檢 シタル ヲ以 テ,本 項 ニ於 テハ直 接 竝 ニ間 接 ニ膽

汁添加ノ經口的免疫現象ニ及ボス影響 ニ就キ檢討

セ リ.

第2. 膽 汁 添 加 ノ經 口的 免 疫 現

象 ニ 及 ボ ス影 響

余 ハ先 ヅ種 々 ノ量 ノ牛膽 汁 及 ビ家兎 膽 汁添加 ニ

ヨ リ,直 接經 口的免 疫現 象 ニ及 ボス影 響 ヲ檢 セ リ.

扨 テ種 々 ノ量 ノ膽 汁添 加 ニヨ リ直 接 經 口的免 疫

抗體 量 ニ及 ボ ス影 響 ヲ檢 シ タルニ殆 ド見 ルベ キ モ

ノナ ケ レ ドモ,只 膽 汁添 加 ニ際 シ,内 田38)氏 ハ,少

量投 與 ニテハ 腸管透 過 性 ニ影 響 ナ キ モ,多 量投 與

ニ於 テハ 腸管透 過 性 増大 セ シ ム トイ フ報告 ア リ.

茲 ニ於 テ余 ハ次 ノ順 序 ニヨ リ,實 驗 シ タ リ.

1. 膽 汁

膽 汁 トシテ.主 トシテ 牛膽 汁 ヲ用 ヒ,之 ハ 屠 牛

場 ヨ リ取寄 セ タ リ.

次 ニ余ハ 實驗 動 物 トシテ家 兎 ヲ用 ヒ タル關 係 ヨ

リ,家 兎膽 汁 ヲモ用 ヒ,自 己 ノ膽 汁 ト他 動物 ノ膽

汁 トニ差 アル ヤ否 ヤ檢 セ リ.家 兎膽 汁 ハ 採取 法 ト

シテ次 ノ方法 ヲ トリタ リ.

先 ヅ家 兎 ヲ固 定板 ニ縛 シテ,腹 部正 中線 ノ上 部,

劍 状 突起 ノ下 方 ニ テ腹 部 ヲ切 開 スル時 ハ直 チニ肝

臟 ヲ見 ル.之 ヲ裏 返 ス時 ハ膽 嚢 ヲ見 ル ベ シ.之 ヲ

辿 リテ總輸 膽 管 ヲ見 出 シテ結 紮 シ,次 デ膽嚢 底 部

ニ小 孔 ヲ穿 チ之 ニ細 キ「ゴム」管 ヲ挿入 シテ,結 ビ

ツ ケテ瘻管 トナ シ,其 ノ端 ヲ體外 ニ出 シテ,腹 壁

ヲ縫 合 ス.其 ノ「ゴム」管 ヨ リ流 出 スル膽 汁 ヲ「ビー

カー」ニテ採取 セ リ.

2. 實 驗 方 法

膽 汁 ヲ次 ノ如 ク量 的 ニヨ リ3種 ニ分 チ,牛 血清

ニ添加 シ,同 時 ニ投 與 シタ リ.

牛 膽 汁

第1 1kgニ 就 キ0.1g

第2 1kgニ 就 キ0.5g

第3 1kgニ 就 キ2.0g
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家兎膿汁

第1 1kgニ 就 キ0.1g

第2 1kgニ 就 キ0.5g

第3 1kgニ 就 キ2.0g

經 口的免疫實驗方法竝 ニ比較方法等ハ前項 ニ述

ベ タル通 リナル故略セ リ.比 較研究方法ニハ,家

兎 ノ成熟度.其 ノ他 ノ條件(飢 餓 ノ有無,胃 腸管

障碍ナ ドナキ健康家兎)又 ハ投與牛血清量等注意

シテ選ビ タルハ勿論 ナ リ.

3. 實 驗 成績

第5表 種々ノ量ノ膽汁添加ノ經口的免疫現象ニ及ボス影響

第5表 ニ示 ス所 ニ ヨ レバ,牛 膽 汁,家 兎膽

汁,何 レノ添加 ニ ヨル モ,第1群 添加 ニ ヨリ

テ ハ,對 照 ノ添 加 セザ ル モノ ニ比 シ,稍 々良

好 ナルガ如 キ モ,殆 ド對 照 ト差 テ認 メザ リキ.

第2群 添加 ニ ヨリテ ハ,牛 膽 汁,家 兎膽 汁何

レニ於 テ モ,對 照及 ビ第1群 添 加 ニ比 シ,甚

ダ良好 ナ リキ.然 ル ニ第3群 添 加 ニ ヨリテ ハ,

却 テ第2群 添加 ニ比 シ,牛 膽 汁,家 兎膽 汁,

何 レノ添 加 ニ於 テ モ不 良 ナ リキ.(第3表 参

照)

茲 ニ於 テ,膽 汁添 加 ニ際 シ,或 ル 一定 量 ヨ

リ,膽 汁添 加量 増加 セ シム時 却 テ經 口的 免疫

體 ノ生 成惡 クナル模樣 ナ リ.

更 ニ一般 健康 状態 ヲ檢 スル ニ大 量投 與 ノ場

合,著 シク不良 ニ シテ斃 死 ヲ來 スモ ノス ラ見

受 ク ラ レル ハ注 意 スベ キ現 象 ナ リ.

次 ニ家 兎膽 汁 ト牛 膽 汁 兩 者 ノ經 口 的 免 疫

現象 ニ及 ボ ス影響 ヲ比較 シタル ニ,大 差 ヲ認

メザ ル モ,稍 々牛 膽 汁 ノ方良 好 ナル カ ノ感 ア

リ.
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第3. 膽 汁 添加 ノ血 中移 行度 ニ

及 ボ ス影 響

次 ニ余ハ其 ノ經 口的免疫體生成 ノ良 否ニ關 シ,

其 ノ原因 ニ就 キ探究 セン トシ,先 ヅ其 ノ腸管透過

血中移行ニ就 キ檢 シタル成 績 ヲ擧 ゲ ル ニ次 ノ如

シ.

6表 ニ於テ知ル如 ク,牛 膽 汁,家 兎膽汁,何 レ

ヲ添加 スル時 モ.其 ノ添加 スル量 ノ多 キ程,血 中

移 行 度 ノ増 大 セル ヲ知 レ リ.即 チ第1群 添加 ニヨ

リテ ハ.殆 ド對照 ト差 ヲ認 メザ ル ガ如 キ モ,第2

群 ニ於 テ ハ著 シキ増加 ヲ認 メ,第3群 添加 ニ ヨ リ

テハ更 ニ大 ナル増 加 ヲ認 メ得.

而 シテ家 兎膽 汁,牛 膽 汁兩 者 ノ血 中移行 度 ニ及

ボ ス影響 ヲ檢 シ タル ニ,大 差 ナキ モ,稍 々牛膽 汁

ノ血 中移行 度 ニ及 ボス影 響大 ナル モ ノノ如 キモ明

カ ナラ ズ.

第6表 種々ノ量ノ牛膽汁及ビ家兎膽汁添加ノ腸管透過血中

移行度ニ及ボス影響
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茲 ニ於 テ余ハ第2群 添加 ヨリ第3群 添加 ニヨ リ

血中移行度増大度大ナルニ拘ラズ,經 口的免疫現

象 ニ於 テハ第2群 添加 ノ方良好ナ リトイフ成績 ヲ

擧ゲタ リ.

之ハ第3群 添加 ノ如 キ大量添加 ニ於テハ一般状

態障碍サ レ,經 口的免疫状態不良 ニナ リタリト想

像 サル.

即チ原田氏ハ膽汁投與 ニヨ リ下痢 ヲ惹起スル ト

シ,之 ヲ下痢又 ハ通痢 ノ目的ニ用 ヒタリトイフ業

績 ヲ見 ル如 ク,膽 汁ハ 大量 添 加ハ相 當 全身 症 状 ヲ

害 スル モ ノナ ラ ン.

然 レ ドモ茲 ニ膽汁 添加 ノ經 口的免 疫 ニ多 ク應用

サ レル理 由 ヲ考 ヘ ル ニ,一 般 状 態 ノ害 セザ ル 程度

ノ0.5g位 ノ少 量添 加 ニ於 テ モ血 中移 行度 ノ増大

ス ル ニヨ ルモ ノナ ラ ン.之 ハ後 述 ノ血 中移 行度 増

大 セル場 合,多 ク一 般状 態 不良 トナ レル ニ比 シ,

異 ナル處 ニ シテ,膽 汁 添加 ノ經 口的 免疫 現象 ノ一

般 ニ應 用 サ レル所 以 ナ ラ ン.
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第4. 膽 汁添 加方 法 ニ ヨル血 中移 行度

竝 ニ經 口的 免疫 ニ及 ボ ス影 響

次ニ牛膽汁添加 ニ次ノ方法ヲ選ビテ比較研究シ

タ リ.

第1 皮下注射

第2 經 口的投與

第3 膽汁無投與

カカル研究ヲ企テシ所以ハ膽汁添加 ノ經口的免

疫現象ニ良好ナルハ只腸管透過性 ヲ増大セ シムル

ノ意義 ノミシカ存セザルモノナルカ,或 ハ膽汁自

身 ノ免疫機能 ニ對 シ,良 好ニ働クカヲ知 ラント欲

シ,只 皮下注射 ヲ膽汁添加 ニ應用 シタルモ ノヲ用

ヒ,其 ノ血中移行度 ニ及 ボス影響 ヲ檢 セ リ.

第7表 牛膽汁ノ腸管透過血中移行度ニ及ボス影響

第7表 ニテ知 ル如 ク,皮 下 注射 ニ於 テ モ膽 汁添

加 ヲス レバ血 中移 行度 ノ増 大 ス ル ヲ知 レ リ.勿 論

經 口的 ニ與 ヘ タル場 合 ニ比 シ,其 ノ増大 度 ハ小 ナ

レ ドモ,明 カ ニ増大 セ ル ヲ知 レ リ.

茲 ニ於 テ余 ハ膽 汁添 加 ノ血中移 度 ニ増 大 ヲナス

所 以 ノモ ノハ,單 ニ膽 汁 ノ腸壁 ニ或 ル影響 ヲ與 ヘ

タル爲 ニ増 大 スル ニ ヨル ニ非 ズ シテ,膽 汁 自身 ノ

或 ル働 キ ニ ヨ リ.之 ガ 増 大 ヲ 來 スナ ラン ト想 像

ス.

又經 口的免 疫現 象 ヲ檢 シ タル ニ 次 ノ如 シ.
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第8表 牛膽汁ノ經 口的免疫現象ニ及ボス影響

即 チ皮下注射法ニヨルモ,經 口的免疫現象良好

ニナラシムルヲ知 レリ.

第4項 本 節 ノ概 括

從來,成 熟健 康動 物 ニ於 テ ハ經 口的 ニ投 與

サ レタル異 種蛋 白,細 菌 ノ腸 管透 過 血中移 行

ニ關 シ,血 中移行 ヲ認 ムル先 進諸 家多 キモ亦

血 中移行 ヲ認 メザ ル先進諸 家 モ少 カ ラズ.

然 ルニ余 ノ以上 ノ實 驗 ヨ リ愚考 スルニ

1) 經 口的 ニ少量 ノ異種 蛋 白,細 菌 ヲ投與

スル モ,血 中移行 ヲ認 メ得 ザ ル モ ノノ如 シ.

2) 但 シ,70cc-100ccノ 如 キ大量 ノ牛血

清 ヲ投與 シタ ル場 合 ニ ハ之 ヲ證 シ得.

3) 又 少量 投與 ニ於 デハ經 口的免 疫現 象 ヲ

モ認 メ ラ レズ.

4) 多 量投 與 ニ於 テ ハ之 ヲ證 明 シ得 ル コ ト

ア リ.然 レ ドモ其 ノ抗 體 形成状 態 ヲ見 ル ニ遠

藤 氏 ノ所 謂微 量免 疫體 ノ形 ニテ表 ハ レル モ ノ

多 シ.又 沈 降 反應型 式 ヲ見 ル ニU.氏 沈降 反

應 ニ於 テ緒 方 氏稀 釋 沈降 反應 ノ結合 帶 ニ當 ル

所 ニ先 ヅ表 ハ レ,後 ニ15分-2時 間 ノ間 ニ

徐 々ニ結 合 帶 ニ當 ル所 ヲ中心 トシテ兩 方 ニ擴

ル模 樣 ヲ見 ルハ甚 ダ興 昧 アル コ ト ト信 ズ.

5) 又大腸 菌 浮 游 液 ノ如 キ細 菌 ニ於 テ モ之

ヲ多 量投 與 スル コ トニ ヨ リ經 口的 免疫 體 ノ生

成 ヲ證 スル コ トヲ得 タ リ.

6) 以 上 ニ ヨ リ量 的關係 ノ血 中移 行,經 口

的免疫 現 象 ニ及 ボス影 響 ノ大 ナル ヲ知 レリ.

7) 次 ギテ膽 汁添 加 ノ經 口的免疫 現 象 ニ及

ボス影響 ヲ檢 スル ニ,膽 汁 ノ經 口的同 時投 與

ハ非 常 ニ良好 ニ働 クヲ知 レリ.然 レ ドモ,其

ノ多量 同時 投 與 ハ一定量 投與 ニ比 シ,却 テ不

良 ナル モ ノノ如 シ.但 シ血 中移 行度 ハ多 量 投

與 スル程大 ナ ル モ ノノ如 シ.之,一 般免 疫現

象 ニ惡 影響 ヲ及 ボ スニ歸 スナ ラン.又 牛 膽 汁

ト家 兎膽 汁 トハ家 兎實驗 ニ於 テ大差 ナ キモ ノ

ノ如 クモ,稍 々牛 膽 汁添 加 ノ方良好 ナ ルガ如

キモ明 カナ ラズ.又,膽 汁 添加 方法 種 々比 較

研 究 セ シー,皮 下 注射 法 モ多 少血 中移 行 度増

大 スル モノ ノ如 シ.

第2節 成 熟度 ト異 種蛋 白 ノ腸 管透

過性 トノ關係

第1項 成 熟度 ト血 中移 行度 ノ關係

余ハ前節 ニ於テ成熟健康動物 ノ血中移行度 ニ關

スル 血清學的研究ヲ施 シタルニ,成 熟健康動物 ニ

於 テハ其 ノ移行ハ少量ニシテ證明困難 ノ時ス ラア
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ル ヲ知 レ リ.

然 ル ニBehringニ ヨル ト成人 ニテハ 經 口的 ニ

投 與 サ レタル異 種 蛋 白 ノ血中 移行 ノ困 難 ナ ル ニ反

シ,3-4週 幼兒 ニテ ハ異種 蛋 白 ハ腸管 透過 スル モ

ノ トシ,Ganghofner u. Langer3), Debre等 モ之

ヲ承 認 シ,我 國 ニ於 テ モ,青 木 氏,前 田氏 等何 レ

モ腸 管透 過 スル 事實 ヲ認 メ タ リ,然 レ ドモ動物 ノ

成熟 度 ト血中 移行 エ關 スル精 細 ナ ル研 究 シ タル ヲ

見 ズ.

茲 ニ於 テ余 ハ 實驗 動物 トシテ家兎 ヲ用 ヒ,之 ヲ

次 ノ7群 ニ分 チ,成 熟 度 ト血 中 移行 度 ニ關 シ一 定

ノ關 係 存 ス ルモ ノナ ラ ンヤ ヲ檢 シタ リ.

第1群 體 重1500g内 外

第2群 體 重1300g内 外

第3群 體 重1000g内 外

第4群 體 重600g内 外

第5群 體 重300g内 外

第6群 體 重150g内 外

第7群 (對 照 體重2000g内 外)

實 驗 方法 ハ 前述 ノ成 熟 健康 動 物 ノ場 合 ト同 ジ ク

經 口的 ニ牛血 清 ヲ1日70ccヅ ツ3日 間 與 ヘ,其

ノ血 中 移行 度 ヲ比 較研 究 シタ リ.但 シ第4群,第

5群,第6群 ニ於 テハ,1日70ccノ 牛血 清投 與 ニ

堪 フルコ ト能ハザ レバ,止 ム ラ得ズ第4群 ニテハ

1日30cc,第5群 ニテ20cc.第6群 ニテハ15cc

ヅ ツ投與 シタリ.又 採血時間モ第1群,第2群,

第3群 ニ於テハ正確 ニ檢査 シタルモ,第4群 以下

ニ於テハ動物 ノ小 ナルヲ以 テ止ムヲ得 ズ1日1囘

採血スルコ トトセ リ.

扨テ此實驗 ニ際 シ,注 意 スルコ トハ動物 ノ成熟

度以外 ノ條件,例 ヘバ飢餓,疲 勞,下 痢等ナルベ

ク來サザル樣注意 スルコ トナリ.

實驗成績第9表 ノ如 シ.

下 表 實驗 成績 ヲ見 ルニ

第1群 ニ於 テ モ成 熟健 康 家 兎 ニ比 シ,牛 血

清 ノ血 中移 行度 稍 々増 大 セ シ模樣 ナ リ.

第2群 ニ於 テ ハ第1群 トハ差 異 ヲ認 メザ レ

ドモ對 照 ヨ リハ稍 々増 大 セ リ.

第3群 ニ於 テハ第1群,第2群 ト比 ス レバ

増 大 ノ傾 向 ヲ示 セ リ.對 照 ト比 ス レバ,相 當

大 ナル増 加 ヲ認 ム.

第4群 ニ於 テ ハ對 照 及 ビ第1群,第2群 ト

比 ス レバ著 シキ増 大 ヲ示 シ,第3群 ト比 ス ル

モ,増 大 ノ傾 向 ア リ.

第9表 動物ノ成熟度 ト牛血清腸管透過血中移行度ノ關係
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第5群 ニ ア リテ ハ第4群 ヨリ又 明 カナ ル増

大 ヲ示 ス.

第6群 ニ於 テ ハ更 ニ第5群 ヨ リモ明 カナル

増 大 ヲ示 セ リ.

以上 ヨ リ見 レバ幼 弱 家 兎 ニ於 テ成 熟 家 兎ニ

比 シ,血 中移 行度 著 シク増 大 シ居 ル ハ明 カナ

リ.而 シテ又動 物 ガ幼 弱 ナ レバ ナル程血 中移

行度 増 大 セル ヲ認 メタ リ.

即 チ動 物 ノ成熟 度 ト抗 原 ノ血 中移 行度 ト逆

比 例 スル モノ ノ如 シ.

第2項 成熟度 ト一般 免疫現 象 竝 ニ

經 口的免 疫現 象

動物 ノ成熟度 ト一般免疫現象及ビ經口的免疫現

象 ニ關 スル研究ハ比較的少 ク,殊 ニ成熟度 ト經口

的免疫 現 象 ノ關 係 ニ就 キ テハ殆 ド見 ルベ キ モ ノナ

シ.余 〓コ ノ關 係 ヲ明 カ ニセ ン爲 ニ 次 ノ實驗 ヲナ

セ リ.

先 ヅ幼 弱動 物 ニ於 テ ハ,成 熟 動物 ニ比 シ,一 般

的 免疫 現象 ノ低下 セル ハ周知 ノ事 實 ナ リ.然 ル ニ

今,余 ハ經 口的 ニ投與 セ シ抗原 ハ,成 熟動 物 ヨ リ

血中 移行 度 増大 セル コ トヲ述 ベ タ リ.茲 ニ於 テ2

ツ ノ相 反 スル條 件 ノ許 ニ立 ツ.經 口的免 疫現 象 ニ

於 テ ハ如 何 ナル成績 ラ示 ス カ甚 ダ興 味 ア ル事實 ナ

リ.

茲 ニ於 テ,余 ハ先 ヅ幼 弱 動物 ニ於 テ一 般 免疫 現

象 ノ低下 ヲ來 ス トイ ヘル ハ,ド ノ位 ノ程度 ノモ ノ

ナ リヤ ヲ檢 セ ン トシ,各 々家兎 ニ0.5cc牛 血清

ヲ耳 静脉 ニ2囘 宛 ニ注 射 シ,注 射 後7日 目 ニ耳

静 脉 ヨ リ採血 シ,沈 降反 應 ヲ用 ヒ テ,比 較研 究 セ

リ.

第10表 家兎ノ成熟度 ト一般免疫現象比較表
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次ニ前述 ノ血中移行度 ヲ測定 セシ家兎 ヲ用 ヒテ

其 ノ經 口的免疫現象 ヲ比較研究 セリ.而 シテ耳 靜

脉 ヨ リ採血 シ,檢査 スル日ヲ投與中止後第10日 目

トシ,U.氏 及 ビ抗 體 稀釋 沈降 反應 ヲ用 ヒ テ檢 シタ

リ.

第11表 家兎ノ成熟度 ト經口的免疫現象

尚 ホ幼弱動物 ニ於 テ,經 口的免疫體 ノ生成及 ビ

消失ハ如何ナル經過 ヲ取ルカ.檢 シタルニ第2圖

ノ如 シ.

第2圖 幼弱健康家兎ノ經口的免疫現象經過的觀察
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未成熟及 ビ幼弱家兎 ニ於テハ,成 熟家兎 ニ比シ,

静脉 内注射免疫 ニヨル一般免疫現象稍々低下スル

モノノ如 シ.未 成熟 ニ於 テハ成熟 ト殆 ド差 ヲ認 メ

得ザ レド幼弱ニ至 リテハ稍 々明カニ認 ムルヲ得 タ

リ.

然 ルニ經 口的免疫現象 ニ於テハ カカル現象ヲ認

メラレズ.家 兎 ノ第1群 及ビ第2群,第3群,何

レモ低下 ヲ認 メラレズ.寧 ロ第3群 ノ1例 ニ於テ

ハ増加 ノ傾向ヲ示セ リ.第4群,第5群 ニ於テハ

低下 セリ.第6群 ニ於テハ途中死亡セルモノ多 キ

爲 ニ,又 ハ合併症 ノ爲ニ精確ナル成績 ヲ得ザル故

中止セ リ.

尚 ホ免疫體 ノ生成状態 ヲ觀察セシニ幼弱動物ニ

於テハ微量免疫體 ノ形 ヲトルモノ殆 ドナカリシハ

注目スベク,又 沈降反應型式ニ於テモ之 ヲ明カニ

證明爲 シ得ザ リシハ,成 熟家兎 ニ比 シ興味深キ點

ナ リ.

之,幼 弱動物 ニ於テハ腸管透過 血中移行度 ノ増

大 ノ爲 ニ相當多量 ノ抗原 トシテ牛

血清ハ移行スル爲ニ微量免疫體 ノ

形 ヲトラザルモノニシテ,其 ノ免

疫現象低下 ノ爲 ニ相當多量 ノ抗原

タル牛血清 ヲ得 ルモ一般 ニハ 經口

的免疫現象低下 セルモノナラン,

茲ニ第2群,第3群 ニ於テハ對照

ト變化 ナク,却 テ免疫現象 ノ上昇

ヲ見 ルモノアルハ,實 ニ注 目スベ

キ現象ナ リ.

第3項 本 節 ノ概括

以上 本節 ノ實驗 ヨ リ觀 察 ス ル

ニ,先 ヅ血 中移 行度 ニ於 テ明 カ

ナ ル如 ク動 物 ノ幼弱 ナ レバ ナ ル

程腸 管 透過 性 大 ナ ル モ ノ ノ 如

ク,其 ノ血 中移 行度 ハ略 ボ成熟

度 ニ逆 比例 スル ガ如 キ現 象 ヲ示 セ リ.

然 ル ニ動 物 ノ幼 弱 ナル モ ノ程 一 般免疫 現 象

低 下 セルニ,經 口的免 疫現 象 ハ然 ラズ.即 チ

一般免 疫 現象 ノ低 下 セザ ル1000g内 外 ノ家兎

ニ於 テ ハ毫 モ經 口的免 疫現 象 ノ低 下 ヲ認 メ ラ

レズ.600g-300gノ 幼 弱 家兎 ニ於 テ ハ低 下

セ リ.之 多 クノ牛 血清 移 行 スル モ一般 免疫 現

象 ノ低下 著 シキタ メナ ラ ン.

尚 ホ此際經 口的免疫 現 象 ニ於 ケル抗 體 生成

状 態 ヲ見 ル ニ微 量免 疫體 ノ形 ニテ表 レル モ ノ

幼 弱動 物 ニ少 ク,成 熟動 物 ニ多 キハ注 目スベ

キ問題 ナ リ.之 幼 弱家 兎 ニ於 テハ相 當多 量 ノ

抗 原 タ ル牛 血清 ノ血 中移 行 ヲ見 ルニ反 シ,成

熟 家 兎 ニ於 テハ僅 ノ移 行 ヲ認 ムル ニ過 ギザ ル

モノ多 キ故 ナ ラ ンカ.

今,動 物 ノ成 熟度 ト血 中移 行度,一 般 免疫

現 象,經 口的 免疫現 象 ノ關 係 ヲ圖示 ス レバ 次

ノ如 シ.

第3圖 家兎成熟度血中移行度一般免疫現象經 口的免疫現象 ノ關係
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即チ血中移行度ハ成熟度 ト反對ノ方向ヲト

リ,一 般免疫現象ハ成熟度 ト同方向ヲ,經 口

的免疫現象ハ途中一度上昇ノ氣味アリテ後ニ

下 降 セ リ.

之 ヲ極 端 ニ書 ケバ

第4圖

第3節 飢 餓 時 ノ腸 管 透 過 性 比 較 研 究

飢餓 ハ 醫學 上 重要 ナル 問題 ニ シテ古 ク ヨ リ之 ガ

研 究 發表 ハ 枚 擧 ニ遑 ア ラズ.然 ル ニ之 ガ腸管 透過

血中 移 行 ニ關 ス ル業績 ニ至 リテ ハ寥 々 タルモ ノア

リテ,僅 ニFicker15),中 村14),石 川51),荒 川163)等

ノ諸 氏 ノ研 究 アル ノ ミ.

余 ハ飢 餓時 ニ際 シ,抗 原 ノ血中 移行 度 ニ如 何 ナ

ル影響 ヲ及 ボ スカ ヲ檢 セ ン トシ,次 ノ如 キ順序 ニ

テ實驗 セ リ.

第1項 飢 餓 日數 ト血 中移 行 度 ノ關 係

家 兎 ヲ1週 間一 定 ノ條 件 ノ許 ニ飼 養 シ,體 重

2200g-2000g内 外 ノモ ノ ノ ミ選 ビ,之 ヲ絶 食期

間 ニ ヨ リ次 ノ5群 ニ分 チ タ リ.

第1群 對 照 第4群 5日 間

第2群 24時 間 第5群 7日 間

第3群 3日 間

飢餓 状 態 ノ家兎 ニ,70cc宛 ノ牛 血清 ヲ毎 日經 口

的 ニ與 ヘ,其 ノ血 中移行 度 ヲ比 較研 究 シ タ リ.其

ノ際 注意 スベ キハ 實驗 中下 痢其 ノ他病 的症 状 生 ズ

ル モ ノア レバ,之 等 ノ家兎 ヲ除 キ タル ハ勿論 ナ リ.

第12表 飢餓日數 ト血中移行度ノ關係
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第12表 ニ ヨレバ,24時 間 絶 食 セ シメ タル後,投

與 シ タル モ ノニ於 テハ,血 中移 行度 ハ 對照 ト大 差

ヲ認 メズ.

3日 間絶食ニ於テハ,血 中移行度 ノ増大 ヲ明カ
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ニ認 メ タ リ.

5日 間絶 食 ニ於 テ ハ,更 ニ増 大 スル ヲ認 メ得.

7日 間絶 食 ニ際 シテ ハ 更 ニ増 大 ス ルヲ認 ム ルモ

5日 間 絶 食 ニ比 シ,大 差 ヲ認 メ得ザ リキ.

3-7日 絶 食 ニ於 テ 血 中移 行度 増 大 セ ル ヲ 知 レ

リ.

尚 ホ余 ハ飢 餓 日數 ト腸管 透過 血 中移 行 トノ關係

ニ就 キテ,實 驗 的研 究 ヲ施 サ ン ト試 ミシモ,長 期

ニ亙 ル飢 餓 ニ於 テ ハ動 物 ノ生命 ヲ奪 ヒ,又10日 位

絶 食 セ シメ タル家 兎 ニ シテ稀 ニ生 命 ヲ全 ウセ シモ

ノニ於 テ モ,他 ノ合併 症状 ヲ多 ク伴 ヒ テ到底 實驗

ニ供 ス ル コ ト能 ハ ズ.故 ニ止 ム ヲ得 ズ7日 以 内 ノ

絶 食 家兎 ニテ其 ノ關係 ヲ尋 ネ タル ニ 次 ノ如 シ.

即 チ24時 間,3日 間 ト絶 食 期 間 ヲ重 ネル時,明

カ ナ ル腸 管透過 血中移 行 度 ノ増大 ヲ認 メル ニ比 シ

5日 間,7日 間 ト重 ネル モ増大 ハ認 メル モ,其 ノ程

度甚 シ カラ ズ.

第2項 飢 餓,成 熟 度,血 中移行 度

3ツ ノ關 係

飢餓 日數 ト血中移行度 ノ關係ハ前述 ノ實驗 ニヨ

リ明 カナ リ.扨 テ余ハ前節 ニ於 テ成熟度 ト血中移

行度 ノ關係ヲ檢シ,其 ノ血中移行度ハ幼弱ナルモ.

ノ程大ナルコ トヲ知 レリ.

茲 ニ於テ,余 ハ飢餓,成 熟度,血 中移行度 ノ3

ツ ノ關係ニ就 キテ血清學的研究 ヲ施 シタ リ.

先ヅ家兎ヲ成熟,未 成熟,幼 弱 ノ3種 ヲ選ビ,

成熟家兎 トシテハ2000g以 上 ノ家兎 ヲ,未 成熟 ト

シテハ1000g内 外 ヲ,幼 弱 トシテハ300g-600g

位 ノ家兎ヲ選 ビタリ.飢 餓 日數ハ總テ3日 間絶食

スルコ トトセリ.

斯カル状態 ノ家兎ニ牛血清ヲ經口的 ニ與 ヘ,其

ノ血中移行度 ヲ比較研究 シタリ.

此際對照ニ選ビタル家兎ハ體重 ノ略 ボ等 シキモ

ノタルコ トヲ要ス.

第13表 飢餓,成 熟度,血 中移行度3ッ ノ關係
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表 ヲ觀察セルニ,未 成熟及 ビ幼弱家兎ニ 於テモ

飢餓時ニ際 シ血中移行度増大 セ リ.而 シテ成熟家

兎ニ於テ飢餓時ト通常時ト血中移行度増 大 ノ割合

ハ1:8, 1:2,未 成熟家兎ニ於テハ1:2, 1:1,幼 弱

家兎ニ 於テハ1:8, 1:4ニ シテ,其 ノ増加 ノ割合ハ

成熟家兎,未 成熟家兎,幼 弱家兎ニ於テ,特ニ 何

レニ於テ大 ナ リト断定 ヲ下スコ ト能ハズ.

第3項 連 續 飢餓ト 血中 移 行度 ノ關

係

次ニ家兎 ヲ連續 的ニ飢餓ニ陷 ラシメ,血 中移行

度ニ如何ニ影響スルカ檢シタリ.

先ヅ家兎 ヲ次 ノ第1群,第2群,第3群,第4

群ニ分 チタリ.

第1群 對 照正常時家兎

第2群 絶食後2日 目ヨリ牛血清投與

第3群 絶食後4日 目ヨリ牛血清投與

第4群 絶食後6日 目ヨリ牛血清投與

從來 ノ方法ニ ヨ リ血中移行度ヲ検 シタルニ次 ノ

如 シ.

第14表 連續飢餓ト血中移行度ノ關係
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第14表ニ 於 テ 明 カナル 如 ク,血 中移 行 度増 大 ヲ

認 メ タ リ.而 モ一 時的 飢餓 ヨ リモ血 中移 行度 大 ナ

ル モ ノ ノ如 シ.

第4項 飢 餓 時 及 ビ正 常 時 一 般免 疫

現 象竝ニ 經 口的免 疫 現 象 比

較 研 究

飢 餓 時ニ 於 ケル經 口的免 疫 現象 ヲ檢 スルニ 當 リ

先 ヅ一 般免 疫現 象 ヲ檢 討 セ リ.

之 ガ文獻 ヲ尋 ネルニBakninu u. Boccard68)ハ

飢 餓ニ陷 ラシ メ タル鳩 及 ビ犬ニ 於 テ其 ノ血清 ア レ

キ シ ン ノ減少 若 クハ 消失 スル ヲ證 シ,Landon79)

ハ鳩 及 ビ家兎ニ 於テ 實驗 シ同 一 ナ ル成 績 ヲ得 タ リ

トシ,Trommsdorff81)ハ 飢 餓 海〓ニ 於 テ喰 菌作

用 ノ減 弱若 シクハ止 息 セ ルヲ,及 ビ飢 餓 海〓ニ 於

テ特 殊凝 集素 及 ビ溶 血素 ノ産 生 減退 セル ヲ認 メ,

Gulkow n. Sokolow71)ハ 大 衆 ノ榮 養不良 者ニ 就 テ

其 ノ特種 凝 集素 及 ビ「ボルデー 」氏體 ノ産 生 ノ遲 延

減 退 シ及 ビ早 期 消失 スル ヲ認 メ,尚 ホ家 兎ニ 於 テ

モ同 樣 ナル成 績 ヲ得 タ リ トセ リ.又 中村 氏 ハ飢 餓

家 兎ニ 於 テ ハ沈 降素,溶 血素,血 球凝 集素發 生能

力 ハ對 照 家兎ニ 比 シ一 般ニ 弱 ク,又 細 菌凝 集 素 消

失 状況 ハ著 シ ク減退 急 速ニ ナル ト報 告 セ リ.

サ レ ドMeltzler u. Norris82)ハ 飢餓ニ陷 入 レル

犬ニ 就 テ,其 ノ血清 ノ殺菌 力 減退 セズ,Ludkeハ

飢餓 家 兎ニ 於 テ必 ズ シモ常ニ 補體 ノ減少 セザ ル ヲ

認 メ,Muller Th. Paul70)ハ 飢 餓鳩ニ 於 テ必 ズ シ

モ 低度 ノ凝集 素發 生 ヲ認 メ得 ザ リシ ト.

余 ハ家 兎 ヲ實 驗動 物 トシ,連續 的ニ 之 ヲ飢 餓 ニ

陷 ラ シム.抗 原 ヲ牛血清 トシ,最 初ニ0.5cc耳 静

脉 ヨ リ注射 シ,其 ノ沈 降素發 成 能 力 ヲ緒 方氏 抗體

稀釋 反應ニ ヨ リ比較 研 究 セ リ.檢 査 日ハ免疫 後7

日目 トシ,對 照 トシテ健康 家兎 ヲ選 ビ タ リ.

第15表 飢餓時ノ一般免疫現象

即 チ先見 諸氏ニ ヨル幾 多 ノ成 績 ト同 ジク,飢 餓

時ニ 際 シ,沈 降 素發 生 能力 減退 セル ヲ認 メタ リ.

茲ニ 於 テ余 ハ甚 ダ興 味 ア リ ト信 ズ ル事柄 ヲ發 見

セ リ.即 チ飢餓 時 ニ際 シ,一 般 免疫 現 象 ハ減退 ノ

樣 子ナ ル モ,異 種蛋 白 ノ血 中移 行度 増 大 セ リ.據

テ其 ノ經口 的免 疫 現 象 ヲ正 常時 ト比 較 セ ル トキ,

増 進 ス ル カ,又 ハ減退 ス ル カ一 考 スベ キ事 柄 ナ リ

ト思 フ.

茲 ニ着 目 シテ余 ハ其 ノ經 口的免 疫現 象ニ 就 キ,

從 來 ノ方法ニ ヨ リテ實 驗 セ リ.

抗原 トシテ 牛血 清 ヲ選 ビ,牛 血 清 ヲ3日 間 毎 日

70cc宛 投與 シ,投 與 中 止後,10日 目 ニ沈降 反應

ヲ用 ヒテ對 照家 兎 ト比 較 シ タ リ.
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第16表 飢餓時及 ビ正常時ニ於クル經口的免疫現象比較研究

第16表 ヲ見 ル ニ

24時 間絶 食 ニ シテハ對 照 ト大 差 ナ シ.

3日 間 絶 食,5日 間絶 食 ニ於 テ ハ對 照 ニ比 シ甚 ダ

良 好 ナ リ.

之,牛 血清 ノ腸粘 膜透 過 性増 加 ス ルニ ヨ ルナ ラ

ン.而 シテ絶 食 後 ハ榮養 投與 ニ ヨ リ一般 状 態 モ良

好 トナ ル故抗 體産 生能 力 モ衰 ヘル コ ト少 キニ ヨル

ナ ラ ン.

然 ル ニ,連續 飢 餓 ニ陷ヲ シム ル場 合 ニハ經 口的

免疫 體 ノ生 成極 メテ不良 ナ リ.

第5項 恢 復 試 驗

飢 餓 時 ニ際 シ,經 口的 ニ投與 セ シ抗原 ノ腸 管透

過 血中移 行度 ノ増大 セル コ トハ,前 節迄 ニ實驗 シ

タ リ.

余 ハ今,飢 餓 ヲ起 セル家 兎 ニ,充 分 ナ ル榮 養剤

ト飼 料 ヲ投與 セル時,體 重恢 復 シ,元 氣再 ビ盛 ト

ナ ル.カ カル時 ニ腸 管透過 血中 移行 度 ハ如 何 ナ ル

状 態 ヲ示 スカハ興 味 ア ル事 實 ナ リ.若 シ腸 管透 過

血 中移 行度 ノ増大 ガ永 久 ニ恢 復 セザ ル モ ノ トス レ

バ,ソ ハ飢 餓 ハ腸 管透 過 血中 移行 ニ與 ル何等 カ ノ

臟 器又 ハ組 織 ニ強度 ノ變化 ヲ與 ヘ タモ ノ ト知 ルベ

ク,飢 餓一般 症 状 ノ恢 復 ト共 ニ,腸 管透過 血 中移

行 度 モ舊 ニ復 ス レバ一 時的 ノ變化 ヲ ノ ミ與 ヘル ト

知 ル ヲ得.

余 ハ次 ノ如 キ實驗 方 法 ヲ トリテ恢 復 試驗 ヲ試 ミ

タ リ.

即 チ5日 間 絶 食 セ シ メ タル家 兎 ニ充 分 ナル豆 腐

粕.「 ク ロバ ー」,人 參 及 ビ少 量 ノ肝 油 等 ヲ投與 ス

レバ元 氣舊 ニ復 ス ル ヲ得.其 ノ際 腸管透 過 血 中移

行度 ハ如何 ナル 成績 ヲ示 スカ ヲ檢 シ タ リ(第17表

參 照).

第17表 ニ於 テ知 ル如 ク飢 餓 症状 恢 復 ト共 ニ,腸

管透 過 度 モ亦 正常 時 ニ復 ス ル ヲ知 レ リ.之 ヲ以 テ

見 レバ飢餓 時 ニ際 シ,血 中移 行度 ノ増大 ハ,一 時

的 ニ變 化 ス ル モ ノニ シテ,決 シテ機 質 的 ノ變 化 ヲ

永 久 ニ與 ヘザ ル モ ノナ ル ヲ知 レ リ(第18表參 照).
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第17表 飢餓恢復 ト腸管透過血中移行度ノ變化ニ就テ

第18表 飢餓時,通 常時,飢 餓恢復家兎ノ經口的免疫現象
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第6項 飢 餓 ト正 常 大 腸 菌 凝 集價 ノ

經 過 的 觀 察

前項 マデ ノ余 ノ實 驗 ニ依 テ,飢 餓時 ニ於 テ,經

口的 ニ投 與 セ シ抗 原 ノ腸管 透過 血中移 行度 ノ増大

セ ル ヲ認 メ,又 經 口的 免疫 現 象 ノ特 ニ著 シキ低下

ヲ證 明 ス ル コ ト能 ハザ ル ヲ發見 セ リ.

茲 ニ余 ハ カ カ ル腸管透 過 血 中移 行度 ノ増大 セ ル

時,若 シ腸 管 内ニ 常ニ 生存 セ リ ト思 ハル ル大 腸菌

ノ腸粘 膜 ヲ通 過 シテ血 行 中 ニ移行 スル コ トナ キヤ

否ヤ,甚 ダ興 味 深 キ コ ト ト信 ジテ,血 清 學的 立場

ヨ リ之 ヲ檢 セ ン トセ リ.

先 ヅ文 獻 ヲ尋 ネル ニ,Ribbert22)ハ 健 常 ナル家

兎 ノ蟲 樣 突起 ノ臚 胞 中 ニ細菌 ヲ認 メ,Nocard一 派

ハ脂 肪 ニ富 ム 食物 ヲ與 フル 時 ハ 食 後3-4時 間 ニ

門 脉 血中乳糜 中 ニ細菌 ノ存 在 ヲ認 メ,Rogozinski23)

ハ 脂 肪食 ニ際 シ,腸 管膜 淋 巴腺 中 ニ細 菌 ノ存 在 ヲ

發 見 セ リ.サ レ ドNeisserハ 動物 ノ健 康 ナ ル時,

健 常 腸粘 膜 ヲ通 過 ス ル ヲ認 メズ ト主張 シ,Apitzハ

胸 管 淋 巴管 ニ就 キテ檢 査 セ ル ニ陰 性 ニ終 レ リ ト.

而 シテ之 等 ハ皆,細 菌 學 的立 場 ヨ リノ研 究 ニシ

テ,動 物 ノ正常 時 ニ於 ケル實驗 ナ リ.之 ガ血 清學

的立 場 ヨ リノ研 究 ハ殆 ド見 ルベ キ モ ノナ ク,且 飢

餓 時 ナ ル特異 性 状 ニ關 スルモ ノハ 實 ニ寥 々 タ リ.

據 テ余 ハ次 ノ如 キ方 法 ニヨ リ,血 清 學 的立場 ヨ

リ,腸 管 内 ノ細 菌 中大 腸菌 ノ移 行 ス ルヤ 否 ヤ檢 セ

リ.

先 ヅ大 腸菌 ノ血 中移行 スル ヤ否 ヤ及 ビ其 ノ移 行

度 ヲ測 定 セ ン トセ シモ,抗 大腸 菌免 疫 血 清 ノU.氏

沈 降素價 ノ高價 ナ ルモ ノヲ得 ン ト試 ミシガ能 ハザ

リシ故 中止 セ リ.茲 ニ都 合 ヨキ コ トハ經 口的免 疫

現 象 ハ飢 餓時 ニ際 シテ モ著 シクハ 低下 セザ ル ヲ以

テ,其 ノ經 口的 免疫體 ノ生 成 ノ有 無 ヲ凝 集反 應 ヲ

以テ檢 ベ,大 腸 菌移 行ノ 有無 ヲ檢 シタ リ.

扨 テ其 ノ抗原 タル大腸 菌 ハ家 兎 ノ糞便 中 ヨ リ遠

藤 氏培 養 器 ヲ以 テ分 離 シタル モ ノヲ用 ヒ タ リ.又

家兎ハ連續的飢餓 ニ陷 ラシメ,其 ノ絶食 日數 ノ進

ム ト共ニ,血 清 ノ凝集反應 ヲ檢シ,其 ノ増加 スル

ヤ否ヤ檢 シタリ.

其 ノ結果,幾 日飢餓 ニ陷 ラシムルモ大腸菌凝集

素 ノ生成 ヲ證明 シ得ズ.即 チ之ニヨ リ飢餓時 ニ際

シ,細 菌 ノ腸管透過血中移行 ヲ證明 シ得ズ.

第7項 本 節 ノ概 括

飢餓 時 ニ際 シ,腸 管透 過 血 中移 行 度 ノ増 大

セル コ トハ,本 章 ノ實驗 ニ ヨリ明 カ ナ リ.而

シテ血 中移 行度 増 大 ハ飢餓 日數3日 ニ シテ著

シク増 大 シ,5日,7日 ニ於 テハ夫 レヨ リ稍 々

増 大 ス ル程 度 ナ リ.

次 ニ血 中移行 度 増大 ハ飢 餓 ニ際シ テ,成 熟

動 物 ノ ミナ ラズ,未 成熟,幼 弱 ニ於 テ モ認 メ

ラル.

又連續 飢 餓 ニ於 テ ハ一 時 的飢餓 ヨ リモ血 中

移 行度 ノ増 大度稍 々大 ナル モ ノ ノ如 シ.

飢 餓 ニ際 シ,一 般 免疫 現象 低下 スル モ ノノ

如 シ.但 シ,24時 間 飢餓 ニ於 テバ カ カル コ ト

ナ シ.

經 口的免疫 現象 ニ於 テハ一 時 的 飢餓 ハ却 テ

良好 ノ模 樣 ナ リ.殊 ニ3日-5日 絶食 家 兎 ニ

好 成績ヲ 得 タ リ.連續 飢 餓 ニ於 テ ハ低下 セ リ.

飢 餓恢 復 ト共 ニ血 中移行 度 及 ビ經 口的免 疫

現 象 ハ常 態 ニ復 スルヲ 見

飢 餓 日數ヲ 如何 ニ連續 セ シメ ル モ正 常大腸

菌 凝 集價 ノ増 大 スル コ トナ シ.

第4節 渇 ト腸 管透 過 血 中移 行度 ニ

關 スル研 究

渇ハ飢餓 ト密接ナル關係ニアルモノニテ,ヨ ク

飢餓 ト同時ニ見ルベキ現象ナ リ.然 レ ドモ渇 ト飢

餓 トハ又異 ナル現象 ヲ示 シ,表 現スルコト多 キモ
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又 周 知 ノ事實 ナ リ.生 理 學 ノ説 ク所 ニ ヨ レバ飢 感

ハ 上 腹部 及 ビ胸 部 ノ感 ニ シテ,渇 ハ咽 頭 口蓋 舌 等

ニ感 ゼ ラ レル モ ノナ リ.共 ニ體 液 ノ成 分 ノ變化 殊

ニ濃 度 ノ變化 ニ ヨ リ,夫 々 コ レカ ラ兩 感生 ズ ト.

扨 テ渇 ニ關 スル醫 學 的研 究 ハ相當 多數 ヲ占 ム ル

モ,之 ガ腸 管透 過 血中 移行 度 ニ關 スル研 究 ニ於 テ

ハ殆 ド皆無 ニ シテ見 ルベ キモ ノナ シ.

余 ハ 次 ノ順序 ニテ,之 ガ腸 管透過 血中 移行 ニ關

シ,實 驗 的研 究 ヲ施 シ タ リ.

實驗 動 物 トシテ ハ主 トシテ家 鷄 ヲ選 ビ タ リ.之

家 鷄 ハ渇 ニ封 シテ家 兎 ヨ リモ鋭 敏 ナ レバ ナ リ.

家鷄 ニ水分 ヲ絶對 ニ除 キ タル飼 料,即 チ充 分乾

燥 セシ メ タル草,粉 皮,白 米 ノ ミ ヲ與 ヘ ル コ ト

2-3日 ニシテ 先 ヅ經 口的 ニ牛 血清 ヲ投 與 シ,其 ノ

腸 管透 過 中移 行度 ヲ檢 セ リ.

第19表 渇 ト腸 管 透 過 性 ト ノ 關 係

第19表 ニ於テ見ル如 ク,稍々血中移行度増加 ス

ルモ ノノ如 シ.

第5節 本 章概括

健 康動 物 ニ於 テ モ,經 口的 ニ投與 セ シ,異

種 蛋 白,細 菌 ハ生 物學 的特 異 性状 ヲ失 ハ ズ ニ

血 中移 行ヲ 認 メ得 ルモ ノナ リ.只 成熟度,飢

餓,渇 時 ト正 常時 等 ニ於 テ其 ノ移 行 度 ニ差 ア

ル ノ ミ.即 チ成熟健 康動 物 ニ於 テモ,大 量 ノ

投 與 ニ ヨリ之ヲ證 シ得,又 動 物 ハ幼 弱 ナ レバ

ナル程,血 中移 行度 大 ナ リ.又 飢餓 時,渇 時

ニ際 シ,腸 管透 過血 中移 行度 増 大 スル モ ノ ノ

如 シ.

尚 ホ經 口的免疫 體 ノ生 成 モ可能 ナ リ.成 熟

健 康 動 物 ニ於 テ ハ微 量免疫 體 ノ形 ニテ表 ハ レ

ル モ ノ多 ク,幼 弱竝 ニ飢 餓時 ニハ微 量免 疫體

ノ形 ニテ表 ハ レル モ ノ少 キハ興 味 深 キ現 象 ニ

シテ,之,幼 弱竝 ニ餌餓 ニ際 シテ ハ,比 較 的

抗 原 タル牛血 清 ノ血 中移行 度 増 大 セル ニ ヨル

ナ ラ ン.
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尚 ホ幼 弱竝 ニ飢 餓動 物 ノ經 口的 免疫體 生 成

状 況ヲ 見 ル ニ,之 等 ノ モノ ハ抗 原 タ ル牛 血 清

ノ移 行 ハ對 照 タル モノ ヨ リ増 大 セル モ,一 般

免 疫現 象 ハ低 下シ 居 レリ トイ フ2ツ ノ相 異 ナ

レル條 件 ノ許 ニ立 ツコ トヲ思 ヘバ,其 ノ示 ス

成 績 ハ甚 ダ興味 アル コ トナ リ.而 シテ余 ノ得

タ ル成績 ハ略 ボ經 口的 免疫 現 象 ニ於 テハ,對

照 タ ル健 康動物 正常 時 ニ比 シ,大 差 ヲ認 メ得

ズ.殆 ド相 異 ナ ル コ トナ キ ハ,一 般 免 疫現 象

ノ低 下 セル ニ比 シ,興 味 アル コ トニ シテ,之

血 中移 行度 ノ増 大 ノ示 ス1ツ ノ結果 ナ ラ ン.

尚 ホ膽 汁添加 ハ經 口的免 疫現 象 ニ良 好 ニ働

キ,共 ノ一 定量 添 加 ヲ以 テ最 良 トシ,一 定 量

以上 ハ却 テ悪影 響 ヲ及 ボス モ ノ ノ如 シ.

第5章 病的動物ノ腸管透過性ニ就テ

正常 ヨリ病的 ニ變化 セル時,種 々ナル異常ヲ體

内ニモ タラス コトハ,周 知 ノ事實 ナ リ.扨 テ余ハ

前章 ニ於 テ健康動物 ノ腸管透過 血中移行 ニ關 シ,

血清學的研究ヲ施 シタ リ.其 ノ結果健康動物ニ於

テモ成熟,未 成熟,幼 弱 ニヨ リ腸管透過性變化 ス

ルモノノ如 ク,又 飢餓時,渇 時等 ニ正常時 ト比 シ,

影響受 クルモノヲ認 メタリ.茲 ニ於テ,余 ハ腸管

ト直接或ハ間接關係ア リト思ハルル病的症状ヲ人

工的ニ作 リ,カ カル病的動物 ニ於テ腸管透過性,

血中移行度ニ影響 ヲ及ボスモノニ非ザルヤ ヲ檢シ

タ リ.

病的症状中最 モ影響 アリ ト思ハレル胃腸管障碍

ヨリ,次 ノ如 キ順序 ニテ研究 シタリ.

第1節 胃腸管障碍

第2節 肝臟機能障碍

第3節 腎臟機能障碍

第4節 榮養障碍

第1節 胃腸 管 障碍 ト腸 管透 過 性 ノ

關係

第1項 人工 的 又 ハ 自然 胃腸 管障 碍

ト正 常健 康家 兎 トノ血 中移

行度 比 較研 究

腸管透過性 ト直接影響ア リト想像サレル胃腸管

障碍 ニ就 キ,其 ノ變化ヲ及ボスヤ否ヤ檢 シタリ.

消 化管粘 膜 ニ機能 障碍 ヲ惹起 シ タル場 合 ニハ異 種

蛋 白 ノ透 過 性 ノ増進 シ得 ベ キ コ トハ 必 ズ シモ豫 想

ス ル ニ難 カ ラズ.

1904年Ganghofner u. Langer3)ハ 動 物 ニ 「ヒ

マ シ」油 ヲ與 ヘ,下 痢 ヲ起 シ タル場 合,卵 白 ガヨ

ク胃 腸 管壁 ヲ透 過 シテ血 中 ニ移行 スル事 實ヲ 認 メ

タ リ.

又Kosowitz52)ハ 藥 劑 ニ因 ツテ仔 狗 ヲ急 性 腸 炎

ニ陷 ラ シメ タル後,之 ヲ牛乳 ヲ以 テ感 作 セ シ メル

コ トヲ得 タ リ トイ ヒ,Mayerhofner u. Pribram41)

ハ急 性腸 炎 ニ際 シ透 過 困難 ナル異 種蛋 白ニ於 テ モ

透 過 性 ノ高 マ レル事 實 ヲ證 明 セル コ トハ既 ニ前述

ノ如 シ.Lust32)ハ 食 餌中 毒症,又 ハ乳兒 ニ糖 ヲ與

ヘテ下 痢 ヲ惹 起 シタル際,透 過 性 ノ増 大 セル ヲ認

メ タ リ.我 國 ニ於 テ モ青木15),前 田19),三 井20)等

ノ諸 氏 モ之 ヲ認 メタ リ.然 レ ドモ久 永17),大 鹿39)兩

氏 ニ ヨル ト胃 腸管 疾 患 ニ際 シ,血 中移 行度 ノ増 大

著 シカ ラズ トセ リ.

茲 ニ於 テ余 ハ人 工 的 ニ又 ハ 飼 養中 下痢 ヲ惹起 シ

タル家 兎 ヲ用 ヒテ,腸 管透 過 性 ヲ對 照 ト比較 研 究

セ リ.

扨 テ下痢 ヲ起 サ セ ル藥劑 トシテハ2ccノ 「ヒ マ

シ」 油 及 ビ多 量 ノ蔗糖 ヲ使 用 シ,之 ヲ經 口的 ニ投

與 スル時 ハ翌 朝激 シキ下痢 ヲ生 ズ.

又 健 康動 物 ニ於 テ モ牛血 清 ヲ經 口的 ニ投與 スル
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時下痢ヲ惹起 スルモ ノア リ.又 原因不明 ノ所謂衰

弱 セル時起ル下痢ア リ.之 等 ノ下痢 ヲ惹起 シタル

モ ノヲ用 ヒ,前 述 ノ方法ヲ以テ血中移行度 ヲ對照

健康家兎 ト比較 シタリ.

此際肝要ナルコ トハ,比 較研究 スル動物ハ對照

動物 ト同程度 ノ大 キサ ノ家兎 ヲ選 ビ,且 下痢以外

ノ症状其 ノ他 ノ點ニ於テ對照 ト異ナラザル樣,特

ニ注意 シタルハ勿論ナ リ.

第20表 胃腸管疾患 ト腸管透過血中移行度關係表

即チ下痢 ヲ起 セル家兎ニ於テハ,人 工的 ニ 「ヒ

マシ」油投與,蔗 糖投與,又 ハ自然 ニ原因不明ノ

下痢家兎.何 レニ於 テモ血中移行度増大 ヲ認 メタ

リ.

然 レドモ,人 工的 ニ惹起セシメタル下痢家兎及

ビ自然ニ惹起 シタル下痢家兎 ノ血中移行度増大 ノ

295



2990 酒 井 美 雄

程度ハ區々ニシテ,人 工的又ハ自然何 レヲ以テ血

中移行度増大 ノ程度大ナ リトスル能ハズ.

第2項 胃腸 管 障碍,成 熟 度,血 中

移 行度3ツ ノ關 係

胃腸管障碍ニ際 シ,血 中移行度増大 セルコ トハ

前項 ニ依 リ明 カナ リ.依 テ今胃腸管障碍,成 熟度,

血中移行度3ツ ノ關係ニ 就キ研究 セリ.

先 ヅ實驗動物 トシテハ次 ノ3種 ノ家兎 ヲ用 ヒタ

リ.

1) 成熟家兎 2000g以 上

2) 未成熟家兎 1000g内 外

3) 幼弱家兎 500g内 外

下痢 ヲ惹起 セシムルニハ「ヒマシ」油ヲ用ヒ,成

熟 家兎 ニハ2cc,未 成 熟 家兎 ニハ1cc,幼 弱 家兎

ニハ0.5cc用 ヒ タ リ.之 ヲ經 口的 ニ投 與 ス ル時 ハ

翌 朝激 シキ下痢 ヲ生 ズ.

血 中移行 度 比較 研 究 スル ニ當 リテハ,前 述 ノ方

法 ヲ用 ヒ,成 熟,未 成熟,幼 弱,何 レノ場 合 ニ於

テ モ嚴 重 ナ ル對照 動 物 ヲ置 キ,各 種 ニ依 リ比 較研

究 シ タ リ.

第21表 ヲ 觀 察 ス レバ,胃 腸 管障 碍 ヲ起 セル場

合,未 成 熟家 兎,幼 弱家 兎,何 レニ於 テ モ對 照 ニ

比 シ,血 中移 行度 増 大 セ リ.

而 シテ血 中移行 度 増 大 ノ程度 ハ各 々下痢 家 兎 ヲ

對 照 ト比 較 シ タル ニ,成 熟 家 兎ニ 於 テハ1:4, 1:8,

未 成 熟家 兎1:2, 1:8,幼 弱 家兎 ニ於 テハ1:16, 1:8

ナ リ.

第21表 胃腸管障碍,成 熟度血中移行度3ツ ノ關係
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第3項 胃腸 管障碍 家 兎 ト健 康家 兎

ト經 口的 免疫現 象 比較 研 究

人工的ニ又ハ自然ニ下痢 ヲ惹起 シタル家兎 ノ多

數ハ旬 日中ニ斃死 シ,爲 ニ其 ノ經 口的免疫現象ヲ

檢 スル コ ト能 ハ ズ.只 幸 ニ シテ其 ノ生 命 ヲ全 ウ セ

シモ ノニ就 キテ,其 ノ免疫 現 象 ヲ檢 セル ニ次 ノ如

シ.

第22表 胃腸管障碍 ト對照健康家兎 トノ經口的免疫現象比較研究

少數例ナルヲ以テ,明 カニ述ベルコ トヲ得ズ ト

雖 モ,經 口的免疫現象ハ正常家兎ニ比 シ低下セザ

ルノ ミカ,1例 ニ於テハ明 カニ増加 ヲ認 メタリ.

然 レ ドモ生存 セル家兎ハ全 ク快復セシ元氣 ナル健

康状態ヲ有セルモ ノナルコ トヲ附言 ス.

第4項 胃腸 管障碍 ニ際 シ,正 常 大

腸 菌凝 集價 經 過的 觀察

腸管透過性 ノ高 マリタル際,細 菌 ノ腸粘膜 ヲ透

過 スルコ トアルハ,先 進諸家 ノ説 ク所 ニシテ,前

述 ノ如 シ.據 テ余ハ胃腸管障碍 ノ如 ク腸管透過性

ノ高マ リタル時ハ如何ニ ト,前 述 ノ如 クシテ家兎

糞便中ヨリ分離 シタル大腸菌 ヲ反應元 トシテ,胃

腸管障碍經過中正常大腸菌凝集價 ノ經過的觀察 ヲ

行ヒタ リ.

余 ノ行ヒタル實驗成績ニヨ リテハ,胃 腸管障碍

ニ際 シテモ,正 常 大 腸 菌 凝 集價 ノ變化 ヲ認 メ得

ズ.
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第5項 本 節 ノ概 括

胃腸 管障碍 ニ際 シ,經 口的 ニ投 與 サ レタ ル

異種 蛋 白 ノ血 中移 行ヲ證 シ得.且 對 照健 康家

兎 ニ比 シ,其 ノ程 度大 ナ リ.

而 シテ胃腸 管障碍 ハ之 ヲ人工 的 ニ行 フモ,

自然 ニ惹起 ス ル モ ノ モ 何 レニ於 テ モ認 メラ

ル.

又 成熟 度,胃 腸 管障 碍,血 中移 行 ノ3ツ ノ

關 係 ヲ檢 スル ニ,未 成熟,幼 弱家 兎 ニ於 テモ,

胃腸 管 障碍 ニ際 シ,血 中移 行 度増 大 シタ ル コ

トヲ知 レ リ.又 幼 弱家 兎 ニ於 テハ血 中移行 度

増 大 ノ程度 ハ成熟 家 兎 ニ比 シ大 ナル モ ノノ如

キヲ知 レ リ.

次 ニ經 口的 免疫 現象 ニ於 テハ,對 照 ニ比 シ,

低下 ヲ示 シタル モ ノナ シ.即 チ一 般免 疫現 象

ノ低 下 セル ニ拘 ラズ,經 口的免疫 現象 ノ低 下

セザ ル ハ之,血 中移 行度 ノ増 大 ニ ヨルナ ラン.

又經 口的免 疫體 生 成状態 ヲ見 ルニ微量 免疫體

ノ形 ニテ表 ハ レル モ ノ比較 的 少 キ モ血 中移行

度 ノ増 大 ニ ヨル ナ ラ ン.

第2節 肝臟 機 能障碍 ト腸 管透 過 血

中移 行度

肝臟ハ腸管 ト密接ナル關係 ヲ有ス.而 シテ肝臟

ノ重要ナル機能 トシテ認 メラルルモノハ,「グ リコ

ーゲ ン」及ビ膽汁 ノ生成或ハ毒素及ビ毒物 ノ分解

中和作用ナ リ.

若 シ肝臟機能 ニ影響アラバ腸機能ニ及ボスコ ト

ナキヤ否ヤ,其 ノ結果 トシテ腸管透過性 ニ變化ヲ

來スコ トナキヤ檢セ リ.

之 ヲ文獻ニ尋 ネルニ久永17)氏ハ肝臟部分的切除

術 ヲ施セルモ ノニ於 テ其 ノ尿及ビ血清中 ニ多量 ノ

異種蛋白ヲ認 メ,大 鹿39)氏ハ成人 ニ於 テモ肝臟疾

患 ニ際 シ,經 口的 ニ投 與 セ シ卵 白 ノ血 中移行 ヲ證

明 シ タ リ ト.

又 三井20)氏 ハ人 工 的 ニ藥 劑 ヲ投與 シ,肝 臟機 能

障 碍 ヲ惹起 セ シ メ タル家 兎 ニ於 テ ハ血 中移 行度 ノ

増 大 ヲ認 メ タ リ ト.然 レ ドモ荒 川163)氏 ハ肝 臟 機

能 障碍ニ 際 シ,却 テ對照 タル胃 洗滌 シ タル絶 食家

兎 ニ比 シ,血 中移 行 度減 退 シ タ リ トイフ.

茲 ニ於 テ余 ハ肝 臟 機能 障碍 ニ際 シ,其 ノ血 中移

行 度 ニ就 キ次 ノ方法 ヲ選 ビテ實驗 セ リ.

成 熟健 康家 兎 ヲ用 ヒテ人工 的 ニ肝 臟機 能障 碍 ヲ

起 サ シ メタ リ.其 ノ方法 トシテ,先 ヅ藤 井86)氏,

五 十 嵐氏,三 井20)氏 等 ニ依 リテ行 ハ レタル四鹽 化

炭 素 ヲ用 ヒ タ リ.即 チ經 口 的 ニ0.2-0.3cc四鹽 化

炭 素 ヲ3日 間與 フル コ トニヨ リテ肝 臟 機能 障 碍 ヲ

起 サ シメ タ リ.而 シテ後 之 ニ牛 血清 ヲ與 ヘ テ,其

ノ血 中移 行度 ヲ對 照 家兎 ト比 較 シタ リ.此 際肝 臟

機 能 障碍 ヲ起 セ ル コ トハ 黄疸 等 ノ現 象 ヲ見 ル ヲ以

テ明 カ ナ リ.

尚 ホ四鹽 化 炭素 ノ外 ニ0.5%ノ 燐 「オ レ ーフ」油

ヲ0.5-0.8cc皮 下 注射 セ シ方法 ヲ少數 例 トリタ

リ.

而 シテ四鹽 化炭 素投 與.燐 「オ レー フ」油 注 射 ニ

際 シ,動 物 ハ非常 ナル衰 弱 ノ爲 ニ食慾 全 クナ ク,

一 種 ノ飢餓 状 態 ニア リ.

故 ニ余 ハ又別 ニ對照 トシテ連續 飢餓 家兎 ヲ選 ビ

タ リ.四鹽 化 炭素 中毒 ノ對 照 トシテ ハ,3日 間絶

食 後 ニ牛 血清 ヲ投 與 シ始 メ タル連續 飢 餓家 兎 ヲ選

ビ,燐 注射 ノ對照 トシテ ハ絶 食翌 日ヨ リ牛血 清 ヲ

投 與 シ タル連續 飢 餓家 兎 ヲ選 ビテ對照 トシ比 較研

究 シタ リ.

第23表 ニテ 明 カナ ル如 ク,肝 臟 機能 障碍 ヲ人 工

的 ニ惹起 セ シム ル際 ハ,對 照 ニ比 シ著 シ ク血中 移

行度増 大 セ リ(三 井氏 等 ノ實 驗 ト大差 ナ シ)然 レ

ドモ之 ヲ連續 飢餓 家兎 ニ對比 スル時 ハ稍 々肝 臟 機

能障 碍 ニ際 シ,増 大 ヲ認 ム ル モ大 差 ナ キガ如 シ,
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之,肝 臟機能障碍 ヲ人工的ニ惹起セシムル時ハ血

中移行度増大著 シキハ飢餓 ノ爲 ノ増大 ノ加ハルニ

ヨ ル ナ ラ ン.

第23表 肝臟機能障碍 ト腸管透過血中移行度關係表
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第3節 腎臟 機 能障碍 ト腸 管透 過血

中移 行度 ニ就 キテ

腎臟機能障碍 ニ關 スル醫學的文獻ハ,汗 牛充棟

モ啻 ナラズ.之 ガ血清學的研究モ亦枚擧 ニ遑アラ

ズ.

余ハ前節ニ於テ肝臟機能障碍 ニ際 シ,經 口的ニ

投與セシ異種蛋白 ノ腸管透過血中移行度ニ多大 ノ

影響 ヲ及ボスコトヲ述ベ タリ.

故 ニ本章 ニ於テ 腸管 ト密接ナル關係ア リトセラ

ル腎臟機能障碍 ニ際 シ,如 何ナル影響 ヲ及ボスカ

ニ就キテ述ベ ントス.

Hecker58)ハ 幼兒 ニ於ケル實驗 ニテ腎臟機能 ヲ

障碍 スルガ如キ病的關係存 スル時ハ腸細胞 モ亦機

能障碍 セラレ,爲 ニ異種蛋白質 ニ對シ,異 常透過

性 ヲ獲得スルモ ノナ リトシ,久 永17)氏ハ腎炎家兎

ニテハ生卵白,卵 黄,牛 乳,鷄 肉 ヲ經 口的 ニ投與

ス レバ其 ノ尿中 ニ少量宛長時間排出ス.又 ハ全 ク

排出セズシテ血清中ニ長時間ニ亙 リ健康動物ヨ リ

容易ニ之 ヲ證明 シ得 ト.

茲 ニ於 テ余 ハ腎臟機能障碍家兎 ヲ作 リ,正 常 ナ

ル家兎ト 對比 シツツ.共 ノ腸管透過血中移行度 ニ

就 キテ檢 セ ン トス.

實驗 方法 トシテ先 ヅ次 ノ方法 ヲ選 ビテ腎 炎 家兎

ヲ作 レリ.

1) 「カ ン タルヂ ン」

0.1%「 エ チール」醋 水溶 液 ヲ1kgニ 就

キ0.5-2.0cc皮 下 ニ注射 ス.

2) 「ク ロム」

1%重 「ク ロム」酸加 里1kgニ 就 キ10-

30cc皮 下 注射 ス.

3) 「ウ ラ ン」

硝酸 「ウラ ン」5%液1kgニ 就 キ10-

30cc皮 下注射 ス.

以上3法 ヲ選 ビ タルハ竹 田87)氏ニ ヨル ト 「カ ン

タル ヂ ン」ハ血管 系 ニ,「 ク ロム」ハ 上皮 系 ニ,「 ウ

ラ ン」 ハ混 合 型 ニ及 ボ ス トイ フ業績 ア ル ヲ以 テ,

余 ハ以 上3法 ヲ應 用 シ,腎 炎 家兎 ヲ作 リ,其 ノ腸

管透 過 血中 移行 度 ニ及 ポス影 響 ヲ檢 シタ リ.
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第24表 腎臟機能障碍 ト腸管透過血中移行度ノ關係

表 ヲ觀 察 ス レバ腎 臟機 能障 碍 ニ際 シ,血 中移 行

度 ノ増大 セ シコ トハ明 カナ リ.但 シ,「カ ンタル ヂ

ン」,「 クロム」,「ウ ラ ン」 ヲ用 ヒテ血 中移 行度 増

大 ノ程度 ヲ比較 シ タルモ 區々 ニ シテ何 レ ヲ以 テ第

1ト ナ ス コ ト能 ハ ズ.

尚 ホ連續 飢 餓家 兎 ト比 スル時 ハ,其 ノ増 大度 ハ

大 差 ナ ク,據 テ腎 臟機 能障 碍 自身 ノ タメ ノ ミノ増

大 ニ非 ズ シテ飢餓 ノ爲 ニ加 ハ リシヲ知 レ リ.
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第4節 「ヴ イ タ ミン」B缺 乏 症 ト腸

管 透 過 血 中移 行 度 ニ 就 キ テ

緒 言

余 ハ前節 迄 ニ種 々 ノ健 康動 物 及 ビ病的 動物 ニ就

キ,其 ノ腸管 透過 血 中移 行 ニ關 シ,血 清 學的 研 究

ヲ施 シタ リ.其 ノ結 果胃 腸 管疾 患,肝 臟 及 ビ腎 臟 機

能 障碍 ニ際 シ,腸 管透 過 血 中移 行 ノ増大 スル ヲ認

メ タ リ.茲 ニ於 テ余 ハ 腸管透 過 性 ト關係 ア リ ト思

ハ レル榮 養障 碍 ト血 中移 行度 ニ就 キテ檢 セ ン ト思

フ.サ レ ド一般 榮養 障碍 ニ關 シテハ 既 ニ先人 ノ幾

多 ノ業績 ヲ知 ル ヲ得.即 チMoro44)ハ 消耗 病 ニ テ

斃 レ タル乳兒 屍 體 ノ血清 中ニ 牛乳 蛋 白 ノ存 在抗 牛

乳 沈 降 素 ノ形 成 セ ラ レル ヲ證 明 シ,Mayerhofner

u. Pribram41)及 ビLust32)ハ 急 性 榮養 障碍 症 ノ乳

兒 ノ胃 腸粘膜 ハ卵蛋 白,牛 血清,牛 肉 汁 ノ透 過 性

ヲ健 康兒 ニ比 シ,高 ム ル モ ノナ リ トセ リ.其 ノ他

Ascoli5), Kleinscmidt11), Hayashi54), Romer u.

Levy55)等 ハ乳兒 榮 養 ノ中 毒症 ニ關 シ,何 レモ腸 管

透過 血 中移 行 ノ増大 スル ヲ認 メタ リ.然 ル ニ 「ヴ

イ タ ミン」B缺 乏 症 ニ關 シ,其 ノ腸管 透過 血 中移

行 ヲ檢 シタル モ ノ殆 ド見 ルベ キハ ナ シ.茲 ニ於 テ

余ハ先 ヅ家鷄 ニ就 キテ「ヴ イ タ ミン」B缺 乏 症状 ニ

就 キ,種 々 ノ方面 ヨ リ檢 シタル後,其 ノ腸 管透過

血中移 行 ニ關 シ精細 能 フル限 リヲ盡 シテ研 究 シ,

尚 ホ同 樣 ノ事 ヲ家 兎 ヲ用 ヒテ實驗 セ リ.

第1項 概 論

「ヴイ タ ミン」研究 ハ 實 ニ近世醫 學 ノ一 大 業績 ナ

リ.1897年Eijkmann94)ノ 鷄 白米 病 ノ研 究 ニ其

ノ緒 ヲ發 シ,1911年Funk95)ハ 其 ノ白米 病 ノ原 因

ハ 或種 ノ化 學 物質 ノ缺 乏 ニヨル コ トヲ證 明 シ,其

ノ物質 ニ「ヴイ タ ミン」ナ ル名稱 ヲ與 ヘ タ リ.爾 來

「ヴ イ タ ミン」ニ關 スル 研 究 ハ滔 々 トシテ起 リ遂 ニ

今 日 ノ盛 大 ヲ來 セ リ.

而 シテ「ヴイ タ ミン」B缺 乏 ト免 疫 學的 關 係 ニ就

キ テ モ數 氏 ノ實 驗 業績 ア リテ,今 ヤ「ヴイ タ ミン」

B缺 乏 ハ抗 體産 生 ニ悪 影響 ヲ及 ボ ス コ トハ一 般 ニ

認 メラ レタ リ.然 レ ドモ 尚 ホ之 ニ對 スル反對 意 見

ノ入 少 カ ラズ.依 テ余 ハ 先 ヅ之等 ノ事實 ヲ明 カ ニ

シ,進 ミテ研究 ノ主 眼點 タル 「ヴイ タ ミン」B缺 乏

症 ト腸管 透過 性 ニ關 シ,血 清 學的 研 究 ヲ施 サ ン ト

ス.

第2項 「ヴ イ タ ミ ン」B缺 乏 動 物

Eijkmann94)ニ ヨ リ鷄 白 米病 ノ研 究 ヲ起 シ,爾

來鷄 ハ 白米病 「ヴイ タ ミン」B缺 乏實 驗 ノ試 驗 動物

トシテ使用 サ レ タ リ.之,「 ヴイ タ ミン」B缺 乏 症

状 ヲ容 易 ニ惹 起 シ,又 其 ノ著 明 ナ ル症状 ヲ認 メル

ニ ヨル ナ ラ ン.余 モ亦 鳥 類 ノ一代 表 トシ テ鷄 ヲ選

ビ,之 ガ「ヴ イ タ ミン」B缺 乏 症状 ト腸管透 過 性 ニ

關 スル研 究 ヲ施 シ タ リ.尚 ホ余 ハ哺乳 動 物 ノ一 代

表 トシテ家兎 ヲ選 ビ タ リ.「 ヴイ タ ミン」B缺 乏家

兎 ハ共 ノ症 状著 明 ナ ルモ ノ少 ク又 之 ヲ惹起 セ シム

ル コ ト困 難 トサ レ タルモ過 去數 氏 ノ實 驗的 研 究 ニ

ヨ リ成 功 シ,哺 乳動 物 中血 清學 的研 究 ヲナ ス上 ニ

尤 モ適當 ナ ル ヲ以 テナ リ.

而 シテ實驗順序ハ先ヅ家鷄 ニ就キテ,「ヴイタ ミ

ン」B缺 乏飼料ニヨル精細ナル豫備實驗 ヲ施 シタ

ル後,一 般免疫現象 ニ就キ對照 ト比較研究シ,經

口的ニ投與サ レタル異種蛋白 ノ血中移行度ヲ檢 シ

其 ノ經口的免疫現象ニモ及 ビタリ.次 ニ家兎 ヲ用

ヒテ同樣 ノ順序 ヲ以テ研究 シタリ.

第3項 「ヴイ タ ミン」B缺 乏 家鷄 ト

腸 管透過 性 ニ就 キテ

第1. 豫 備試 驗

1. 概 説

鷄 ヲ白米ニ テ飼養セ シ時「ヴイ タミン」B缺乏症

状 ヲ惹起スルコ トハ幾多 ノ實驗ア リテ周知 ノ事實

ナルモ,實 驗材料及ビ實驗方法 ニヨ リ其 ノ潜伏期
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間 竝 ニ症 状 ニ多 少差 異 ヲ來 スハ明 カナ リ.故 ニ余

ハ實 驗 ニ能 フル限 リノ正確 ヲ期 セ ンガ爲 メ,本 實

驗 ニ使 フ實驗 材 料 及 ビ實驗 方法 ヲ用 ヒテ 豫備試 驗

ヲ行 ヒ タ リ.

2. 實 驗 動 物 及 ビ實 驗 材 料

1) 實 驗 動物 トシテ,主 トシテ體 重1500g内 外

ノ健 康 ナ ル雄 鷄 ヲ選 ビ タ リ.必 要 ニ應 ジテ ハ種 々

ナル 幼若 家鷄 ヲ用 ヒ タ リ.

2) 主 飼 料 トシテ ハ岡 山縣 上道 郡可 知 村産 ノ備

前 米 ヲ胚 芽米,白 米,飯 トシテ用 ヒ タ リ.胚 芽 米

ハ 胚芽 ノ未 ダ トレザ ル程 度 ニ搗 キ タル ヲ水 洗 ヒセ

ズ ニ與 ヘ タ リ.

白米 ハ精 白 ニ シテ殆 ド胚 芽 ノ除 キ タル モ ノ ニ シ

テ,之 ヲ水 洗 ヒセ ズニ用 ヒ タ リ.コ ノ際 胚 芽 ガ米

粒100中2粒 以上 ニ殘 リ居 ル モ ノハ 不適 當 トシテ

除 キ タ リ.飯 ハ前述 ノ白 米 ヲ500gヅ ツ凡 ソ1斗

入 リノ水槽 中 ニ入 レ,之ニ 水 ヲ一 杯 入 レテ棒 切 リ

ヲ以 テ數 十囘攪拌 シ タル後,水 ヲ更 ニ新 シ クシ又

數 十囘 撹拌 ス.カ クス ル コ ト數十囘 繰 リ返 ス.然

ル 時 ハ水 ハ全 ク無 色透 明 ニシテ全 ク糟 ノ存在 ヲ認

メザ ル ニ至 ル.之 ニ蒸餾 水又 ハ煮 沸 シタ水 ヲ冷却

シ タル モ ノヲ加 ヘテ熱 ス.而 シテ所 謂「飯」トイ フ

モ ノヲ作 リテ與 ヘ タ リ.

尚 ホ其 ノ投與 量 ノ「カ ロ リー」價ヲ等 シク セ ン ト

シ,次 ノ方 法 ニテ「カ ロ リー」ヲ各 々 ニ就 キ テ測定

セ リ.

「カ ロ リー」測定 器 ニ ハ種 々 ア レ ド,余 ハ 現存 セ

ル「カ ロ リー メー ター 」中尤 モ精 確 ナル モ ノノー ト

セ ラルBerthclot-Mohler-Kroecker氏 「カ ロ リー

メー タ ー」ヲ用 ヒ タ リ.

其 ノ測 定 方法 ニ就 キテ胚 芽 米 ヲ1例ニ ア ゲ テ簡

單 ニ ノベル ト次 ノ如 シ.

先 ヅ略 ボ室 温 ニ等 シク セ ル水5000ccヲ 水 槽 ニ

入 レ,「カ ロ リー」價 ノ逆 メ判 ツテ居 ル蔗 糖 ヲ用 ヒ,

Wasserwertヲ 測定 セ ン トス.

電流 ヲ通 ジル 以前10分 間 ノ平 均温度上昇度 ヲ

計 リ,電 流 ヲ通 ジル爲,温 度上昇度 ヲ知 リ,最 後

ニ低下シ 始 メシヨリ10分 間平 均温度 低下度 ヲ計

ル.而 シテ公式

(但 シWb=Wasserwert. M=既 知 「カ ロ リー」

T=温 度 ノ上 昇度 W=水 槽 中 ノ水 ノ溶 量)

(但 シ温度 ノ上 昇 度 ニハ次 ノ如 ク誤 差 ノ計算 ヲ

ナ シ

t=燃 焼 ニ ヨ リ上昇 セ シ温 度

n=燃 焼 ニ要 セ シ時 間

t1=燃 焼 前1分 間 ノ平 均上 昇 温度

t2=燃 焼 後1分 間 ノ平均 下 降(又 ハ

上 昇)温 度

斯 シテ余 ノ得 タルWasserwertハ3841 Kolorie

ナ リ.

茲 ニ於 テ胚 芽 米 ノ「カ ロ リー」ヲ測 定 セ ン トス.

胚 芽 米 ヲ化 學 天 秤 ニ ヨ リ計 リ得 タ精 確 ナ 重サ

0.990gヲ トリテ錠劑 ニナ ス.之 ヲ鐵 線長 サ9cm

ノモ ノニテ動 カザ ル樣 固定 シテ石英 皿 ニ入 レル,

之 ヲ底 ニ水3cc入 レ タルBombe中 ニ入 レ密封 セ

リ.酸 素24氣壓 ヲBombe中 ニ入 レ,コ ノBombe

ヲ室 温 ニ略 ボ等 シイ水5000cc入 レタル水 槽 ニ入

レ上 端 ヲ電 氣 ノ通 ジ得 ル 樣 ニセ リ.

水 槽 中 ノ水 ノ温度 ハ 絶 エ ズ之 ヲ讀 ミ,尚 ホ水 ノ

温度 ヲ平均 スル樣電 氣 「モータ ー」ヲ使 ツテ攪拌 器

ニ テ平 等 ナ ラシム.

1) 先 ヅ最 初10分 間温 度 測定 シ,其 ノ1分 間 ノ

平 均 上昇 度 ヲ見 ル.

0.73

0.742

0.755

0.765

0.775

0.785
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0.795

0.805

0.815

0.820

0.820

2) 之 ニ電流 ヲ通 ジ胚芽 米 ヲ燃 焼 セ シメ温 度 ノ

上昇 ヲ見 ル.

0.950

1.460

1.525

1.540

1.550

3) 次 ニ又 温 度 ヲ測定 シ其 ノ上昇(又 ハ 下降)平

均價 ヲ見 ル.

1.560

1.570

1.575

1.585

1.595

1.600

1.610

1.620

1.625

最後 ニBombeヲ ア ケテ,底 ニ殘 レル水(Ca.

3cc)ヲ トリ,其 ノ酸 度 ヲN/10苛 性 曹達 ヲ以 テ測

定 ス.

依 テ次 ノ公 式ニ ヨ リ

V=(W+Wb)T-(a+b)

V=求 ム ル モ ノ ノ「カ ロ リー」

W=「 カ ロ リメ ータ ー」中 ノ水 ノ重サ

T=上 昇 シ タル温 度

a=鐵 線 ノ「モ エル」ニ入 ル「カ ロ リー」

b=水 ヲ酸 性 ニナ シ タ部 分 ノ「カ ロ リ ー」

Tハ 訂 正 シテ 誤差 ヲ計 算 ス

t=燃 焼ニヨリ上昇セシ温度

n=燃 焼ニ要 セシ時間

t1=燃 焼前1分 間 ノ平均上昇温度

t2=燃 焼後1分 間 ノ平均下降(又ハ上昇)

温度

最後 ニ1g分 ノ「カロリー」ヲ計算ス

斯 クノ如 クシテ測定 シタル成績 ハ

第25表

3. 實 驗 方 法

1500g内 外 ノ雄鷄30羽 ヲ15日 間比 較的 「ヴイ

タ ミン」B豐 富 ナ リ ト考 ヘ ラル飼 料(草,糟)等 ヲ

與 ヘ シ後,之 ヲ3群 ニ分 チ便 宜上I, II, IIIト 符

號 ヲ付 セ リ.

次 ニ各群 ニ付 キ次 ノ飼 料 ヲ1日 分 トシテ飼養 セ

リ.

第1群

精 製 白米 飯 54g
「カセ イ ン」 4g

鹽 2g

肝 油 2, 3滴蒸餾
水 100cc

第2群

精 製 白 米 51g
「カセイ ン」 4g

鹽 2g

肝 油 2, 3滴蒸餾 水 
100cc

第3群

胚 芽 米 49g
「カ セイ ン」 4g

鹽 2g

肝 油 2, 3滴蒸餾 水 
100cc

即 チ各 群 ノ「カ ロ リー」價ヲ等 シ クセ リ.
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4. 豫備試驗成績

第26表 胚芽米,白 米,飯 飼養家鷄ノ體重變化表

第1群 ノ飯飼 養 家鷄 ニ於 テハ

始 メ2週 間 ニハ體 重 ノ減少 ヲ見 ル コ ト稀 ナ リ.

寧 ロ體 重 ノ増 加 ヲ見 ル コ ト多 ク,榮 養可良 ナ リ.

2週 間 後 ニ於 テ體重 減少 ヲ來 ス モ ノアル モ,元

氣旺 盛 ニシテ 下痢 ヲ來 セル モ ノナ ク,白 米嫌 悪 ノ

徴 ナ シ.

4週 間後 ニ於 テハ體 重 ノ減 少著 シク,〓 嚢 内食

餌鬱滞,固 有緑 色 下痢 便,白 米 嫌悪 症.貧 血 ヲ起

シ,遂 デ陸續 トシテ神 經 症 状 ヲ起 セ リ.鷄 全部 ニ

神 經 症状 惹起 セ リ.

次 ニ第2群 ノ白米飼 養 家 鷄 ニ於 テハ

3-4週 間後 ヨ リ體 重 ノ減少 ヲ來 ス モ,下 痢,白

米 嫌悪 等 ノ症 状 ナ シ.

7週 ニ及 ビテ2羽 緑 色 便 ノ下痢 生 ジ,白 米嫌 悪,

貧血 等 ノ徴候 生 ジ,60日 ニ及 ビテ神 經 症 状生 ゼ

リ,他 ノモ ノハ神 經症 状起 ラズ.

又第3群 ノ胚芽 米飼 養 家鷄 ニ於 テハ

體 重 ノ減少 ヲ來 ス ヲ認 ムル モ,最 後 マデ 「ヴイ

タ ミン」B缺 乏 症状 惹起 セズ.

第2. 「ヴ イ タ ミ ン」B缺 家 鷄 ニ

於 ク ル一 般 免 疫 現 象

1. 概 説

「ヴイ タ ミン」B缺 乏動 物 ニ於 テ ハZieva99)ガ 一

般 免 疫 現象 低下 ヲ唱 ヘ シモ,其 ノ後Werkmann100),

Gerri101)等 ハ「ヴイ タ ミン」B缺 乏 動物 ニ於 テ モ一

般 免 疫 現象 低下 セザ ル コ トヲ報告 セ リ.我 國ニ 於

テ モ西107)氏 ハ 「ヴイ タ ミン」B缺 乏鳩ニ 於 テハ免

疫 現 象 低下 セ ル ヲ凝集 反應,補 體結 合 反 應.沈 降

素 量 ヲ用 ヒテ證 明 セ リ.又 田 中108)氏 ハ「ヴイ タ ミ

ン」 減 少,缺 乏,過 剰 ハ免 疫體 産生 ニ直接 影響 セ

ズ ト唱 ヘ,畑 氏109)ハ 「ヴイ タ ミン」C缺 乏食 餌

ヲ以 テ海〓 ヲ養 フ ト凝 集素産 生 ニハ影 響 ナ キモ其

ノ低下度 ハ強 ク且速 ナル ヲ報告 セ リ,高 橋110)氏ハ

「ヴイ タ ミン」B缺 乏 動物 ニ於 テ早期ニ ハ免疫 現 象
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ニ變化 ナク末期ニ於テハ變化セルヲ認 メタリ.又

勝呂114)氏ハ 「ヴイタ ミン」缺乏家兎 ニ於テ 「チフ

ス」 ワクチンニ對スル凝集反應低下セルヲ報告セ

リ.

以上 ノ如 ク多數 ノ先進學者ハ「ヴイ タミン」B缺

乏動物 ニ於テハ免疫現象低下 ヲ來スコ トヲ報告セ

ルモ,尚 ホ反對意見 ノ人少カラズ.依 テ余ハ血清

學上「ヴイ タミン」B缺乏動物ニ於ケル經 口的免疫

現象 ヲ比較研究 スルニ當 リテ必要ナルヲ以テ,先

ヅ「ヴイ タミン」B缺乏動物 ノ免疫現象 ニ就テ對照

ト比較研究 ヲ施 セリ.

2. 實 驗材 料及 ビ實 驗方 法

實驗動物 トシテ豫備試驗ニ使 ヒシガ如 キ方法 ヲ

以テ飼養セシ家鷄 ヲ用 ヒタリ.飼 料 トシテ豫備試

驗第1群 ニ與 ヘシ材料ヲ以テシ,家 鷄 ヲシテ 「ヴ

イ タミン」B缺 乏ニ陷ラシム.對 照 トシテ第3群

ニ與ヘ シ材料 ヲ以テ飼養セ シ家鷄 ヲ選 プ.

免疫ニ關 シテハ牛血清 ヲ用 フ.

實驗方法 トシテ始 メ15日 間 「ヴイ タミン」B豐

富ナル飼料 ヲ以テ養 ヒタル後「ヴイタ ミン」B缺乏

食 トシテ白米飯其 ノ他第1群 ニ與ヘシ飼料 ヲ以テ

養 フ,尚 ホ對照 トシテ第3群 ニ與ヘシ材料 ヲ以テ

豫備試驗 ノ如 ク家鷄 ヲ飼養 ス.

飼養後一定期間ヲ經 タルモ ノニ,家 鷄 ノ翼下静

脉 ヨリ2囘 宛 牛血清0.5cc注 射 ス.注 射後1週 間

ヲ經テ翼下静脉 ヨリ採血 シ,U.氏 法及 ビ緒方氏稀

釋沈降反應 ヲ用 ヒテ其 ノ免疫價 ヲ「ヴイ タミン」B

缺乏家鷄及ビ對照 ニ就キ比較研究 シタ リ.此 際對

照 トシテ選 ビタル家鷄ハ殆 ド體重 ノ同程度 ニ減少

シタルモノヲ選 ビタルハ勿論 ナ リ.

3. 實 驗 成績

豫 備試驗 ニ於 クル實 驗 ヲ基礎 トシテ,第2

週 マデ ノ體 重増 進 シ榮養 可 良 ナル モノ ヲ初 期

トシ,第3週 第4週 ニ至 リテ體 重減 少 スル モ

充分 ナル「ヴ イタ ミン」B缺 乏症 状 ヲ起 サザ ル

モノ ヲ中期 トシ,第4週 以後「ヴ イタ ミン」B

缺 乏症 状著 明 ニ至 ル時期ヲ 末 期 トス.

第27表 飯飼養家鷄(「ヴイタ ミン」B缺乏飼料)ト胚芽米飼養家鷄

各期ニ於ケル一般免疫現象比較研究
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上 ノ表 ニ於 テ初期 トハ「ヴイタ ミン」B缺 乏

飼 料 ニ テ1週 間飼 養 シタ ル後 ニ牛 血清 ニテ免

疫シ,免 疫 中止後1週 間 ヲ經 タル後之 ヲ檢 セ リ.

尚 ホ 中 期 トハ3週 間 飼 養 シタ ル後 ニ實驗

シ,末 期 トハ4週 間飼 養 シタ ル後 ニ一 般 免疫

現 象 ヲ檢 セ リ.

因 ニ何 レノ時 期 ニ於 テ モ,胚 芽米 ニテ飼 養

シ,體 重 ノ略 ボ同程 度減 少 シタ ル モノ ヲ對 照

トシテ用 ヒタ リ.

其 ノ結 果上 表 ニ テ明 カナ ル如 ク,初 期 ニ於

テ ハ,一 般免 疫現 象變 化 セズ,中 期 ニ於 テ ハ

免疫價稍 々低下 ヲ認 ム ルモ ノ ア リ.

末期 ニ於 テハ明 カニ稍 々減 退 ヲ認 メ得 ルモ

ノ ノ如 シ.

4. 所見 考按

「ヴイタ ミン」B缺 乏飼 料飼 養 ニ ヨル モ,體

重 ノ減 少 ヲ來 サザ ル所 謂 初期 ニ於 テハ一 般 免

疫 現 象 ノ低下 ヲ認 メズ.

體 重減 少 ヲ來ス モ充 分 ナ ル「ヴ イタ ミン」B

缺 乏症 状 ヲ惹起 セザ ル余 ノ所謂 中期 ニ於 ブハ

一般 免疫現 象 ノ低 下 ヲ認 ムル モノ アル モ,大

多數 ニ於 テ ハ低 下 ヲ認 メズ.

「ヴイタ ミン」B缺 乏症 状 完全 ナ ル モ ノニ於

テ ハ,一 般免疫 現象 ノ低 下 ヲ認 ム.

第3. 「ヴ イ タ ミ ン」B缺 乏 鷄 ノ

抗 原 透 過 性 ニ 就 テ

「ヴイ タ ミン」B缺 乏 鷄 ニ於 テハ 種 々 ナル變 化 ヲ

體 内 ニ見 ルハ周 知 ノ事 實 ナ リ.而 シテ之 等 ノ研 究

ハ甚 ダ多 ク汗 牛充 棟 モ啻 ナ ラズ.然 ルニ 之 ガ 「ヴ

イ タ ミン」B缺 乏 家鷄 ト腸 管透 過 性 ノ關 係ニ 至 リ

テハ,實 ニ寥 々 タル モ ノア リテ,見 ル ベキ モ ノナ

シ.只 「ヴイ タ ミン」B缺 乏 家鷄 ノ腸管 ニ就 テハ緒

方91)氏 ノ精細 ナル病 理解 剖 學的 研 究 ア リ.氏 ハ

「ヴイ タ ミン」B缺 乏 家鷄 ノ腸管ニ 於 テハ,「 リー ベ

ル キユ ー ン」 氏 腺 ノ開 口部 閉塞 セ ラ レテ腺腔 内 ニ

分 泌液 ノ鬱滞 ヲ來 シ,小 嚢腫 樣 ニ擴 張 セ ラル ル モ

ノ多 キ ヲ見,2, 3囘相 次デ罹 患 セ シ メタルモ ノニ

於 テ ハ粘膜 ノ萎 縮 甚 ダ シ ク,萎 縮 粘 膜 ハ細胞ニ 乏

シ ト報 告 セ ラ レ タ リ.又 肝 臟 ニ於 テハ,「 ヘモ ジデ

ロ ーゼ」「グ リコーゲ ン」消失,脂 肪 浸潤 ヲ見,腎

臟 ニ於 テハ一 種 ノ腎炎 ノ存 在 ヲ組織 學的 ニ證 明 セ

ラ レタ リ ト.

次 ニ細菌 學的 立 場 ヨ リGermans Sallozzoハ 「ヴ

イ タ ミン」缺乏 症 ハ 「ト リバ ノ ゾー マ」ニ感染 シ易

キ コ トヲ報告 シ タ リ.

然 レ ドモ之 ガ血清 學 的研 究ニ ハ 實 ニ寥 々 タル モ

ノア リテ見 ル ベキ モ ノナ シ.

茲 ニ於 テ余 ハ 「ヴイ タ ミン」B缺 乏 家鷄 ニ關 シ,

次 ノ如 ク血 中移行 度 ヲ檢 セ リ.
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牛 血 清1日1kgニ 就 キ50cc經 口的 ニ「ネ ラ ト

ンカ テ ーテ ル」 ヲ用 ヒ,或 ハ助 手 ヲ シテ開 口 セ シ

メテ徐 々 ニ「ビベ ツ ト」ニテ3日 間投與 ス.

鷄 ハ主 トシテ1500g内 外 ノモ ノヲ選ビ,外 ニ幼

若 家鷄 トシテ ハ500g内 外 ノモ ノヲ用 ヒ タ リ.

豫 備 試驗 ノ第1群 飼 料 ヲ以 テ家 鷄 ヲ飼 養 シ,鷄

白米病 ヲ惹起 セ シム.之 ヲ一般 免疫 現象 ヲ檢 セ シ

際 ニ用 ヒシ如 キ,始 メ2週 間迄 ヲ初期 トシ,榮 養

可良 體 重 増進 ノ時期 ナ リ.次 ノ2週 間 ヲ中 期 トシ

「ヴイ タ ミン」B缺 乏 症状 ノ十分 表 ハ レズ シテ緑 色

下 痢便 體 重稍 々 減少 ヲ見 ル時 期 ナ リ.次 ニ其 ノ後

ヲ末 期 トシ,「 ヴイ タ ミン」B缺 乏症状 著 明 ナル 時

期ナ リ.各 時期 ニ於テ第3群 飼料ニテ養ヒテ體重

ノ略ボ等 シキ變化セルモ ノヲ對照 ニ置キ,其 ノ血

中移行度 ヲ比較研究 シタ リ.又 對照 トシテ體重 ノ

略ボ等 シキ健康家鷄 ヲ用 ヒ,其 ノ血中移行度 ヲ比

較研究 シタリ.

尚 ホ少數 ノ幼弱家鷄 ヲ用 ヒ,其 ノ血中移行度 ヲ,

「ヴイ タミン」B缺乏幼弱家鷄及ビ對照家鷄 ハ間 ニ

テ比較研究 シタ リ.

A. 「ヴイ タミン」B缺 乏飼料飼養初期

附.幼 弱家鷄初期ニ於 ケル血中移行度 ニ就キ

テ

第28表 「ヴイタ ミン」B缺乏飼料飼養初期ニ於ケル抗原ノ血中移行度ニ就テ

以上 ニ示 ス如 ク,一般 ニ對照 ト大差 ヲ認 メズ(第

28表 參照).

B. 「ヴイ タ ミン」B缺 乏飼料飼養中期

附.幼 弱家鷄中期ニ於 ケル血中移行度 ニ就キ

テ

中期ニ於 テハ對照 ト比較 シ稍々増大セルモ ノノ

如 シ(第29表參 照).

C. 「ヴイタ ミン」B缺 乏飼料飼養末期

附.幼 弱家鷄末期 ニ於 ケル血中移行度 ニ就キ

テ

末期ニ於テハ對照 ト比較 シ,明 カニ移行度 ノ増

大 ヲ認 メタリ(第30表 參照).
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第29表 「ヴイタミン」B缺乏飼料飼養中期 ニ於ケル抗原ノ血中移行度ニ就テ

第30表 「ヴイタミン」B缺乏飼料飼養末期ニ於クル抗原ノ血中移行度ニ就テ
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豫備試驗第1群 飼料即チ「ヴイ タミン」B缺乏食

ニテ家鷄 ヲ飼養スレバ

初期即チ「ヴイ タミン」B缺乏症状 ヲ全 ク惹起 セ

ザ ル元氣旺盛 ナル時期 ニ於テハ第3群 飼料飼養鷄

及ビ健康鷄ニ比 シ,腸 管透過性 ニ何等 ノ變化ナキ

モノノ如 シ.

中期即チ「ヴイ タミン」B缺乏症状 ヲ充分表ハサ

ザル只緑色下痢便體重減少 ヲ見 ル時期 ニ於テハ第

3群 飼料飼養鷄ニ比 シ腸管透過 性ノ稍々増加セル

ヲ認 メルヲ得 タリ.又 健康鷄 ニ比 スモ稍々増大 セ

ル ヲ認 メ得 タリ.

末期即 チ「ヴイ タミン」B缺乏症状 ヲ完備セル時

期 ニ於テハ第3群 飼料飼養鷄 ニ比 シ,腸 管透過性

ノ増大セシヲ認ム.又 健康鷄 ニ比スレバ又明カニ

増大セルヲ證 セリ.

次 ニ若鷄 ノ「ヴイタミン」B缺乏飼料飼養ニ於テ

ハ腸管透過性ハ其 ノ對照ニ比 シ,著 シキ増大ヲ認

メ,其 ノ程度ハ第3群 飼料飼養鷄及 ビ健康鷄何 レ

ニ比 スルモ遙 ニ大 ナ リ.

又幼若缺乏家鷄ニ於テハ腸管透過性増大 ノ程度

ハ成熱家鷄 ニ於ケルヨリモ大ナルモノノ如 キヲ知

ル.

之ハ幼若ナル程「ヴイ タ ミン」B缺乏症状 ヲヨク

惹起 スルニヨルナランカ.

第4 「ヴイ タ ミン」B缺 乏 家鷄 ノ

經 口的免 疫現 象 ニ就 キ テ

前 ニ余ハ「ヴイ タミン」B缺乏家鷄 ニ於テハ,一

般免疫現象低下セル コ トヲ實驗セ リ.又 「ヴイ タ

ミン」B缺 乏家鷄ニ於 テハ,健 康家鷄及 ビ胚芽米

主飼料家鷄 ニ比 シ,抗 原 ノ腸管透過性 ノ増大セル

コ トヲ實驗セ リ.

茲 ニ於 テ余ハ「ヴイタ ミン」B缺乏家鷄 ノ經口的

免疫現象ニ就 キテ探究セ ント欲 ス.之,必 然 ノ經

過 ニシテ又興味アルコ トヲ思フ.

實驗 方 法ハ從 來 ノ方 法 ヲ用 ヒ,牛 血清 ヲ1kgニ

就 キ50cc 1日 分 トシテ經 口的 ニ投 與 スル コ ト3日

投 與 中止 後10日 目 ニ翼下 静脉 ヨ リ採 血 シ,經 口的

免 疫現 象 ヲU.氏 及 ビ抗 體 稀釋 反應 ニ ヨ リ知 ル ヲ

得 タ リ.

尚 ホ「ヴイ タ ミン」B缺 乏飼 養 ニヨル 經 口的免 疫

現 象 ヲ各時 期 ニ亙 リテ探 究 シ タク欲 シ,次 ノ如 ク

分 ケテ 實驗 セ リ.

第1群 (初 期)

豫 備 試驗 第1群 飼料 ニテ飼 養 シ,8日 目ヨ

リ牛 血清 ヲ1kgニ 就 キ50cc宛3日 間投 與 シ,

20日 目 ニ翼下 静脉 ヨ リ採 血 シ,檢 査 セ リ.

第2群 (中 期)

15日 間飼 養 シ タル後,牛 血 清 ヲ1kgニ 就

キ50cc 3日 間與 ヘ27日 目 ニ檢 セ リ.

第3群 (末 期)

22日間 飼 養 シ タル後,牛 血 清 ヲ1kgニ 就 キ

50cc 3日 間與 ヘ35日 目ニ 檢 セ リ.

第4群

22日 間飼 養 シ タル後,「ヴ イ タ ミン」B多 キ

飼 料,「 オ リザ ニ ン」注射 等試 ミツツ.23, 24, 25

ノ3日 間1日70ccヅ ツ牛 血清 ヲ投 與 シ,投 與

中止後10日 目ニ檢 セ リ.

各群 ニ於 テ體 重 其 ノ他 ニ嚴 密 ナ ル注意 ヲ以 テ對

照 併 置 ノ上實 驗 セ ルハ勿論 ナ リ.

實 驗 成績

「ヴイ タ ミン」B缺 乏家 鷄 ニ於 テ ハ始 メ2週

間 位 マ デ經 口的 免疫現 象 ニ變 化 ナ シ.

3週 間位 ニ及 ブ時 ハ一般免 疫現 象 ハ低下 ス

ル ヲ知 レル モ經 口的 免疫現 象 ニハ カカ ル變 化

ヲ認 メズ.却 テ一 部 ニ於 テ ハ良好 ナ ル ヲ認 メ

リ.

4週 間 ヲ過 グ レバ一 般 免疫 現象 ト共 ニ經 口
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的 免疫 現 象 モ低下 スル ヲ認 メ リ.但 シ各 々ニ

付 キ對 照 ト比 較 セル ニ經 口的 免疫 現象 ニ於 テ

ハ其 ノ低下 ハ一般 免疫 現象 ニ比 スル時 甚 ダ シ

カ ラズ.

又 此際 「ヴ イタ ミン」B多 キ飼 料及 ビ「オ リ

サ ニ ン」 注射 ヲ續 ケ レバ,經 口的 免疫 現 象 ノ

低下 ヲ認 メ得 ズ.

以上 ヲ觀 察 シテ愚考 ヲ述 ベ ンニ 「ヴイタ ミ

ン」B缺 乏症 ニ於 テ ハ經 口的免疫 現象 ノ著 シ

キ低下 ヲ認 メズ.之,異 種 蛋 白 ノ腸 管透 過増

大 ニ歸 スベ ク,一 般 免疫 現 象 ノ低 下 セルニ比

シ,其 ノ間甚 ダ一 考 ス ベキ現 象 ナ リ ト信 ズ.

又 末期 ニ於 テ經 口的免 疫現 象低 下 セル ハ,一

般免 疫現 象 ノ低下 セル ニ歸 セ ン.此 際 「ヴイ

タ ミン」B豐 富 ナル飼 料及 ビ「オ リサ ニ ン」注

射等 ヲ試 ミテ,「ヴ イタ ミン」B缺 乏 ヲ抑 止 ス

レバ,經 口的免疫 現 象 ノ低下 ヲ來 サズ.之 ハ

主 トシテ一般 免疫 現象 ノ低下 ヲ來 サ サ レバナ

リ.

第5. 「ヴイタ ミン」B缺 乏鷄 ノ

治療 試驗

余 ノ今マデ ノ實驗 ニヨリテ「ヴイ タミン」B缺乏

家鷄 ニ於 テハ腸 管透 過 血 中移 行度 ノ増 大 セ シ コ ト

ハ 明 カナ リ.今 カ カル「ヴイ タ ミン」B缺 乏 鷄 ニ於

テ治 療試 驗 ヲ試 ミテ,其 ノ健 康恢 復 ヲ圖 ル時,其

ノ腸 管透 過 性 ニ如 何 ナル影 響 ヲ及 ボ ス カ ヲ研 究 セ

リ.若 シ此 腸管透 過 性 ノ増 大 ガ永 久的 ノモ ノニ シ

テ治療 試 驗 ヲ試 ミル モ恢 復 シ能 ハ ザ レバ,「ヴイ タ

ミン」B缺 乏 家鷄 ニ於 テ ハ永 久的 ノ機 質 的變 化 ヲ

腸 管其 ノ他 血中移 行 ニ關 スル組 織 ニ認 メラ レル ヤ

モ知 レズ トノ想像 モ難 カ ラズ.又 之 ニ反 シ 「ヴイ

タ ミン」B缺 乏症 状恢 復 ト共 ニ賜管 透過 性 減少 ス

レバ,之,一 時的 ノ變 化 ト想 像 モ難 カラズ.

茲 ニ於 テ治療 試 驗 ハ非 常 ニ有意 義 ニ シテ又 非 常

ニ興 味ア ル コ ト ト思 ヒテ次 ノ如 ク實 驗 セ リ.

從來 ノ如 ク,家 鷄 ヲ「ヴイ タ ミン」B缺 乏 飼 料 ニ

テ 養 フ コ ト3週 間 ニシテ,其 ノ腸 管透過 性 増大 セ

シ ヲ認 メ タル後,之 ニ「ヴイ タ ミン」B豐 富 ナル飼

料(糟,草)ヲ 與 ヘ,又 「オ リザ ニ ン」ヲ1日1cc宛

注射 ス.而 シテ一般 症 状恢 復 ヲ待 チテ,其 ノ血 中

移行 度竝 ニ其 ノ經 口的免疫 現 象 ニ如 何 ニ影響 セ シ

カ,檢 シタ リ.

A. 「ヴ イ タ ミン」B缺 乏 鷄,同 恢 復 鷄,對 照

健康鷄 ノ血中移行度比較研究

第32表 「ヴ イタ ミン」B缺 乏症 状恢 復 ト血 中移行 度 ニ及 ボス影 響
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B. 「ヴイタミン」B缺 乏鷄,同 恢復鷄,對 照健康鷄 ノ經口的免疫現象比較研究

第33表 「ヴイタ ミン」B竝 ニ同恢 復 家鷄經 口的 免疫 現象 比較 研 究

第32, 33表 ヲ見 レバ明 カナ ル如 ク,「 ヴイ

タ ミン」B缺 乏症 状恢 復 ス レバ血 中移 行 度 モ

亦 恢 復 ニ ツ レテ正常 ニ返 ル.經 口的 免疫 現象

モ亦 元 ニ戻 ル.

以上 ヨ リ.「 ヴイ タ ミン」B缺 乏症 ニ1囘 ノ

ミカ カル時,血 中移 行 ノ増 加 スル ハ一時 的 ノ

何 等 カノ變 化 ノ爲 ト想 像 サ レ,永 久 的 ニ機 質

的 ノ變 化 ヲ殘 ス モノ ニ非 ザ ル如 ク推定 サ ル.
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第6. 「ヴ イタ ミン」B缺 乏鷄 ト

正 常大腸 菌 凝 集價 ノ經 過

的觀 察

脚氣及ビ「ヴイ タミン」B缺乏症ニ 於テハ特種 ノ

菌 ノ増加 ヲ唱 フル學者ア リ.即チ松村129)氏ハ其 ノ

所謂脚氣傳染説中 ニ於テ蔗糖分解性大腸菌 ガ壓倒

的 ニ殆 ド純培養 ノ如クニ證明セラルル事實 ヲ述ベ

タリ.又 岡本130)氏ハ之 ガ追試 ヲナシ壓倒的ニハ

非ラザルモ常ニ相當程度迄 カカル現象ア リトシタ

リ.(鷄)又 岩崎132)氏モ人,鳩 ニヨリテカカル事

實ア リトシ,之 ヲ脚氣或ハ「ヴイタ ミン」B缺乏症

ノ隨伴現象 トセリ.但 シ白鼠及ビ家兎 ノ實驗 ニ於

テハ認 メルコ ト稀ナ リトセリ.有 山131)氏ハ「ヴイ

タミン」B缺 乏合成飼料ニテハカカル現象 ヲ認 メ

ザルモ,鳩 ノ白米病ニ於テハ往 々カカル菌 ノ増加

アルヲ認 メタリ.以 上 ノ如 ク.「ヴイタミン」B缺

乏症 ニ際 シ,特 殊 ノ大腸菌増加 ヲ唱 フル學者少 カ

ラズ.又 病理解 剖 學 的見 地 ヨ リ村田93)氏 等 ハ 「ヴ

イ タ ミン」B缺 乏 鷄 ニ於 テ ハ一 部 ニ腸 壁 ノ上皮 細

胞 脱 落 スル ヲ認 メ タ リ.

又Warren63)氏 ハ腸 管上 皮細 胞 ノ脱 落 ア ル時 ハ,

大 腸菌 ノ腸管 透過 セル ヲ報告 セ リ.

余 ハ茲 ニ興 味 ヲ覺 エテ大 腸菌 ノ正常 大 腸菌 ノ凝

集 價 ノ變 化 ヲ來 サザ ル ヤ否 ヤ ヲ探 究 シ,次 ノ如 キ

成 績 ヲ得 タル ヲ以 テ報告 セ ン トス.

凝 集 反應 ノ抗 原 トシテ用 フル大 腸菌 ハ 鷄糞 便 中

ヨ リ遠 藤氏 培 養器 ニ テ分離 培 養 シ タル モ ノナ リ.

豫 備 試驗 第1群 飼 料 ニテ飼 養 セ シ鷄 ヲ經過 的 ニ

5日,10日,15日,20日,25日,30日 …… ノ

如 ク5日 間 ノ間隔 ヲ置 キテ翼 下 静脉 ヨ リ採血 シ,

凝 集反 應 ヲ用 ヒテ正常 大 腸菌凝 集 價 ヲ檢 セ リ.

次 ニ正 常大 腸菌 凝集 價 ノ増 大 ヲ認 メ タル モ ノニ

毎 日「オ リザ ニ ン」ヲ注射 シ,其 ノ影 響 ヲ檢 シタル

ニ次 ノ如 シ.

第5圖 「ヴイタ ミン」B缺 乏飼料飼養家鷄ノ正常大腸菌凝集價ノ經過的觀察

以 上 ノ圖 ヲ觀 察 シテ,些 カ所 見 ヲ述 ベ ン ト

ス.元 來腸 管 内以外 ノ臟 器又 ハ血 管 ハ無菌 的

ナ リ.

茲 ニ正 常大 腸菌 凝 集 價 ノ増 大 ヲ來 ス ハ,何

處 ヨ リカ血 液 中ヘ ノ大 腸 菌 ノ侵入 ヲ認 メサル

ベ カ ラズ.而 シテ之 ガ侵 入 門戸 ヲ尋 ネル ニ健

康状 態 ニ於 テハ腸 壁 ハ健 固 ニ シテ細菌 ノ侵 入

ヲ許 ササ ル ハ明 カナ リ.只 特 別 ノ場合 大腸 菌

ノ侵 入 ヲ認 ムル ハ過 去數 氏 ノ實驗 ニ ヨリ明 カ

ナ リ.依 テ余 ハ恐 ラク正常大腸 菌 凝 集價 ノ増
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大 ハ,大 腸菌 ノ腸 壁 透過 ニ ヨル ナ ラ ン ト想 像

ス.

而 シテ「ヴイ タ ミン」B缺 乏症状 ノ最後 ニ近

ク ナ リテ凝 集價再 ビ低 下 スルハ一 般免 疫 現象

ノ低 下 ニ ヨル ナ ラ ン.其 ノ證 ニハ 「オ リサ ニ

ン」 ノ反覆注 射 ニ ヨ リ低 下 ヲ防 ギ得 タ ル例 ヲ

見 レバ ナ リ.

第7. 本項 小 括

家 鷄 ヲ 「ヴイタ ミン」B缺 乏飼 料 ニ テ飼 養

シ,能 フル限 リノ精 密 サ ヲ以 テ豫備 試驗 ヲ行

ツタ ル結 果,始 メ2週 間 ハ對 照家 鷄 ニ比 シテ

何 等 ノ遜 色 ナ ク,次 ノ2週 間 ハ體 重 ノ減 少,

緑 色下痢 便等 見 ル ノ時期 ニ シテ,以 後 ニ於 テ

ハ「ヴ イタ ミン」B缺 乏症 状 完備 スル ヲ見 ハ.

據 テ大體 初2週 間 ヲ初期,次2週 間 ヲ中期,

以後 ヲ末期 ト分 ツ コ トヲ得.

扨 テ一般 免疫 現象 ハ初期 ニ於 テハ對照 ト差

ナ ク,中 期 ニ於 テ モ殆 ド差 ヲ認 メサル モ,稍 々

低下 ノ傾 向 ア リ.末 期 ニ於 テハ低下 セル ヲ明

カニ認 メタ リ.

次 ニ血 中移 行度 ハ初期 ニ於 テハ對照 ト變 化

ナ ク,中 期 ニ於 テ ハ稍 々増大 ヲ認 メ,末 期 ニ

於 テ ハ明 カニ 増 大 ヲ認 メ得.而 シテ血 中移行

度 増 大 ハ對照 健 康鷄 及 ビ胚芽 米 飼養 鷄何 レ ト

比 較 スル モ認 メ ラル.

次 ニ經 口的 免疫 現 象 ヲ見 ル ニ,初 期 ニ於 テ

ハ,對 照 ト大 差 ナ ク,中 期 ニ於 テ ハ稍 々對 照

ヨ リ良好 ノ模 樣 ニ シテ,末 期 ニ於 テハ對 照 ニ

比 シ低 下 セル ヲ認 メタ リ.然 レ ドモ末期 ニ抗

原 タル牛 血清投 與 後,「 ヴ イタ ミン」B劑 ヲ注

射 又 ハ經 口的 投與 スル コ トニ ヨ リ,低 下 ヲ抑

止 スル コ トヲ得 タ リ.

次ニ「ヴイタミン」B缺乏症状ヲ惹起 セル家

鷄ニ治療試驗ヲ試 ミタルニ「ヴイタ ミン」B缺

乏症状全ク恢復 セシ家鷄ニ於テハ血中移行度

及 ビ經口的免疫現象モ,對 照健康家鷄 ト變 ラ

ザルニ至ル.

尚 ホ正常 大腸 菌 凝集 價 ヲ「ヴ イタ ミン」B缺

乏 飼料 投與 ト共 ニ經過 的 ニ觀察 セ シニ,少 數

例 ニ於 テ其 ノ上 昇 ヲ見 タ リ.之,正 常 大腸 菌

凝 集價 ノ上 昇 ハ恐 ラク大腸 菌 ノ腸 壁透 過 ノタ

メ血 中 ニ移 行 スル ニ非 サル ヤ甚 ダ興味 ア リ ト

信 ズル所 ナ リ.而 シテ末期 ニ及 ブ ト再 ビ下 降

ヲ示 ス ヲ知 レ リ.然 ル ニ之 ニ「オ リサ ニ ン」ヲ

注射 スル コ トニ ヨ リテ下 降 ヲ抑 止 スル コ トヲ

得 タ リ.

第4項 「ヴイタ ミン」B缺 乏 家 兎 ノ

腸 管透 過性 ニ關 スル研 究

「ヴイ タミン」B缺乏家兎ハ其 ノ症状著明ナルモ

ノ少 ク,又 之 ヲ惹起セシムル コ ト困難 トサ レタリ.

然 レドモ過去數氏 ノ實驗的研究ニヨリ 「ヴイ タミ

ン」B缺 乏飼料 ニヨ リ家兎 ヲ飼養 スル時比較的著

明 ナル症状 ヲ惹起 セシムル コ ト明カナ リ.

依テ余 モ哺乳動物 ノ一代表 トシテ家兎ヲ選 ビ,

血清學的立場 ヨ リ「ヴイ タミン」B缺乏 ト腸管透過

性 ニ關シ,次 ノ如 キ研究ヲ施 シタ リ.家 兎ヲ選 ビ

タルハ,血 清學的研究ヲ施スニ尤 モ適當ナル動物

ナレバナリ.

第1. 豫備試 驗

「ヴイ タミン」B缺乏家兎ヲ作ルニハ,過 去數氏

ノ實驗的研究アルモ,余 ハ村田氏ノ方法ヲ主 トシ

テ用 ヒタリ.

A. 實 驗材 料 竝 ニ實驗 方 法

1500g内 外 ノ雄性家兎ヲ選ビ,之 ニ次 ノ如 キ飼

料 ヲ與 ヘタリ.
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精 白米 粉

精白 米(前 記)ヲ500gヅ ツ凡 ソ1斗 入 リ ノ水槽

中 ニ入 レ,之 ニ水 ヲ1杯 入 レテ攪 拌器 ヲ以 テ數十

囘攪 拌 シタル後,水 ヲ更 ニ新 ニ シ又 數 ト囘攪 拌 ス.

カ ク スル コ ト數 十 囘繰 リ返 ス.然 ル時 ハ如 何 程攪

拌 ス ルモ水 ノ白濁 ヲ來 ス コ トナ ク,全 ク透 明 ナ ル

新 シキ水 ト變 ラザ ル ニ至 リテ中止 シ,之 ヲ太 陽 光

線 ニテ充 分乾 燥 セ シ メ タル後,碎 粉器 ニ依 リテ粉

状 トナ シ,再 ビ充分 太陽 光線 ニ ヨ リ乾燥 セシ メ タ

ル後,「 ブ リキ」製器 物 中 ニ入 レ,濕 氣少 キ所 ニ貯

存 ス.但 シ貯 存 中 モ時 々ハ太 陽 光線 ニ當 テ蟲 類 ノ

湧 ク ノヲ防 グ.

尚 ホ之 ヲ家兎 ニ投 與 セ シム ル時 ハ精 白米粉50g

ニ就 キ水100ccノ 割合 ニ加 ヘ夫 レヲ煮沸 シ,水 分

ヲ少 量含 メル團 子状 トナ シテ.小 サ ク分 ケタル モ

ノヲ用 フ.

尚 ホ家 兎1匹1日 分 ノ飼 料 ハ

精白米粉團子 50g

「カ セ イ ン」 4g

鹽 類 2g

肝 油 2, 3滴

藁 不定

B. 豫備 試驗 成績

素 ヨリ白米 ハ家 兎 ノ嗜好 物ニ 非 ル ヲ以 テ,

飢 餓 ノ爲體 重大 ニ減 少 シ偶 發性 ノ種 々 ノ疾 患

ニ ヨ リ斃 死 セル モ ノ多 シ,或 物 ニ至 リテハ全

ク白米 ヲ攝 取 セズ餓死 セル モ ノ少 カ ラズ.

第34表 「ヴイタミン」B缺 乏飼料體重經過觀察

白米飼 養 後,餓 死 セルモ ノ ヲ除 キテハ22-3

日位 マデ ハ體 重 ノ減 少 ヲ來 サズ.或 モノハ却

テ増 加 ノ傾 向 ヲ有 セ リ.25日 内外 ヨリ體 重 ノ

減 少 ヲ來 シ,40日 ニ及 ビテ ハ著 シク或 モノ ニ

至 リテ ハ元 ノ體 重 ノ3/4ニ 至 ル モ ノア リ.60

日前 後 ニ至 リテハ麻痺 症状 ヲ示 ス モノ少 シ.

麻痺 症 状 ヲ惹 起 ス レバ翌 日直 ニ死 亡 セ ルモ ノ

ア リ.又7日 間續 キ テ死 亡 スル モノモ ア リ.

尚 ホ余 ハ「ヴイタ ミン」B缺 乏飼 料 ヲ自 由攝

取 セ シム ル時 ハ,家 兎之 ヲ好 マザ ル故 餓 死 セ

ル モ ノ少 カ ラズ.又 飢餓 ニ陷 入ル モ ノナ シ ト

セズ.

茲 ニ於 テ余 ハ家 兎 ヲ「ヴイタ ミン」B缺 乏飼

料(前 記)ニ テ強制 飼養 ヲ施 セ リ.之 ヲ行 フニ
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ハ,精 白米粉 團子 中 ニ「カ セイ ン」 鹽 類 等 ヲ

加 ヘ,兎 ノ 口ニ一端 尖 リタ ル細長 キ棒 切 ヲ咬

マ シ,棒 切 レノ中央 ヲ圓形 ニク リヌ キタル モ

ノ ヲ以 テ,小 ナル 團子 ヲ一 々分 チ與 ヘ タ リ.

此 爲余 ノ費 セ シ勞 力 ハ多大 ノモ ノ ニ シテ毎 日

飼 料 ヲ早期 ヨ リ家 兎 ニ與 ヘ始 メ,之 ヲ投 與 シ

終 レル時 ハ 既 ニ正 午 ニ近 キ コ ト再 々ナ リ.然

レ ドモ此 方法 ニ ヨ リテ前 述 ノ「ヴイタ ミン」B

缺 乏飼 料1匹 分 ヲ確實 ニ毎 日投 與 スル コ トヲ

得 タ リ.

然 ル後 ニ其 ノ體 重 ノ變 化及 ビ一般 症状 ノ經

過 ヲ觀 察 セ リ.

即 チ自由攝 取 ノ際 ニ於 ケル如 ク,餓 死 スル

モノナ シ.何 レモ23日 前 後迄 ハ元 氣健 康動

物 ト比 シテ差ナ ク體重 ハ増進 セル モノ 多 シ.

以後 ニ至 リテ モ體重 ノ減 少 セル モノ少 ク,40

日-50日 ニ至 リテ體 重始 メテ減 少 シ,60日 前

後 ニ至 リテ麻 痺症 状 ヲ惹起 ス.

第2. 「ヴ イタ ミン」B缺 乏飼 料飼 養

家 兎 ノ一般 免 疫現 象

「ヴイ タ ミン」B缺乏家兎 ノ一般免疫現象 ヲ檢シ

タル業績ニ殆 ド見 ルベキモノナシ.只 勝呂114)氏

ハ單ニ「ヴイタ ミン」B缺乏症 ヲ惹起 セル時代ニ於

テハ「チフスワクチン」ニ對スル凝集素生成状態低

下ス ト報告 セ リ.

サ レド「ヴイ タミン」B缺乏飼料飼養ニヨル一般

免疫現象 ヲ經過的ニ觀察 シ,其 ノ沈降素生成状態

及ビ補體結合價ニ亙 リ檢 シタルモノ殆 ド見ルベキ

報 告 ナ キ ヲ以 テ,余 ハ次 ノ如 ク之 ニ向 ツテ精細 ナ

ル實驗 的研 究 ヲ施 セ リ.

「ヴイ タ ミン」B缺 乏 飼 料 ニテ 豫備 試驗 ノ如 ク家

兎 ヲ飼 養 シ,飼 養 後,20日,30日,40日,50日

ヨ リ耳 静脉 ヨ リ牛 血清0.5ccヅ ツ2囘 宛 注射 シ,

7日 目 ニ沈 降反 應,補 體結 合 反應 ヲ用 ヒテ對 照 タ

ル體 重 ノ略 ボ相等 シキ健 康家 兎 ト其 ノ生成状 態 ヲ

比較 シ タ リ.

A. 自由 攝取 ノ場 合
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第35表 「ヴイタ ミン」B缺 乏飼料飼養家兎一般免疫現象經過的觀察

「ヴイ タ ミン」B缺 乏 飼 料飼 養 ト共 ニ一般 免疫 現

象 低下 ヲ認 ム.20日 位 マデハ大 差 ナ キモ,30日 位

ヨ リ稍 々低 下 ヲ認 メ,40日-50日 … … ト段 々

低 下度 ノ増 ス ノヲ知 レ リ.

B. 強制投與 ノ場合

次 ニ家兎 ヲ「ヴイ タミン」B缺乏飼料 ニテ強制飼

養シ,一 般免疫方法 ヲ同樣 ノ方法ニテ檢 シタ リ.

第36表 「ヴイタ ミン」B缺 乏飼料飼養家兎ノ一般免疫現象比較研究
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強制投與 ニ於テハ,40日 位マデ一般免疫現象 ノ

低下ヲ認 メズ.50日-60日 ニ及 ビテ始 メテ一般免

疫現象 ノ低下 ヲ認 ム.

「ヴイタ ミン」B缺乏飼料ニテ家兎ヲ飼養シ,一

般免疫現象 ノ生成状態 ヲ檢 シタル精細 ナル報告ニ

見ルベキモノナキヲ以テ,余 ハ コレヲ經過的 ニ觀

察 シ,沈 降反應及ビ補體結合反應 ヲ以 テ檢シタル

自由攝取家兎 ニ於テハ 既 ニ30日 ニシテ 生成状

態 ノ低下 ヲ認 メ,以 後次第 ニ生成状態 ノ惡 シキ ヲ

知 レ リ.殊 ニ50日-60日 ニ及ビテハ沈降素生成

状態ハ健康家兎 ニ比シ甚ダシキ差異ヲ認 メ,中 ニ

ハ證明不可能 ノモノスラア リキ.

然 レ ドモ強制投與 ノモ ノ ニ於テハ40日 位マデ

ハ一般免疫現象 ノ低下 ヲ認 メズ.50日-60日 ニ

及 ビテ 始 メテ急 ニ低下 スル ヲ認 メ リ.

第3. 腸 管 透 過 血 中 移 行 度 ニ就 キ テ

「ヴイ タ ミン」B缺 乏 家鷄 ニ於 テ腸 管透 過 血中 移

行 度 ノ増 大 セ ル ヲ認 メタ リ.茲 ニ於 テ家 兎 ニ就 キ

家 鷄 ニ於 ケル ガ如 キ方 法 ヲ以 テ實 驗 ヲ施 セ リ.

即 チ「ヴイ タ ミン」B缺 乏 飼 料 ヲ以 テ家 兎 ヲ飼 養

シ,之 ニ牛 血清 ヲ3日 間經 口的 ニ與 ヘ,其 ノ血中

移 行 度 ヲ對 照 ト比較 シ タ リ.

A. 自由 攝取 ノ場 合

「ヴイ タ ミン」B缺 乏 飼料 ニテ飼 養 スル 日數 ニ ヨ

リテ,第1群 …20日 目,第2群 …30日 目,第3

群 …40日 目,第4群 …50日目…… ノ如 ク各群 ニ

分 チ,各 々同ジ 條件 ノ許 ニ牛 血 清 ヲ投與 シ タル後,

其 ノ血 中移 行度 ヲ比較 シ タ リ.

第37表 「ヴイタミン」B缺乏飼料飼養家兎ノ腸管透過血中移行度經過的觀察
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B. 強制 投與 ノ場合

自由攝 取 ノ場 合 ト同 ジク,「 ヴイ タ ミン」B缺 乏

飼 料 ニ テ飼養 スル日 數 ニ ヨ リテ

第1群 … …20日

第2群 ……30日

第3群……40日

第4群… …50日

ノ如 ク各群 ニ分 チ,血 中移行 度 ヲ對 照 ト比 較研

究 セ リ.

「ヴ イ タ ミン」B缺 乏 飼料 ニテ家 兎 ヲ飼 養 ス ル時

血 中移行 度 ノ増 大 ヲ認 ム.

而 シテ 自由攝 取 ノ際 ハ,其 ノ増大 甚 ダ シク,既

ニ30日 飼 養 ニ於 テ明 カニ認 メ得,以 後 次第 ニ増加

ノ模 樣 ナ リ.

然 ル ニ強制 投與 ニ際 シテ ハ,血 中移 行度 増 大 ヲ

最 初 ヨ リ40日 位飼 養 ニ於 テハ認 メラ レズ.末 期

ニ及 ビ テ稍 々増大 ヲ認 ムル ヲ得 ル モ,自 由攝 取 ノ

際 ノ如 ク著 シカ ラズ.
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第38表 「ヴイタ ミン」B缺乏飼料飼養家兎ノ腸管透過

血中移行度經過的觀察
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第4. 經 口的免疫 現 象 ニ就 キテ

「ヴイ タミン」B缺乏家兎ニ於テモ家鷄 ニ於 ケル

如ク,一 般免疫現象 ノ低下 ト腸管透過性 ノ増大ヲ

來スコ トヲ知 レリ.依 テ余ハ經口的免疫現象ハ如

何ナル カヲ檢スルハ必然 ノ經過 ニシテ,又 興味ア

ル探究 トイ フベシ.余 ハ從來 ノ如 クシテ其ノ經 口

的免疫現象 ヲ檢 セ リ.

A. 自 由攝取 ノ場 合

「ヴイ タ ミン」B缺 乏 飼料 ニテ家 兎 ヲ自由飼 養 シ

タル モ ノ,種 々飼 養 日數 ニヨ リテ分 チ テ,總 テ ニ

同 一條 件 ノ許 ニ牛 血清 ヲ異 ヘ,カ ク シタル後 ニ始

メ ヨ リ,30日 目,40日 目,50日 目 ヨ リ3日 間投

與 シ,投 與 中 止後10日 目 ニ採 血 シ,其 ノ經 口的免

疫 現象 ヲ檢 セ リ.

第39表 「ヴイタミン」B缺 乏家兎ノ經口的免疫現象經過的觀察

B. 強制投與 ノ場合

次 ニ「ヴイ タミン」B缺乏飼料 ニテ強制飼養スル

時 ハ第40表 ノ如 シ.
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第40表 「ヴイタ ミン」B缺乏飼料飼養家兎ノ經口的免疫現象強制投與比較研究表

第39表 ヲ見 ル ニ,始 メ ヨ リ30日 目ニ採 血 シ タ

ル家兎 ニ於 テハ 對照 ニ比 シ,大 差 ナ キモ ノ多 ク,

却 テ良 好 ノモ ノ1例 認 メ タ リ.40日 目 ノモ ノ ニ於

テハ 對照 ト大 差 ナク,50日 目 ノモ ノニ於 テハ稍 々

低下 ヲ認 メ タ リ.

強 制投 與 ノ場 合 ハ第40表 ニ於 テ知 ル如 ク,其 ノ

免 疫體 ノ生 成状 態 ハ50日 位 マ デ 對照 ト比 シテ 差

ナ ク,60日 位 ニ於 テハ 明 カ ニ低下 ヲ認 メ得.

第5. 恢復 治療試 驗

「ヴイ タミン」B缺 乏飼料 ヲ投與 スルコ ト40日

ニシテ腸管透過 血 中移 行 度 ノ増大セルヲ認 メタ

リ.茲 ニ於 テ余ハ40日 間 「ヴイ タミン」B缺 乏飼

料 ヲ投與 シ,次 ニ「ヴイタミン」B豐 富ナル飼料及

ビ「オ リザニン」ヲ反覆注射 スル時一般状態ハ舊 ニ

復 スルコ トヲ得.然 ル時 ニ腸管透過血中移行度 ノ

増大 ヲ認 メルヤ否ヤ檢 シタルニ次 ノ如 シ.

第41表 「ヴイタミン」缺乏症状恢復 ト血中移行度ノ關係(家兎)
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第41表 ニテ知 ル如 ク,「 ヴイ タ ミン」B缺 乏症

状 恢 復 ス レバ血中 移行 度 モ亦舊 體 ニ歸 ル コ ト明 カ

ニナ レ リ.

次 ニ尚 ホ經口的免疫現象 ニ及ボス影響 ヲ檢 セシ

ニ

第42表 「ヴイタ ミン」B缺乏症状恢復 ト經口的免疫現象

「ヴイタ ミン」B缺乏症状恢復 ト共 ニ經 口的免疫

現象 ノ生成モ舊態ニ復スルヲ得ルヨ トヲ知 レリ.

第6. 正常 大腸菌 凝 集 價 ノ經 過

的觀 察

「ヴ イタ ミン」B缺 乏 家鷄 ニ於 テハ正常 大腸

菌 凝集價 ノ變 化 セル ヲ認 メタ リ.依 テ家 兎 ニ

就 テモ余 ハ之 ヲ檢 シタ リ.素ヨ リ抗 原 トシテ

使 フ大腸菌 ハ家 兎糞 便 中 ヨリ分 離 シタル モノ

ヲ用 ヘ リ.

然 レ ドモ「ヴイタ ミン」B缺 乏 家兎 ニ於 テ ハ

正常 大腸菌 凝 集 價 ノ増 大 ヲ認 メ得 ザ リキ.

第7. 本項 小括

家 兎 ニテ モ「ヴイ タ ミン」B缺 乏飼料 ニ テ飼

養 スル時,缺 乏症 状 ヲ惹起 セ シムル ヲ得 タ リ.
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而 シテ飼 料 ヲ 自由攝 取 セ シメル場合 ニ ハ他 ノ

原 因(例 ヘバ飢餓 等)ノ 爲死 亡 スル モノ多 キ

ヲ以 テ 自由攝 取以外 ニ強制投 與 ノ實 驗 ヲ シタ

リ.然 ル時 ハ體 重 ノ減 少 ヲ來 ス コ ト遲 ク,原

因 不 明 ノ儘 早期 ニ死 スル コ ト罕 ナ リ.

「ヴ イタ ミン」B缺 乏飼 料飼 養 ト共 ニ經 過 的

ニ一般 免疫 現 象,血 中移 行度,經 口的 免疫 現

象 ニ就 キテ檢 シタ リ.

一般 免 疫現 象 ハ自由攝 取 ニ際 シテハ早期 ヨ

リ低 下 ヲ認 ムル モ,強 制投 與 ニ於 テ ハ50日-

60日 ニ及 ビテ初 メテ低 下 ヲ認 メ得 タ リ.

血 中移 行度 ハ自 由攝 取 ニ際 シテハ早 期 ヨ リ

増 大 ヲ認 メ得.末 期 ニ至 リテ ハ著 シキ増 大 ヲ

認 メ得 ル モ,張 制 投與 ニ 於 テ ハ殆 ド 増大 セ

ズ.只 末期 ニ及 ビテ少 シ増大 セ シ模樣 ノ モノ

多 シ.

經 口的免 疫現 象 ハ 自 由攝 取 ニ際 シテハ早期

ニ於 テ ハ稍 々對 照 ヨ リ良好 ノモ ノ ス ラア リテ

先 ヅ一般 的 ニハ大 差 ナ キ モノ ノ如 キモ,中 期

末 期 ト段 々低下 ヲ來 セ リ.

強制 投與 ニ於 テ ハ對 照 ト大 差 ナ ク,末 期 ニ

至 リテ對 照 ヨ リ低下 セル ヲ認 メ得.

次 ニ恢復 試驗 ヲ試 ミタル ニ,「 ヴ イタ ミン」

B缺 乏症 状消 失 セ シモノ ニ於 テハ,血 中移 行

度,經 口的免 疫現 象,何 レモ舊態 ニ復 スル ヲ

得.

家 兎 ヲ「ヴ イタ ミン」B缺 乏飼料ニ テ養 フニ

正 常 大腸菌 凝 集 價 ハ變 化 セズ.

第5項 本 節 ノ概 括

以上「ヴイタ ミン」B缺 乏 ナル 一種 ノ榮 養障

碍 ト腸 管透 過性 ニ關 シ,血 清學 的研 究 ヲ施 シ

タル所 ヲ一 括 スル ニ

1) 「ヴイタ ミン」B缺 乏動 物 ニ於 テハ,一

般 免疫 現 象 ハ,初 期 ニ於 テハ變 化 ナ キモ,末

期ニ 及 ブ ト明 カニ低下 ヲ認 ムル モ ノ多 シ.

2) 經 口的 ニ投 與 シタル牛 血清 ノ血 中移 行

度 ハ,増 大 ヲ來 スモ ノナ ラン.殊 ニ家 鷄 ニ於

テ著 シ.

3) 經 口的免疫 現 象 ハ初期,中 期 ニ於 テハ

變化 ナク.末 期 ニハ低下 スル モ ノ多 シ.

4) 「ヴイタ ミン」B缺 乏 症状 恢復 ト共 ニ血

中移 行 度,經 口的 免疫 現象 ハ正 常 ト變 ラザル

ニ至 ル.

5) 家鷄 ニ於 テハ少數 例 ニ於 テ 「ヴ イタ ミ

ン」B缺 乏飼料 ニテ家 鷄 ヲ飼 養 スル時 正常 大

腸 菌 凝集 價 ノ變 化 セル ヲ認 メタ リ.

第5節 本 章概括

病 的動 物 ト腸 管透 過 性 トニ就 キ血清 學 的研

究 ヲ施 シタ ル ニ次 ノ如 キ成績 ヲ得 タリ.

1) 胃腸 管機能 障碍 ニ際 シテハ腸 管透 過性

増 大 ス.夫 レハ血 中移 行度 増大 ニ ヨリ明 カニ

證 明 シ得 タ リ.

2) 肝 臟機 能障 碍 ヲ人工 的 ニ惹起 セ シメタ

ル時 著 シキ血 中移 行度 増大 ヲ認 ムル モ,之 ヲ

同 日數 ノ飢餓 時家 兎 ト比 スル時 ハ大差 ナ ク,

極 ク僅 ノ増 大 ヲ證 シ得 ル ノ ミ.

3) 腎臟機 能 障碍 ニ際 シテ ハ稍 々血 中移行

度 ノ増大 ヲ認 ム.而 シテ其 ノ方 法 ノ如何 ヲ問

ハズ何 レニ 於 テ モ増 大 セ リ.

4) 「ヴイ タ ミン」B缺 乏 家鷄 ニ於 テハ對照

ニ比 シ腸 管透 過 性 ノ増大 ヲ認 メ得 .而 シテ家

兎 ニ於 テ モ家鷄 ノ如 クニ 非 ザ レドモ増大 ヲ證

シ得.
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第6章 腸管透過度ノ測定(Paraffth氏 法ニヨル)

第1節 概 説

余ハ家兎及 ビ鷄ヲ實驗動物 トシ,動 物ノ成

熟度 ト腸管透過性ニ關スル血清學的研究ヲ施

シ,遂 イデ飢渇時ニ際シ腸管透過性ノ變化ス

ルヤ否ヤ檢 シタリ.次 デ非健康動物 トシテ人

工的ニ胃腸管障碍,腎 臟及 ビ肝臟機能障碍,

榮養供給障碍 ヲ作 リ,腸 管透過性ニ影響ヲ及

ボスヤ否ヤ,血清學的研究ヲ施シタリ.又「ヴ

イタ ミン」B缺 乏動物ニ關 シテハ特ニ其ノ點

ニ就キ精細ナル實驗ヲナセリ.

茲ニ於テ,余 ハ以上ノ實驗ヲ基礎 トシ,上

述 ノ各 腸 管 ニ就 キ腸 管透 過度 ヲ計測 セ ン トセ

リ.

第2節 實驗 材 料及 ビ實 驗 方法

余 ハ計測方法 トシテHaus paraffth氏 ノ腸管透

過度測定法 ヲ採用セ リ.之 ハ鹽化「ヒヨリン」ナル

腸管運動「ホルモン」トシテ働 タ試藥 ヲ用 ヒ,此 腸

管透過度ヲ測定 スル方法ナ リ.

(測定方法)

第1項 測定裝置

第2項 測定用材料

1. 鹽化「ヒ ヨ リン」

獨逸Kahlbaum會 社 製 ノ製 品 ヲ用 ヒ タ リ.之

ヲ實 驗 ニ使 フ時 ハ次 ニ述 ベルTyrode液 中 ニ種 々

ノ割 合 ニ溶解 シテ用 ヒタ リ.

2. Tyrode液

次 ノ割 合 ニ,化 學 用 食鹽,「 カル シウム ク ロ ラー

ト」,「カ リウム ク ロラー ト」,炭 酸 「ナ トリウム」,

燐 酸 「ナ トリウ ム」,葡 萄 糖 ヲ混 ジ タル モノ ヲ用 ヒ

タ リ.
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化 學 用 食 鹽 8.0g

「カル シウム クロ ラー ト」 2.0g

「カ リウ ム ク ロ ラ ー ト」 2.0g

炭 酸 「ナ ト リ ウ ム」 1.0g

燐 酸 「ナ ト リ ゥ ム」 0.5g

葡 萄 糖 1.0g

蒸 餾 水 1000cc

第3項 測定前裝置

1) 試驗 前 ニ湯 槽 ノ温 度 ヲ37℃ 位 ニ一 定 セ シ

メ タ リ.之 ヲ一定 ニ保 ツニハ瓦 斯 火 ヲ用 ヒ タ リ.

之 ニ ハ相 當熟 練 ヲ要 ス ル モ ノナル モ,苦 心 ノ結 果

一定 温 度 ヲ保 タ シメル コ トヲ得 タ リ.

2) 硝子 水槽 ニハ總 テ37℃ ニ シタル湯 ヲ入 レ,

之 ヲ電氣 温度 調 節器 ニ ヨ リ一定 ナ ラシ メ タ リ.

3) 次 ニ動 物 ヲ全 採 血 シテ 殺 シ,小 腸 管 ヲ腹 腔

内 ヨ リ清 毒 シ タル「ビ ンセ 〓 ト」ニテ取 出 シ,鋏 ニ

テ小 腸 管所 要 ハ部 分 ノ ミ切 リ取 リ之 ヲ37℃ ニセ

ルTyrode液 中 ニ直 ニ入 レル.コ ノ際 注 意 スベ キ

ハ 腸管 ニナル ベ ク手其 ノ他器 具 ヲ觸 レザ ル コ ト勿

論 ナ リ.

4) 斯 ク ノ如 ク シテ遊 離 セル腸 管 ヲ3-4cmニ

切 リ取 リ,生 理的 位置 ニ於 テ37° ニセ ルTyrode

液 ニ テ ヨク洗 フ.生 理 的 位置 トハ小腸 管 ノ上 下 ヲ

間違 ハ ザ ル樣注 意 スル コ トナ リ.小 腸 管 ハ ヨ ク洗

ヒ腸 内容 ニ血液 汚 物等 殘 ラザ ル樣 ニス.

5) 次 ニ小 腸管 ノ上 下 ヲ間 違 ハザ ル樣 ニ上 端 及

ビ下 端 ヲ寫 眞 ノ如 ク硝 子 管 ニ絹絲 ニテ固 ク結 ビ付

ク.

6) 更 ニTyrode液 ヲ流 シテ後 ニ寫 眞 ノ如 ク裝

置 ヲス.裝 置 シタル後 ニ又37° ノTyrode液 ニテ

腸管 ヲ洗 ヒ,Tyrode液 ノ排 出 口 ヨ リ全 ク透 明 ナ

ル モ ノヲ得 ルニ至 リテ,排 出 口 ヨ リノ滴 數 ヲ數 ヘ

テ其 ノ速度 ノ一 定 ニ ナル ヲ待 ツ.

7) 次 ニ腸 管 ノ一 部 ヲ「ク レ ンメ」ニテ鋏 ミ他端

ヲ寫 眞 ノ如 ク「キモ グ ラ フー」ヲ用 ヒテ 腸運 動 ヲ〓

カ シ メ,其 ノ一 定 ニ運 動 ヲ始 メル ニ及 ビ テ實驗 ヲ

始 ム.

第4項 腸 管 透 過 度 測 定 方 法

1) 漿膜 ヨ リノ鹽 化「ヒ ヨ リン」刺 戟閾 測定

生 理學,藥 理 學 ニ於 ケルMagnus-praparatノ 如

クニ行 フ.即 チ「ビベ ツ ト」ニテ 一定 量0.5%鹽 化

「ヒヨ リン」Tyrode液 ヲ滴下 ス.而 シテ腸運 動 ニ

對 ス ル影響 ヲ見 ル.若 シ其 ノ刺 戟 ガ刺 戟閾 ヲ超 過

スル 時ハ直 ニ鹽化 「ヒ ヨ リン」Tyrode液 ヲ除 キ去

リ,更 メテ新 ニTyrode液 ヲ入 レル.ソ シテ前 ヨ

リ少 量「ビベ ツ ト」ニ テ滴 下 ス.尚 ホ刺 戟閾 ヲ超 過

スル 時ハ再 ビTyrode液 ヲ新 ニ シ,更 ニ少 量 ノ鹽

化 「ヒヨ リン」Tyrode液 ヲ滴下 ス.

若 シ刺 戟 閾 ニ及 バザ ル時 ハ 一端Tyrode液 ヲ洗

ヒ流 シ,前 ヨ リ多量 ニ鹽 化 「ヒヨ リン」Tyrode液

ヲ滴下 ス.

斯 クノ如 クシテ刺 戟閾 ヲ測定 ス.

次 ニ

2) 筋 膜 ヨ リノ鹽化 「ヒ ヨ リン 」刺 戟 閾測定

暫 時Tyrode液 ヲ始 メ ノ樣 ニ シテ腸 管 ヲ流 ン,

一 定 ノ運 動 ヲ始 メル マデ 待 ツ.尚 ホ温 度 ハ常 ニ變

化 ナ キ樣 注意 ス.

扨 テ豫 メ鹽 化「ヒ ヨ リン」ヲTyrode液 ニテ種 々

ノ濃 度 ニ稀 釋 セル モ ノ ヲ用 意 シ,使 用 ニ當 リテ之

ヲ37° ニ暖 メテ用 フ.腸 管 運 動一 定 トナル ヤ用 意

シ タル鹽化 「ヒ ヨ リン」ヲ溶 カセルTyrode液 ノ一

ツ ヲ流 シ,腸 運動 ニ對 スル刺 戟 ヲ檢 ス.若 シ刺戟

閾 ヲ超 過 ス ル モ ノナ ラバ直 ニTyrode液 ヲ流 シ,

シ バラ ク又一 定 ニ ナル ヲ待 チテ稀薄 ナル鹽 化 「ヒ

ヨ リン」Tyrode液 ヲ流 ス.若 シ鹽 化 「ヒ ヨ リン」

Tyrode液 ヲ 流 ス モ刺 戟 閾 ニ達 セザ レバ濃 厚 ナ鹽

化 「ヒヨ リン」Tyrode液 ヲ流 ス.

斯 ク ノ如 ク シテ筋膜 ヨ リノ刺 戟閾 ヲ知 ル ヲ得.
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3) 對照試驗

更 ニTyrode液 ヲ流 シテ腸運動一定ニナルニ及

ビテモウ1度 漿膜 ヨリノ刺戟閾 ヲ檢ス.之 全試驗

ニ於テ腸管 ノ感受性ガ前 ノ試驗 ト同ジ度 ヲ保テル

ヤ否ヤノ對照試驗 ナリ.

而 シテ漿膜 ヨリノ刺戟閾 ト筋膜 ヨリノ刺戟閾 ノ

比,之 腸管透過度 ナリ.

第3節 成熟健康動物ノ腸管透過度

實驗成績

先 ヅ成熟健康家兎 ヲ選 ビテ之 ガ腸管透過度 ヲ測

定 セ リ.之 ハ總テ ノモノノ對照 トナルヲ以テ特 ニ

余ハ注意 シテ實驗セ リ.

寫 眞 第1圖

對 照 健 康 家 兎 ノ腸 管 透 過 度

第43表 略同一體重ノ家兎ノ腸管透過度表

圖 及 ビ表 ニ於 テ知 ル如 ク,Paraffth氏 法 ニ ヨ レ

バ 成 熟 健康 家兎 ニテ ハ 第43表 ノ腸 管透 過度 ヲ有

スル モ ノノ如 ク,成 熟 健康 家兎 ニ於 テモ各 々家 兎

ニ ヨ リ多 少 差 異 アル モ略 ボ一 定 セ ルモ ノナ ル ヲ

知 レ リ.

第4節 動 物 ノ成熟 度 ト腸 管透過 度

ノ關 係

血清學的研究ニヨリテ動物 ノ成熟度 ト腸管透過

性ハ略ボ逆 ニナル ヲ知 リ得 タルモノヲ以テ,茲 ニ

於テParaffthノ 方法 ヲ用 ヒテ動物 ノ各腸管 ニ就

テ透過度計測セ リ.
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寫 眞 第2圖

幼 弱 家 兎 ノ 腸 管 透 過 度

第44表  未成熟竝ニ幼弱家兎腸管透過度表

表 ニ於 テ知 ルヲ得 タル如 ク,動 物 ノ幼弱ナ レバ

ナル程腸管透過度大ナルモノノ如 シ.之 余 ノ血清

學的研究 ト略ボ平行 セルモノニシテ,青 木氏ハ血

清學上成熟,未 成熟 ニ於 テ腸管透過度 ノ區別困難

トサ レタルモ,余 ノ嚴密 ナル對照及ビ種々ナル點

ニ注意 シタル結果得タル成績 ト全 ク一致 スルモノ

ニンテ其 ノ間甚 ダ興味アル事實 ナリ.

第5節 飢 餓時 ニ際 シ腸 管透 過度 變

化 ノ有 無

余 ノ血清學的研究 ニヨリ飢餓ハ腸管透過度増大

ヲ來スモノナランコ トヲ報告セ リ.茲 ニ於テ余ハ

3-5日 間絶食セシメタル家兎ニ就キ 正常時 ノモ

ノト腸 管透 過 度 ニ變化 ヲ來セルヤ否ヤParaffth

氏法ニヨ リ計測セ リ.
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寫 眞 第3圖

飢 餓 時 ハ 腸 管 透 過 度(5日 間 絶 食)

第45表 飢 餓 時 ノ腸 管 透 過 度 測 定

以上表ニ於テ知ル如 クParaffth氏 法ニヨルモ

腸管透過度 ノ増大セルヲ知ルヲ得.

第6節 胃腸管機能障碍 ト腸管透過

度ノ影響

人工的ニ家兎 ニ下痢 ヲ惹起 セシメ,又 ハ自然 ニ

下痢 ヲ惹起 シタル家兎ニ於テハ,腸 管透過度 ノ増

大 セル ヲ血清 學上 ヨ リ知 リタ リ.據 テ 茲 ニ於 テ余

ハParaffth氏 法 ニ ヨ リ腸 管 透過度 ヲ計測 セ リ.

尚 ホ下痢 家 兎ハ 血 清 學 的 研 究 ノ 際 ニ述 ベ シ如

ク,「 ヒ マ シ」油,蔗 糖 等 ニテ人 工的 ニ惹 起 セ シ メ

タル モ ノ,又 ハ 自然 ニ下痢 ニ カカ リシ家 兎 ヲ用 ヒ

タ リ.
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寫 眞 第4圖

胃 腸 管 障 碍 時 ノ腸 管 透 過 度

第46表 胃 腸 管 障 碍 時 ノ 腸 管 透 過 度

寫眞及ビ表 ノ如 ク増大 ヲ認 メタリ.

第7節 「ヴイタ ミン」B缺 乏 ト腸 管

透 過 性 ニ關 スル研 究

血清學的研究 ニヨ リ「ヴイ タミン」B缺乏症状 ヲ

起 セル家鷄及ビ家兎 ニ於 テ腸管透過性 ノ増大セシ

ヲ認 メタリ.

據 テ余 ハ「ヴイタミン」B缺 乏飼料 ヲ以テ血清學

的研究 ニ際 シ述ベ タルガ如キ方法 ヲ以テ家兎 ヲ飼

養スル事50日 ニ及ビテ神經症状其 ノ他「ヴイ タミ

ン」B缺 乏症状 ヲ惹起 シタルモノヲ用 ヒ,之 ヲ直

ニ殺シ其 ノ腸管透過度 ヲ計測 シタリ.
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寫 眞 第5圖

「ヴイ タミン」B缺 乏家兎 ノ腸管透過度

第47表 「ヴイタミン」B缺乏家兎ノ腸管透過度

以上表ニ於テ知ル如 ク

「ヴイ タミン」B缺乏家兎ニ於テハ腸管透過度増

大セルヲ認 メ得.

次 ニ「ヴイ タ ミン」B缺 乏飼料 ニテ家兎 ヲ飼養ス

ル コ ト50日 ニ シテ,充 分 腸 管透 過度 ノ増大 セ シ ト

思 ハ ル ル ニ至 リテ,「 ヴイ タ ミン」B劑 ヲ豐 富 ニ與

ヘ,恢 復 試驗 ヲ施 ス.而 シテ體 重其 ノ他一般 状 態

正常 ニ至 ル ニ及 ビテ腸 管透過 度 ヲ計 測 シ,其 ノ變

化 ノ有無 ヲ檢 シ タ リ.
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寫 眞 第6圖

「ヴイタ ミン」B缺 乏症状恢復家兎 ノ腸管透過度

第48表 「ヴイタミン」B缺乏症恢復家兎ノ腸管透過度

表 ニ示 セル如 ク

「ヴイ タミン」B缺乏一般症状 ノ恢復 ト共ニ,腸

管透過度ノ増大 モ亦舊 ニ復スル コトヲ得.之 「ヴ

イ タミン」B缺 乏 ニ際 シ,腸 管透過度 ノ増大ハ一

時的 ノ變化 ニシテ,何 等 ノ機質,腺 ニ永久的 ノ變

化 ヲ來 ストハ信 ゼラレズ.

第8節 本 章概 括

Paraffth氏 腸 管透 過度測 定 法 ニ ヨ リ,各 腸

管 ニ就 テ透 過度 ヲ測 定 セシニ

1. 動 物 ノ成熟 度 ト腸 管 透過 度 トハ逆 比 例

スル モ ノ ノ如 ク,幼 ク レバ幼 イ程 腸 管透 過 度

大 ナ リ.

2. 飢餓 時 家 兎ハ腸 管透過 度 ノ増 大 セル ヲ

知 レリ.

3. 胃腸 管障碍 家 兎ハ腸 管透 過度 増大 ヲ認

ム.

4. 「ヴイ タ ミン」B缺 乏飼料 飼 養家 兎 モ亦

稍 々腸 管透 過度 ノ増 大 ヲ認 ム.「 ヴ イタ ミン」

B缺 乏症 状恢 復家 兎 ハ健康 家 兎 ト大差 ナ シ.
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第7章 總 括

以上 余 ノ報 告 セ シ所 ヲ一括 ス レバ

1) 余 ノ血 清 學 的 研 究 ニ ヨル 實驗 成績 ト

Paraffth氏 腸 管透 過 度 測 定 法 ニ ヨ リ得 タ ル

測 定成績 トハ略 ボ相平 行 セル ヲ認 メタ リ.

2) 成熟 健 康動 物 ニ於 テハ,經 口的 ニ投 與

スル牛 血清 ノ量 的關 係 ニ ヨ リ,血 中移 行 ヲ證

シ得 ル場合 ト然 ラザル 場合 トア リ.尚 ホ經 口

的免 疫體 ノ生成 ヲ微 量抗體 ニ ヨ リ證 シ得 ル コ

ト多 シ.牛 血清 ノ他 ニ大腸 菌 ニ ヨリテ モ抗體

ヲ證 明 シ得 ル コ トア リ.

又 膽汁添 加 ハ血 中移行 ヲ著明 ニ シ,抗 體 生

成状 態 ヲ良好 ナ ラシム.

3) 成熟度 ト腸 管透 過血 中移 行度 ハ略 ボ逆

比例 スル モノ ニ シテ動 物成熟 ス レバ ス ル程腸

管透 過性減 ズル モノナ リ.

次 ニ 一般 免疫 現 象 ハ動 物 ノ幼弱 ニナ レバナ

ル程低 下 シ之 ハ成熟 度 ト同 方向 ナ リ.

次 ニ經 口的免 疫現 象 ハ1000g位 ノ家 兎 ニ

於 テハ低下 ヲ認 メ ズ.之 ハ一般免 疫現 象 ノ低

下 ニ伴 ハズ.尚 ホ幼 弱動 物 ニ於 テ ハ經 口的 免

膝 體生 成状 態 ニ於 テ,微 量抗 體 ヲ トル モノ少

キハ注 目スベ キ現 象 ナ リ.

4) 飢餓 時 ニ於 テ モ腸 管透 過性 増大 ス.而

シテ余 ノ實驗 シ得 タル範 圍 内 ニ於 テハ飢餓 日

數 長 キ程 大 ナ リ.連 續 飢 餓 ヨ リモ一時 的飢 餓

ノ方増 大度 小 ナ リ.飢 餓時 ニ際 シ一般 免疫 現

象 低 下 セ リ.一 時 的飢餓 ハ經 口的 免疫 現象 ヲ

良好 ナ ラ シム.飢 餓 恢 復 ト共 ニ腸 管透 過性 モ

舊 態 ニ復 ス.

5) 渇時 モ稍 々腸 管 透過 性増 大 スル モ ノ ノ

如 シ.

6) 胃腸 管障 碍 ヲ人 工的 ニ又 ハ自然 ニ起 サ

シムル ニ腸 管透 過性 増 大 ス.而 シテ成熟 度,

胃腸 管障碍,血 中移 行 度3ツ ノ關 係 ハ動物 ノ

幼 弱 ナル モ ノニ於 テ ハ胃腸 系統 障碍 ニ際 シ,

特 ニ血 中移 行度 増 大 スル モ ノ ノ如 シ.

7) 肝臟 及 ビ腎臟 機 能障 碍 ニ際 シテハ多 少

腸 管透 過 性 ニ影 響 ヲ與 フル モ ノ ノ如 キモ著 シ

カ ラズ.

8) 「ヴ イタ ミン」B缺 乏家鷄 及 ビ家 兎 ニ於

テ ハ血 中移行 度増 大 シ,末 期 ニ近 ヅ ク程 大 ナ

リ.又 一般 免疫 現 象 ハ末期 ニ近 ヅク ト低 下 セ

リ.經 口的免疫 現 象 ハ一般 免疫 現象 ノ低 下 セ

ル ー伴 ハズ.

「ヴイタ ミン」B缺 乏症 状 ノ恢 復試 驗 ヲ施 シ

タ ル ニ舊 態 ニ復 スル ヲ見 ル.

尚 ホ正 常大 腸菌 凝集 價 ノ變 化 セル ヲ家鷄 ニ

於 テ見 タ リ.

擱筆 スルニ當 リ,御 懇篤ナル御指導 ト御校閲

ヲ賜ハ リタル緒方教授 ニ衷心感謝 ノ意 ヲ表 ス.

(本文 ノ要旨ハ昭和7年2月 第43囘 岡山醫學

會總會及ビ同年4月 第4囘 日本聯合衛生學

會總會 ニ於テ之 ヲ發表セ リ.)
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